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序

県南部の主要都市である八代市は、古くから文化財の宝庫としても

知られ、中でも県を代表する装飾古墳である田川内古墳・大鼠蔵古墳

群をはじめ、古麓城跡、八代城跡などの国・県指定史跡等、多くの文

化財が知られております。

ここに報告する八代市西片百田遺跡は、九州新幹線建設事業に伴い

発見された遺跡で、平成１２年～１４年度にかけて発掘調査を実施した

ものです。調査の結果、弥生時代中期から古墳時代初頭に及ぶ各種の

遺構・遺物が検出されました。なかでも、弥生時代後期の住居跡から

は重弧文長頚毒型士器、所謂免田式土器が多数出土しており、八代平

野における弥生文化の一端を知ることができました。

本事業における八代地区での埋蔵文化財発掘調査は終了し、随時調

査報告書が刊行され、八代市の歴史を語る上で重要な遺跡の存在が明

らかにされつつあります。

本報告書が広く県民の皆様に利用され、郷土や文化財の理解・愛護

に活用されることを期待します。最後に、調査を進めるにあたり、八

代市をはじめ多くの方々からのご指導・御協力を賜りましたことに対

して、ここに厚く御礼申し上げます。

平成19年３月３１日

熊本県教育長柿塚純男
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本報告書は熊本県教育委員会が2000年（平成12年）８月１日から2002年（平成14年）４月１９日にかけて、

八代市西片町字百田において実施した発掘調査の成果を報告するものである。

本遺跡は当初「西片町遺跡」として、日本鉄道建設公団九州新幹線建設局(現：独立行政法人鉄道建

設・運輸施設整備支援機構鉄道建設本部九州新幹線瞳股局以下、「鉄道建設・運輸機栂」と言う｡）と

熊本県が埋蔵文化財の保存・調査に関する協譲を実施し、平成12年から平成14年にかけて八代地域に

おける埋蔵文化財の試掘・確認調査が終了したのを受け、八代市教育委員会と県文化課の協職の結果、

平成14年６月25日付け教文第814号で遺跡地図へ追加登録（遺跡範囲・名称変更）を経て「西片百田遺

跡」に変更された。

この調査は「九州新幹線建設工事」に伴うものとして、鉄道建設・運輸機柵の依頼を受けて熊本県が

実施した。

発掘調査は年度毎に以下の人員にて行った。

2000年（平成12年度）長谷部善一・緒方智子

2001年（平成13年度）長谷部・坂田和弘・上高原聡・洲崎明子・荒木孝宏

2002年（平成14年度）長谷部・洲崎

遺栂の写真椴影は長谷部・上高原・洲崎が行った。

本番で使用した土壊色名は、農林水産省農林水産技術会殿事務局監修の「新版標準土色帖」に準じて

いる。

遺桐図の座標値は、平面直角座標系第１I系による。高さは、東京湾平均海面（TP）を基準とする海抜

高で表す（日本水準原点：Ｈ＝24.4140ｍ)。なお、2002年４月１日からの改正測量法の施行にともない、

日本測地系から世界測地系へ移行することになったが、九州新幹線建設工事はすべて日本測地系によ

っているため、本番の平面座標も日本測地系で表示している。

遺物の実測などの報告書に関する記述は、後述する「報告香の作成」に別記する。

本瞥で使用した地図は、八代市都市計画課の承認を得て使用している。

本番中での人名は、すべて敬称を省略させていただいた。

報告書の鶴集は、文化財資料室長野田拓治のもとに、長谷部・上高原がおこなった。
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また、調査および調査報告の迅速化のため、以下の業務委託を行った。

現地調査

・４級基準点測量及びメッシュ杭設置業務有限会社和樹コンサルタント

・遺柵実測業務株式会社埋蔵文化財サポートシステム熊本支店

・空中撮影株式会社九州航空、株式会社写測エンジニアリング

・自然科学分析（土壊分析）株式会社古環境研究所

報告雷作成

・デジタルトレース業務株式会社埋蔵文化財サポートシステム熊本支店
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2区SIO2出土遺物

1区完掘状況

2区SlO2炉土府断面、SIO2炉完掘状況、SlO2完掘状況

2区S104巡柵検出時遺物出土状況、SIO4完掘状況、２．３区完掘状況

2区SlO5完掘状況、SIO6完掘状況

3区Sl01遺物出土状況、３区作業風景、SlO1完掘状況

3区SIO2週物出土状況

3区SIO3週柵検出状況、Ｓ'03完掘状況、焼失住居炭化物出土状況

3区SIO4完掘状況、ＳK２７．２８完掘状況

3区SlO5遺物出土状況、SlO5完掘状況、３区作業風景

3区SIO7遺物出土状況、ＳD０１．０２完掘状況

3区SIO7週物出土状況及び炉周辺完掘状況、Sl07完掘状況

3区完掘状況（一部引渡し済）

4区SIO2遺物出土状況、Ｓ111遺物出土状況(近接)、SI11遣物出土状況
4区SIO3完掘状況、SIO9完掘状況

4区Sl05過柵検出状況、SlO5遺物出土状況

5区完掘状況

5区SDO2完掘状況、SDO3完掘状況、７区SDO3・０６完掘状況、７区完掘状況

6区SlO1遺物出土状況、Sl02辿物出土状況、６区溝状遺構調査状況、６区調査風景

6区完掘状況

7区SK10辿物出土状況、SK10辿物出土状況(近接)、SK10謹内小型丸底壷出土状況、SK10完掘状況
１．２区出土辿物

2区出土辿物

2区出土遺物

2区出土遺物

2区出土遺物

2区出土巡物

2区出土遺物

2区出土遺物

１．２区出士週物

3区出土遺物

3区出土遺物

２．３区出土遺物

4区出土遺物

4区出土遺物

4区SlO5出土辿物

4区出土遺物

4区出土辿物

５．６．７区出土巡物

6区出土辿物

6区出土遺物

6区出土辿物

7区SK10出土過物

7区SK10出土巡物

歴史的環塊参考黄料（八代市抑所蔵・江上敏勝コレクション）

歴史的環境参考賀料（大鼠蔵貝塚出土資料）
歴史的環境参考資料（大鼠蔵貝塚出土資料）
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第Ｉ章序言

本番は、九州新幹線建設工事に伴い八代市西片町字百田において発掘調査を実施した成果をとりまとめた

ものである。当該遺跡の立地する八代平野南部は「八代平野条里跡」範囲にあたり古くから周知され、古代

から中世にかけて水田が開かれていたことが通える。平野上は条里設置されたあとも、干潟の広がる八代海

沿岸という性格から近世まで広く干拓が行われ、地域の歴史を語る上で重要な地域である。

１調査に至るまでの経緯

本調査に着手するにあたって当時、日本鉄道建設公団九州新幹線建設局’（現：独立行政法人鉄道建設・

運輸施設整備支援機構鉄道建設本部九州新幹線建設局）は、昭和48年１１月１３日に整備計画の決定された

｢新八代・西鹿児島間建設事業」を計画し、事業予定地内の埋蔵文化財の有無を熊本県教育委員会に照会し

た。

それを受け、教育庁文化課では事業予定地内の埋蔵文化財分布調査を実施し、周知の埋蔵文化財包蔵地を

はじめ埋蔵文化財の存在の可能性のある地域を取りまとめ、詳細な踏査並びに必要に応じて、掘削を伴う試

掘・確認調査が必要である旨、公団に回答した。その後の協鵬の結果、建設側である公団から新幹線建設計

画に伴う路線を始め計画・設計変更等は不可能であること、また現地保存も不可能であるとの回答を得て、

遺跡の取り扱いについて協鍛を行い、記録保存止む無しと判断し、平成8年度から用地取得等の条件が整っ

た土地から予備調査（試掘・確認調査）を継続して行った。

調査は日本鉄道建設公団から熊本県教育委員会への委託とし、文化課はそれを受託し平成12年度から八

代地域における埋蔵文化財発掘調査を開始した。平成12年度に本調査に騎手した遺跡は、「西片町遺跡｣、

｢中片町遺跡」２である。

２本調査の経緯

西片百田過跡が立地している八代平野は、昭和40年代に大規模な圃場整備が終了し水田・イ草と通年

で収穫できる作物が多く作られている。本事業に伴い、用地買収が熊本県により実施されたが、優良耕作地

域であるため用地買収は計画通りに進捗せず、当初、文化財鯛査に着手できたのは計画全体の一部で、予備

調査を数次に渡って行うも、過跡の広がり及び密度・性格を知るまでには至らない状況であった。そのため、

平成12年度に本調査に着手すると伴に、周辺地域の予備調査も平行して行うという、変則的な状況であっ

た。また、周囲には建設工事に供する工事用道路及び駅が運用される際のアクセス道路がないため、鉄道建

設・運輸機樹及び八代市とも協繊を重ねながら調査を行った。

調査及び確認鯛査の結果、過跡は予想以上に周辺地域に広がっており当面の工事に伴い、個別には調査が

対応できないため、仮設道路として当面、対応するよう関係機関と協説し、その間に調査工程を調整し随時

本調査を実施した。

調杏区の設定は1区からの調査ではなく、用地買収及び鯛査に関する周辺整備が完了した地域から開始し

たため、調査区番号は数字が前後している。発掘調査の経過及び進捗状況については後に、調査区毎に月日

に 沿って記す。（長谷部）

１鯛査を実施した平成12年当時は日本鉄逝弧聡公団であったが、平成13年12月に閣服決定された「特殊法人等整理合理化計

画」に基づき、平成15年１０月１日付けで日本鉄逝瞳設公団と迎輸施股整倫事梨団が統合し、新たな法人として設立されて

いる。本宙では、当時の委庇先であった日本鉄迩蹄賭公団として褒記している。

２週跡名は、八代地域での予備鯛査が終了した平成14年６月に、それまで統一していなかった遺跡名の整理を行い、大字十小

字名を基本として週跡名の変更を行っている。よって、それ以彼は、「西片町過跡一西片百田遺跡｣、「中片町遺跡→中片小

路遺跡」と称している。
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３調査の組織

今回報告する調査は、熊本県教育委員会が主体で調査を実施したものである。以下、発掘調査の責任者と

年度毎の調査担当者及び補助員を掲げる。

発掘調査主体

発掘調査事務局

調査担当者

調査員

報告書作成責任者

報告書作成事務局

2000年（平成12年度）

熊本県教育委員会

阪井大文（文化課長）

川上康治（課長補佐）

島津義昭（課長補佐）

中村幸宏（主幹総務係長）

高木正文（主幹調査第１係担当）

高谷和生（参事）

坂田和弘（参事）

長谷部善一（主任学芸員）

緒方智子

2006年（平成18年度）

熊本県教育委員会

梶野英二（文化課長）

吉田悪（課長補佐）

江本直（課長補佐）

高宮優美（主幹総務係長）

小谷仁志（主任主事）

発掘調査主体

発掘調査事務局

調査担当者

調査員

整理総括・指導

整理担当

整理補助

2001年（平成13年度）

熊本県教育委員会

阪井大文（文化課長）

小田信也（課長補佐）

島津義昭（課長補佐）

中村幸宏（主幹総務係長）

高木正文（主幹調査第１係担当）

高谷和生（参事）

坂田和弘（参事）

長谷部善一（主任学芸員）

上高原聡・荒木隆宏・洲崎明子

野田拓治（主幹文化財資料室長）

長谷部善一（主任学芸員）

上高原聡

（西片百田遺跡調杏相当）

坂本千恵

調査及び整理に対する助言及び協力者（順不動、敬称略）

牛嶋茂（独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所)、佐藤信二（国立八代工業専門学校)、

小畑弘己（熊本大学)、下村智（別府大学)、新東晃一（鹿児島県教育庁文化財課)、弥栄久志・宮田栄二・

前野潤一郎・上野園課二・東和幸（鹿児島県立埋蔵文化財センター)、山田元樹・坂井義哉（大牟田市教育

委員会)、八代史談会の皆様、吉永明・浬田宗順・米崎寿一・西山由美子（八代市教育委員会)、宮部武典

(熊本県立熊本西高等学校)、青木勝士（熊本県玉名地域振興局)、杉本和樹（西大寺フォト)、西本和美、

宇田員将、和田敏郎、米村大、松尾茂、村中智恵、横田愛、稲葉貴子、北原美和子、唐木ひとみ、北原美

奈子、入舟多美子、緒方涼子、中島史子、柿原尚子、木村典子、高松孝子、今村幸枝、緒方千代子、永山邦

子、山内洋子、吉岡直子、戸田紀美子、清水千郷、園田智子、今福英子、田中洋子、上田律子、境美恵子、

田中知恵美、岩下恵美子、坂本貴美子
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４報告書の作成

報告書の作成は、執箪や遺物の整理など一部を2001年（平成13年）に開始し、本格的な作業は2006年４

月から行った。

遺物の整理は、西片百田遺跡調査事務所および熊本県文化財資料室にて行った。

報告番の作成に際しては、各執箪者が整理した内容を長谷部と上高原による討議を経て、最終原稿とした。

1．本書の執雛分担は、以下の通りである。

第１章序言第III章遺栂・遺物

１．２長谷部１－Ａ．，上高原

３．４上高原１－Ｂ・Ｃ上高原

第ＩＩ章調査

１－Ａ．Ｃ～Ｇ上高原２

１－Ｂ高田３上高原

２上高原・長谷部第Ｖ章まとめ上高原

2．本書に掲敏している、遺物の写真撮影は独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所牛嶋茂専門員の

指導のもと西大寺フォト杉本和樹が行った。

3．図面・図版・挿図・表の作成は、主に坂本千恵が主に行い、西本和美が補助した。

4．遺樹図の座標値は、平面直角座標系第１Ｉ系による。高さは、東京湾平均海面（TP）を基準とする海抜高

であらわす（日本水準原点：Ｈ＝24.4140ｍ)。なお、2002年４月１日からの改正測量法の施行にともない、

日本測地系から世界測地系へ移行することになったが、九州新幹線建設工事はすべて日本測地系によってい

るので、本番の平面座標も日本測地系で表示している。

5．発掘遺栂は遺櫛の種別を示す以下の記号を使用した，ｏ

ＳＡ（柵)、ＳＢ（建物)、ＳＣ（回廊)、ＳＤ（満)、ＳＥ（井戸)、ＳＦ（道路)、ＳＧ（池)、Ｓｌ（竪穴式住居跡)、

ＳＫ（土坑)、ＳＳ（足場)、ＳＸ（その他）

6．本書中で表記している遺物の器種を表す用賠として「椀」「杯」については、木偏で統一している。

7．本書中での人名は、すべて敬称を省略させていただいた。

8．註は、各節ごとにそれぞれの末尾にまとめた。

9．報告書の縞集は、文化財資料室長野田拓治のもとに、長谷部・上高原がおこなった。

１遺栂の種別を示す配号は、独立行政法人奈良文化財研究所分類を用いている。
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第Ⅱ章調査

１調査・地域

Ａ遺跡の位置

西片百田遺跡は、八代平野の南端に近い八代市街地の北東のはずれに位通し、球磨川の河口近くにあたり

球磨川水運の基点として、また薩摩街道の渡河地点としても交通の要衝として栄えてきた地域に立地してい

る。

古代の八代（夜豆志呂）｜においては、同市内の二見を経由し葦北町佐敷を経て鹿児島方面へ繋がる西海

道が存在し、それらを繋ぐ駅路の推定地として市内に「片野」（現在の上片町付近)、「朽網」（現在の二見

本町）が知られている。この片野駅推定地は本遺跡から東に約1kmの堀所に当たっている。

Ｂ八代地域の地理的環境

過跡の地理的環境

西片百田遺跡は、熊本県八代市西片町字百田に所在し、八代平野南部に位置している。八代平野は不知火

海東岸に発達した沖澗平野であり、九州山地から流下する球磨川、水無川、氷川や砂川によって形成された

複合三角州と、その先に発達した干潟を人工的に埋め立てた干拓地によって構成されている。

平野部分の西端からほぼ3kｍ付近までが自然に陸化した地域であるが、球磨川の河口付近はその堆砂通が

大きいため、約4.5kｍ先まで陸化しており、八代市街地西端まで広がっている。

平野東側には益城町小池から芦北町海浦沖に延びる日奈久断層が存在しており、九州山地西端に直線的な

断層崖を形成し三角末端面をみることができる。この断層崖には幾筋もの谷が形成され、崖錐や小規模な扇

状地が発達している。

また、大分県臼杵から竜峰山の東側を通り八代市宮地町にかけて、中央椴造線の延長部として内帯と外帯

をわける臼杵一八代栂造線がある。この構造線の北側には内帯である白亜系の堆澗岩類や古生界の変成岩類

からなる肥後帯、南側には外帯である中生界の黒瀬川桐造帯や三宝山帯等の堆稲岩類がある。水無川の流路

はこの樹造線に伴う破砕帯の影響を受ける一方、球磨川は外帯の複雑な嫡造帯の地域を、深く谷を削り込み

ながら八代平野に出る。平野に出た球磨川は北向きの流れを西に大きく蛇行し、八代海に注いでいる。

八代平野の地下地質

日本鉄道建設公団九州新幹線建設局は九州新幹線本線工事に先がけ、平成12年から平成13年にかけて妙

見トンネル出口から新八代駅までのボーリング調査を行っている。熊本県教育委員会はそのボーリングコア

資料の提供を受け、宮地地区のボーリングコアの化学分析を委託した。（詳細は巻末調査報告書を参照）

(1)堆澗物の概要

今回化学分析を行ったボーリングNo.164870からNo.226570までの4本と、資料提供は受けたが分析を行

わなかったNo.038000とNo.257335の計6本のボーリングコアの柱状図をFig.2に示す。（ボーリングNo.の数

字は新八代駅起点からの距離）

地表から数ｍは表土や粘性土～砂があり、その下に球磨川の氾濫による堆種物とみられる層厚16～7ｍの

玉石混じりの砂燥府、その下位に燦混じり砂～シルト質層、その下位にはシルトや砂を挟みながら砂燦届が

厚く堆梱している。

九州山地側のNo.257335の１２ｍ以深には流紋岩がある。この流紋岩は臼杵一八代梱造線上に存在し、宮

地東小学校近くの水無川左岸では、風化して陶石（リソイド石）となった鱒頭がみられる。また、古麓町で

は中生代の宮地層である砂岩頁岩互層が九州山地につながる山体を形成している。

－７－



Fig.１西片百田遺跡位置区
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(2)化学分析の結果

標高マイナス10ｍからマイナス13ｍに堆稲しているシルト質届の炭化物から年代測定で７．０００～7500年前

(放射性炭素年代）の数値が得られた。これらのシルト質層は縄文海進と呼ばれる高海面期に堆狽したと考

えられ、鬼界アカホヤ火山灰（Ｋ－Ａｈ：6.3千年前）は上位の砂喋層の堆稲時に流れ去ってしまったことに

なる。また、姶良T､火山灰（ATn：約2.5年前）や阿蘇4火砕流堆梱物（Aso-4：８５～9万年前）は今回の

ボーリング深度では見いだすことができなかった。

また、各地点のシルト質堆澗物から、海水～汽水生種および汽水生種によって特徴づけられる珪藻が見

いだされた。河口周辺の泥質海底あるいは、常に海水が流入する海岸近くの湿地のような堆稲環境を想定

することができる。

(3)八代平野の形成史

八代平野形成の大きな要因には、地殻変動と海水準変動との二つが考えられる。

八代平野東部の日奈久断層の活動で、数万年の間に平野側が少しずつ落ちては河川の洪水堆澗物や崖錐

堆桐物に埋められてきた。熊本県の調査では日奈久断層の活動が鉛直方向で0.1～0.4ｍ／1,000年と報告さ

れており、過去7,500年で最大3.0ｍの沈降が想定される。しかし、沖澗地の断届変位データが不足している

ため断層活動がどの程度、平野の形成に影響を与えているか、不明な部分が多い。

海水準変動により、八代地域でも過去に海水面の上昇と下降を繰り返している。ヴュルム氷期と呼ばれ

る7万年前から始まり1万年前に終わった最終氷期のうち、約2万年前頃の最終氷期最盛期には、海面が現在

より約100ｍ下がり、気候も現在の東北地方程度に寒冷化していたと考えられる。当時の海岸線は牛深沖ま

で後退しており、八代海は完全に陸化し、九州山地や天草諸島に囲まれた盆地になっていたと思わる。球

磨川をはじめ、盆地を流れる河川は元ノ尻瀬戸や目吹瀬戸を通り、一本の川となって長島海峡を通って東

シナ海へ注いでいたのであろう。この頃は後期旧石器時代になるが、当時の人々の海岸地域における営み

の堀は、今はすでに海底に埋もれているだろうと思われる。

最終氷期最盛期以降、海水準は上昇を始め、約6千年前までに約100ｍ上昇し（縄文海進)、最高潮期には

現在より約3ｍ高くなっていたと考えられている。気候も今よりわずかに温眼化しており、人々は豊かな自

然を背景に生活を営み、その痕跡は八代平野の周囲に存する貝塚として残っている。

この時代の堆祇物が、標高マイナス12ｍ～13ｍのシルト層である。今回の化学分析では、当時の海水準や

海岸・海底地形を正確に復元することは困難であるが、少なくとも当時の八代平野では、満潮時に九州山

地の近くまで海水が流入し、美しい海岸地形が広がっていたに速いない。

その後、海退が始まって八代海も陸化していき、弥生時代にはほぼ現在の八代平野が形成されて、人間

が生活できる環境へと変化していった。河川の氾濫による土砂が堆狼することで、平野低地も少しずつ乾

き始め、人々の生活が盛んになり、宮地観行寺週跡付近に定澗していったものと考えられる。（高田英樹）

－９－
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Ｃ遺跡の歴史的環境

旧石器時代

八代市では、現在のところ明確な旧石器時代の遺跡は見つかっていない。しかし近隣の旧石器時代の遺

跡として、氷川町（旧宮原町）に所在する立神ドトク遺跡』、岩立Ｃ古墳圏が挙げられる。

立神ドトク遺跡からはナイフ形石器1点、細石刃核1点、細石刃3点、そしてブランク1点が出土している。

大半の石器が遺跡周辺で容易に採取できるチャートを使用し、特にナイフ形石器は非常に小型であること

からナイフ形石器終末期の所産と想定される。また、岩立ｃ古蹟からは黒曜石製のナイフ形石器,点と頁岩

製の細石刃1点が出土している。

両遺跡の石器は出土層位が不安定で原位置をとどめていない。しかし、少なくとも当概期には八代海を

望む台地上までは人類の生活の痕跡が認められることが明らかになっている。

糾文時代

八代平野において縄文期を示す資料は多い。確認された資料の多くは地元研究者によるもので、工事中

等不時発見による遺物採集が多い。

また、平野内周辺部には、純文後期の海進により形成された多くの貝塚が残されており、明治期にE､Ｄモ

ースも訪れ調査を行った大野貝塚を始め、西平式土器（後期後半）を標識土器として設定されている吉野

西平貝塚（いずれも旧竜北町、現.氷川町)、有佐貝塚（旧鏡町、現八代市）など多くの貝塚が存在してい

る。近年、産島（八代市郡築町）や高島（昭和同仁町）”から押型文土器や曽畑式土器が採集され、早い時

期から干潟を始め海への進出があったことが窺える。

、

〃

0

貝殻条痕文土器

祖裂土器（深鉢）
糧製土器（深鉢）
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Fig.３大鼠蔵貝塚出土資料実測図（熊本県教育委員会所蔵）
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弥生時代

昭和25年に宮地町においてボーリングが行われた際に、地表下1ｍ付近から弥生、若しくは古嫡時代の土

器が出土し、当時、宮地町在住であった盛高靖博氏により採集されている。

その後、同じく宮地町在住の江上利勝氏により平野内から出土する土器が注目され、弥生から古墳時代

の資料の蓄積へと繋がっている。また、江上はI熊本史学１第27号〈昭和39年１１月発行）に「八代地方の

弥生遺跡と出土遺物について｜として資料紹介を行い、八代地域における弥生時代研究に先鞭をつけてい



る。近年、八代市教委による調査や周辺での新幹線関連文化財調査等により宮地町で出土した資料はその

多くが現在、土師器であることが判明しているが、八代市域の弥生時代に最初に目を向けた事象であろう。

昭和40年代には平野上の圃場整備が進むなかで、氷川流域にあたる八代郡鏡町有佐（現.八代市）の有佐

貝塚付近でも宮城慈郎が弥牛十器を採集し、近接する鏡町平島でも縄文晩期から弥生前期にかけての資料

が採集されている。

昭和52年には同じく圃場整備事業により藤坂正人により東法道遺跡vが確認されている。昭和61年、八代市

豊原下町字下堀切で「下堀切遺跡」が調査され跡弥生後期の集落を巡る満が確認されている。その後、さらに

市教委により、昭和６２．６３年度事業として調査が行われw、弥生後期土器、石器、木器等が出土し、標高約

2.4ｍの球磨川南岸における沖稲平野上にも弥生時代に人々の生活痕があったことが鯛査の上で証明された。

西片百田・園田遺跡周辺においても、縄文後期の諭楼堂貝塚が大田郷小学校北側で確認され、また熊本

労災病院建設時にも弥生時代の土器が出土している。

西片園田遺跡は、隣接地にあたる熊本県八代地域振興局の建設に伴う事前調査において県文化課で発掘

調査を行い四、弥生後期の自然流路の一部が確認され、多くの土器とともに木器・木製品等の過物が多数出

土している。

西片百田遺跡は平成14年度には新八代駅へのアクセス道路となる県事業による道路工事が行われており

'｡、調査範囲は一部が接しており、本調査区において検出していた弥生後期から古墳時代前期の集落の広が

りがさらに大きく広がるのが確認された。

古墳時代

八代平野周辺における古墳群は多くが、九州山地が平野へ張り出している縁辺部、いわゆる平野を見下

ろす高台に多く築造されている。

多くの古墳が築造されている八代平野周辺の代表的な地域として、中の城古煩、端の城古埴、姫の城古

墳からなる前方後円墳を主体とする野津古墳群（旧竜北町西部）や、竪穴式石室に舟形石棺を有する大王

山古墳（三号墳）を始めとする小円埴群を構成している古墳群（旧宮原町西部）や、八代市北部、龍峰山

山麓に位団する小円頃群、球磨川北岸に位置し沖祇平野へと範囲を広げている八代大塚古埴群、球磨川南

岸の数は少ないが、小円墳を主体とする古墳群、八代平野南限に位置する日奈久地域の円墳群、現在は干

拓によって陸続きとなっている八代海に浮かぶ島嘆にあたる大鼠蔵島、小鼠蔵島の古墳群がある。なかで

も大鼠蔵島の最高部に位通する楠木山古墳は竪穴式石室を持ち、碧玉製紡錘車が出土するなど八代地域で

最古段階となる前期（4世紀）頃のものとされている。

西片百田・園田遺跡周辺はこの中では、球磨川北岸地域にあたり、遺跡から東に約1kｍの位圃に前方後円

墳を主体とする八代大塚古墳群"が点在している。この地域は、大塚古墳”（前方後円墳）を中心に長塚古

墳（円墳)、茶臼山古墳鋤（円墳)、高取上の山古墳（前方後円墳）からなる古墳群を形成して、６世紀前半風．

とされる大塚古墳を中心として、この地域では比較的大きな墳丘築造が継続的に認められる首長墓的存在

である。

対照的に周辺には、「鬼の岩屋」，卿と呼ばれる、安山岩の巨石を利用し小墳丘で横穴式石室を有する円埴

により櫛成されている上片町鬼の岩屋古墳群、髄峯地区の谷川・行西古墳群、９基からなる乙丸古墳群（宮

地町)、１２基からなる皆下古墳群（竹原町）がある。これら、小規模な古墳群の鯛査事例は無いが、表採さ

れている過物や、開口している横穴式石室の構造等から築造年代は6世紀後半から7世紀初頭頃と想定され

る。また、八代大塚古墳群のやや北に位置する平野上には規模が大きな墳丘を持つ、東片町古墳群（御経

塚古墳・岡の上古墳。むかいやぼ古墳・天神古墳)、西川田古墳群（第一～第三古墳、岡塚第１号墳・岡塚

第２号墳（前方後円墳）がある。築造年代は、八代大塚古墳群に後続する時期のものと思わる。

－１２－
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形醒（Fig.4）が出土している。
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球磨川左岸の平野部から球磨川河口、八代海の島喚に至る広い範囲には、県内で多く見ることのできる

装飾古嫡が点在している。八代市鼠蔵町に所在する鼠蔵古墳群にある、大鼠蔵石棺群出土の石棺側壁に線

刻‘'で施されている石棺装飾や、同市敷川内町に所在する五反田古埴、同市日奈久新田町の田川内古墳など

が知られている。

また、詳細な出土地点は不明であるが八代市内、洗切遺跡周辺で同時期の資料として、江上氏により樽
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古代（奈良時代～平安時代）

奈良時代の八代郡は「夜豆志呂」,綱と表記され、「木行・高田・小河・肥伊・豊福」の五郷を賊せる。こ

のうち「高田」は球磨川左岸の現在の奈良木町一帯と考えられ、駅路の「朽網」は二見本町、「片野｣は球

磨川右岸地域の上片町に比定され、上片町の北隣の川田京坪遺跡“（川田町西）では「川大」とへラ宙きさ

Fig.４洗切遺跡周辺出土樽形聡実測図（八代市立仰物館所蔵）
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れた土師器が出土し、当時職字府が居たことをうかがわせる資料である。

洗切過跡（渦水町）。蝿では奈良三彩と「王成古」と墨書された須恵器と、「宣」「旦仲」「商人」「四郎」

｢五月」「六寺｣等とへラ醤きされた土師器が出土している。興善寺廃寺（興善寺町）・侭、五反田遺跡、観行

寺遺跡（宮地町)、能寺跡（古瀧町)、御神寺跡、妙見上宮跡（妙見町）などでは古代の布目瓦が表面採集

されている。沖片遺跡（西片町)、宮路池尻遺跡、宮地観行寺遺跡（宮地町)、古瀧能寺跡（古麓町）では

陶硯が出土し、御内遺跡（古龍町）からは瑞花双鳳八稜鏡が表面採集されている。また、本過跡からも昭

和34年に森田氏によって8世紀代と推定される陶硯（円面硯）が表面採集されている。御神寺跡と興善寺廃

寺からは塔心礎が発見されており、善寺廃寺に建立されている明言院には平安時代初頭の作とされる毘沙

門天立像が伝来している。

「続日本紀」には、「八代郡正倉院」での記事の他に、宝凪３（772）年10月１１日条で「肥後国葦北郡人家

部鴎吉、八代郡人高分部那理、各献白亀」が見える。天養元（1144）年頃の肥後国訴状写「高野山文書」

に｢当国住人八代醒三璽永、同所従家四郎別当舎弟｣が「久万郡住人貞倫並舎弟六郎重平等｣に与力して高城

内の雑物人馬を押取り、田畑所領を押領したことが知られる。また、仁安元（1166）年には平澗盛に大功

田として「肥後国御代郡南郷」が与えられている。

また、詳細な出土地点は不明であるが同時代の資料として、西片町遺跡（旧西片百田遺跡・西片園田遺

跡）周辺において、故江上氏により、陶硯（円面硯）（Fig.5）が表面採集されている。

、

|,
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Fig.５西片町週跡周辺出土円面硯実測図（八代市立博物館所城）

鋤倉時代

泌倉時代には、平家領であった八代庄は、平家没官領として健久３（1192）年11月に一条能保室に認られ

た。文永７（1270）年２月の預所沙弥某宛行状「小早川文書」に「三箇所村内八千把中九郎跡名跡云々」と

あり、健治２（1276）年10月７日付の兵庫助某宛行状『小早川文雷」に「八代庄三ヶ所村内八千把村新開事」

とあるので、１３世紀中盤頃までに八代海に面した八千把村（八千把町）周辺までが八代庄の荘域として開

発が進み、開田が行われていたことが窺われる。

また、正和３（1314）年４月日付の八代庄伊賀左衛門入道代光蓮申状「舛田文謹」では「八代庄三ヶ所村

弥松」「同庄大田郷宮地白木社云々」と見え、延暦1４（795）年選座の伝承を持つ妙見社が14世紀初頭には

確実に宮地村に存在したことが窺われる。また、北条得宗人の伊賀左衛門入道が八代庄を管理者であるこ

とから、八代庄が他の肥後国の郡名荘園と同様に北条得宗領の中に組み込まれていたと推定される。

この時期にあたる同安窯系並びに龍泉窯系青磁が、悟真寺（妙見町)、辻過跡（西片町)、西片稲村遺跡

(西片町)、中方小路遺跡（中片町)、錘楼堂遺跡（井上町）から出土している。また、本過跡からも昭和４２

年に森田氏により、１２世紀中頃～後半と推定される龍泉窯系青磁椀や同安簾系宵磁皿が表面採集されてい

る。

また、詳細な出土地点は不明であるが同時代の資料として西片町遺跡（旧西片百田遺跡・西片園田遺跡）

周辺において、故江上氏により、龍泉窯系青磁椀'‘・同安窯系青磁椀n国そして同安蕪系奇磁皿"，〈Fig.6）が

表面採集されている。
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Fig.６西片町週跡周辺出土稗磁椀・皿実測図（八代市立博物館所蔵）

南北朝・室町時代

南北朝期には、名和義高は後震醐天皇から八代庄地頭職を与えられ、建武２（1335）年５月１５日「八代庄

高田郷内志紀河内村」（敷河内町）を出雲国杵築大社に寄進している（｢千家文書｣)。

名和氏は、現地支配代官として内河燕真を派進し、名和一族として阿蘇・菊池氏と共に南朝方に属して転

戦した。建武5年８月日付の相良定頼申状案（I相良家文番.|）では建武2年４月22日に「於八代庄、対干内河

彦三郎致合戦之刻、親類若党等数輩、或被討、或被症間」と見えて、内河氏が南朝方として活動している

ことが窺われる。

貞和３（1347）年９月１２日付の少弐頼尚預状（『相良家文書｣）では八代庄三ケ所村郷弥松村・同郷大村

(大村町）・大田郷杭瀬村（古疏町）・同郷内福正原村（福正寺町）・同郷萩原村（萩原町）・同郷吉王丸
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村（千丁町吉王丸）・同郷内京泊等を北朝方の相良定頼に「萩原城料所」として預け通くことが見える。

さらに明徳２（1391）年９月日付の武雄大宮司跡代新兵衛尉軍忠状（｢武雄神社文書｣）に「八町斑城」が見

え、同年７月２日に北朝方の今川了俊方が同城を攻撃し、南朝方の名和顕興を降伏させている。

戦国期・豊臣期

名和顕忠は家督相続を巡り、相良為続の後援を受けた代僧として、文明1５（1483）年に簡田350町を相

良氏に割躯した。しかし、相良氏の北薩侵攻の最中に名和氏が高田を奪回したことを契機に、文明１６

(1484）年３月７日相良為続が「八代三ケ所城」を攻撃し落城させ、名和氏を逐い、相良為続が八代を領有し

た。

相良氏は、文明17年から人吉と八代を結ぶ道路整備等の領域支配を開始したが、明応８（1499）年には肥

後国守醗畷の菊池能迩の仲介で名和顕忠が八代に復帰した。しかし、文心元（1501）年１１月１５日に再び相

良長毎が八代に進出し、以降天正９（1581）年12月１日の相良義陽の討死まで八代は相良氏の支配領域の中

に組み込まれることになった。

相良氏支配下での八代では、天文３（1534）年１月16日に「新築城於八代圏峯」とあり（『球磨外史｣)、中

世八代城（古麓城）と城下の整備が行われた。天文1２（1543）年１月１９日に「八代七日市、九日市焼候｣、

同18年４月１９日に「八代杭瀬三町焼失｣、同23年12月１８日に「杭瀬一日市、九日市、両町西方一方焼亡、七

日町其余不焼候」等焼失記蕊が見え（｢八代日記｣)、中世八代城下に城下町が廻股されていた。

また、天正10年以降に肥後に進出した島津氏家臣が八代に駐留し、旧相良氏家臣の八代衆の屋敷を宿館

として利用している（｢上井覚兼日記j)。

天正1５（1587）年４月に八代滞在中の豊臣秀吉を訪ねたルイス・フロイスは｢幾つもの美しい川が流れ、

多数の岩魚が満ちあふれている。海は城の麓に主要な町に入るの－里手前まで入り込み、その町へは海路

からでなくては入ることも登ることもできないようになっている。これは一層その地を安全に確保せんが

ためである。見渡す限り、小麦や大麦の畑が展開し、消浄で優雅な樹木に綱われた森には多くの寺院が散

見し、小鳥たちの快い鯛りが満ちあふれている」（｢日本史』）と、当時の八代の景観を描写している。

また、この時期に当たる萌泉窯系腎磁や景徳鎮系染付等が、古麓城跡、古麓能寺追跡、古麓城下遺跡

(古腿町)、宮地小畑通跡、宮地池尻遺跡（宮地町）から出土している。

しかし、天正16年閏５月３日に小西行長が肥後南半国の領主として豊臣秀吉から派巡されると、麦島に豊

臣期八代城（麦島城）が建設され、中世八代城（古誕城）とその城下町は廃絶し、麦島に機能移転した。

江戸時代

慶長5年（1600）年９月に小西行長が関ヶ原合戦により除封された後、肥後国（球磨郡を除く）を加藤澗

正が治めた。加醒澗正は八代地方の支配防衛拠点として豊臣期八代城（麦島城）を改修し、吉村橘左衛

門・堤権右衛門を城番に配した。城番は野尻久左衛門・蟹江与三兵衛に交代したが、慶長17年６月１４日に加

藤忠広が就封すると加藤右馬允正方を城代として配した。加藤忠広は元和８（1622）年８月に松江に近世八

代城（八代城）を皿股し、引き続き加醗正方を城代とし、麦島から松江に支配拠点を移転させた。しかし、

加藤忠広が寛永９〈1632）年に除封され、肥後国は同年１０月４日に細川忠利が治めることになり、細川忠興

が八代城主になり、八代は細川忠興領「八代御領」となった。細川忠興は同年１２月25日に八代城に入場し

たが正保２（1645）年に没すると、細川光尚は細川立孝と忠興旧臣を宇土に移し、松井佐渡守興長を八代城

守衛に配し、以後八代は松井氏の知行となった。

八代城下を除く八代は、細川荊政では種山手永と高田手永で行政区分されたが、海岸線では明暦元

(1655）年に松崎村地先の「山城殿手開」と呼ばれる松井氏主体の干拓を始め、細川氏と松井氏による干拓

が梱極的に進められ、八代平野西部は幕末まで干拓地によって拡大している。
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交通網も豊臣期八代城築城に伴い整備が進められたと推定され、中世八代城(古麓城)の城下を通過してい

た中世薩犀街道が方見堂（上片町）で西進するように改変されている。さらに近世八代城築城に伴い出町

で八代城下に引き込む近世薩摩街道が形成されている。さらに十里木から550ｍ西の地点で「萩原通り」と

呼ばれる八代城下を通過せずに萩原渡で球磨川を渡河し、豊原村（豊原下町）に南下する「新道」に分岐

している。この道は「薩州之御家中、御隣国之御飛脚」（永青文庫「街在｣）が利用する近世薩摩街道の新

設バイパスとしての機能を担っており、島津氏の参勤交代にも使用されている。

＋里木のある中片野川村（中片町）は、慶長1２（1607）年作成の「肥後豊後検地諸帳目録」に見られ、

｢元禄肥後国絵図」では「下片野川村之内中片野川村」と記峨されている。「肥後国臆」でも高田手永に属

する「大田郷」のうち「下片野川村ノ内」と記ｍされている。石高は735石で、寛永21年７月付細川忠興宛

行状で下片野川村のうち300石を蓑田平七に知行させている。また、宝暦年間（1751～64）の肥後国中寺

社御家人名附に「直触医師本郷愈伯」が見える。

なお、明治８（1875）年に下片野川村（西片町）と長野村（長野町）と合併し片長村となり、隣接する上

片野川村（上片町）と北片野川村（東片町）は合併して片野川村になっている。

Ｄ既往の調査

ここで、今回報告する調査以前に行われた、西片百田遺跡（旧西片町週跡）周辺の発掘鯛査を簡単に振

り返っておく。

まず、今回の鯛査地を中心として見て南側において、1995年度に本県文化課が地域振興局皿股に伴い建

物基礎部分のみの発掘調査を行っている。そのなかで、八代平野中において弥生時代後期の竪穴式住居跡

を確閲している。その中には、熊本県内で普遍的に出土する重弧文を施し、長頚でそろばん型の体部を有

している壷、通称「免田式土器」も含まれている。さらに、球磨川下流域において古塙時代初頭のものと

して2例目となる木製品が出土し注目されている。･･･また、2002年には八代市教育委員会により先にあげた

西片町遺跡の園田地区において送電鉄塔建設工率に伴い144㎡で発掘調査が行われている。ここでも、弥生

時代後期から古嫡時代にかけての遺物が出土しており、周辺に大規模な遺跡の存在を窺わせるだけの資料

を出土している。。."さらに、今回報告する調査の後にも八代市教育委員会による新八代駅周辺整備事業に

よる発掘鯛査が断続的に行われ、小銅鯉を含む弥生時代後期から古埴時代初頭にかけての良好な資料…が

出土している。

Ｅ測量

西片百田遺跡の発掘調査を開始するにあたっては、事前に基準点測量と水準点測湿を実施した。基準点

測鼠は日本鉄道建設公団が国土地理院の1級基準点を元に新幹線路線内に敷設した。

ちなみに、2002年４月１日からの改正測腿法の施行にともない、日本測地系から世界測地系へ移行すること

となったが、九州新幹線建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査は当初より日本測地系に基づいているためそ

れを踏関した。そのため、本書の平面座標は日本測地系で表記し、同時に世界測地系への変更数値も併せ

て表記した。

Ｆ地区割り

本過跡の調査では、先にあげた座標をもとに本週跡のみで完結するGridを設定した。東西にＡ、Ｂ～、南

北に１，２～と表記し最小単位（1Grid）を10ｍ×10ｍとした。

また、１区から7区の区分けは圃場整備後の水田区画に従い、基点側となる北西側の咽査区域を1区とし割

り振った。
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Ｇ鯛査の方法

鯛査

調査の手順と方法は以下の通りである。

まず、函機による表土剥ぎを行い、作業員により精査を行った。次に、鯛査区内に土層確腿トレンチを

股定して、土層の堆綱の把握に務めた。これは、当該調査区の水はけが悪いための雨水対策も兼ねている。

その後、掘削・綱査を行い、遺柵検出を行った。本調査区は、冬は井草、夏に米を作るという八代特有の

年間を通じた水田の影響と沖澗平野に特徴的な粘質±及び粘土のために、地山層と遺櫛埋土の色鯛・質感

の差異が僅かであり、検出には困難を極めた。

検出作業によって確湧された遺柵は、状況に応じて埋土の堆稲を確潔しながら掘削作業を行った。

また、住居跡については、柱穴や炉跡、貯蔵穴などの附帯施設に注愈を払い鯛査を行った。さらに2001

年度鯛査にて住居跡の炉周辺からガラス玉の出土があったため、以後、住居跡の排土を全て２ミリメッシュ

のふるいを使用し洗浄を行い、ガラス玉の検出に務めた。これらの遺拙は、各段階において実測作業と写

真栂影を行い、過跡の記録・保存に務めた。

記録

実測作業は、平板測量で1／100の週柵配極図を作成した。また、それぞれの週柵は基本的に1／20とし、

平面図と±厨断面図を作成した。また必要に応じて、１／１０で実測作業を行った。

写真栂影は、大型カメラを主として35ｍｍカメラ補助的に用い、遺栂検出状況・土厨断面・完掘状況を基

本に、適宜、過物出土状況が必要な箇所を槻影した。写真記録は、４×5inchi（トヨフィールド・トヨ社)、

35ｍｍ（Ｆ３・ニコン社）を使用した。フィルムは、モノクロフィルムT-MAX100（コダック社）とカラー

リバーサルフィルムE100S（コダック社）を使用している。

上述した発掘調査と併行して2001度年からは、４区調査終了と同時に、現地で執蔽および、週物の洗浄・

註記・接合・復元を行い、整理・報告作業の迅速化に務めた。
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鯛盃面捕2‘200（Ｈ１3年度）Ｈ14.4.30う!『抑iW晃松尾茂

富崎拓

古施能寺辿跡八代市古瀧町Ｈ13.4.28～

<本線及び変紬所〉字能寺Ｈ14.3.20

鯛喬而硯4.528

碑木

松尾

勝士古代・中世竪穴住居跡、貝塚、石組井戸

茂 近世 掘立柱迎物跡、嬬列､悪塘
･や●年■●輯－－－－－▲一一凸一凸吟◆凸一十口凸一●●◆凸｡｡｡△と“｡◆＝◆◆■■◆●宇卜｡■p詞｡◆”●や菌●

須班・土闘、龍泉無系青磁

曝徳築系塗付・梱迎系図器

朝鮮三朝系白斑

常荊系画器

古麓城下週跡

(本線部）

八代市古認可Ｈ14.1.8～青木覇士松尾茂古代・中世澗、土坑、情列

字砥舗Ｈ14.4.20米村大本多応諾

廻喬而杭505 須迦・土師・照泉蒸系孫塁

侃徳鋪系染付・瓦質土器等

宮地遡行寺辿跡八代市宮地町Ｈ13.10.9～

〈本線記）

調査面澗１

字観行寺Ｈ14.6‘3０

山城敏明池田朋生古代・中世配石巡柵、満、竪穴住居跡

宇田日将豊原加奈子近世掘立柱辿物祉、土坑等

802.7刈田賢二演田教靖

須辿・土師器・龍泉寵系宵磁縛

（蝿逝部）．､Ｘ代市蓉諏~､砿.5.6～南田英樹宇田員将古代･中世劉鉄関係通柵く炭窯､洲）
調宜而澗352.4字１１１１行寺Ｈ15.9.30 政石澗、土坑等

司~一-－－－－－ゴー---W寺◆■も●函?◆■F守守●●＝◆●ｻ■伽■即

鋼MIX・土師器

鉄沸、鍛造剥片

宮地小畑遡跡

(本線部）

謂衰面杭1072.1

宮地町Ｈ142.1～

Ｈ14.6.3

坂田和弘水野哲郎古ｊｎ・古代棚立慨'１１物、刑、土坑、柱穴騨

長谷部越一宮部武典中世・近世Ⅲ没河川、貝塚（中世）

中村幸弘坂口圭太郎近代須班・土師器、龍泉撫系糊磁

米村大和田敏郎同安濡系育磁、録狛陶器、木器

鯛査朝告香材中智裟

（侭道部）八代市宮地町Ｈ15.4.1～長谷部善

鯛査而覗1530.4字小畑Ｈ15.10.12字田貝将 三宅一生近世埋没河川

須胆・土師器、龍泉窯系禰磁、緑稔陶器等

宮地池尻遡跡八代市宮地町八代市教委

キリシタン寺膿跡八代市宮地町八代市教委

宮地年神週跡八代市宮地町八代市教委

中片小路週跡

１区・２区

（本線都）

廻寅而砺

３区・４区

（側道部）

調帝而碩1‘200

八代市中片町Ｈ12.8.1～出田久斉

字小雛Ｈ13.3.31米村大

Ｈ13.10,1～坂口圭太郎

Ｈ14.2.28蒸貫史

八代市中片町Ｈ14.12.4～長谷罰善一高田英樹

字小路Ｈ15.3.12村中智絵松尾茂

古珊・中世近世擬立栓諏物跡、〕斤世藻

近世旧河川簿

中世・近世据立往延物、井戸、溝等

純文・古畑縄文の週棚は未疏露

（満）

暁:､葡路)、近世（蕊、流路）

西片稲村辿跡八代市西片町Ｈ13‘4m15～坂口圭太郎森貴史弥生・古代井戸、住居壮、掘立柱迎物郡

(本線部〉2,800字mlilH13､9‘2８中世須皿・土師鞭

西片百田通跡八代市西片町

(駅舎及び木綿部〉字百田

訓盃而洲6,282

H12.7.1～長谷部善一

緒方智子

洲崎明子

上商原聡

荒木隆宏

弥生後期竪穴住居跡、満、土坑

古蝋初期
■■●●●■9｡■■■ｄｑゆ●■甲●●●●⑤｡①■ｳﾛ④●●■｡●●■■ＣＧいう●●Ｑq

弥生中１Ｗ（亜弧文土器)、

古蝋時代初頭土師器

上日置女夫木遡跡八代市上日廻町Ｈ13.10.1～中村幸弘高谷和生

(駅舎部）字女夫木Ｈ１‘1.1.31後脹貴美子古閑敬士

鯛壷面杭3.000和田敏郎演田教靖

弥生前期

弥生後期

方形間満遮・円形周洲遮

倖展iIL

■①ご■｡■■■0｡●印●■●■■p■●■p■●｡●●や●牢◆ｂ－◆◆~の｡●●●①■｡■■■申己叶凸p◆●●予●●pｃ△“▲｡●凸凸心▲

弥生土器、土師器郭

調売而胴1530,4

八代市、田町Ｈ13.8.6～

Ｈ14.3.29

野田英治西山由美子弥生前期住居j止、土器刑、洲

和田敏郎演田教靖弥生後期弥生土器、石器称



４区2000年

西片百田遺跡の鯛査開始。鯛査は長谷部と緒方智

子が担当した。

8.1本日より鯛査開始。事務所の設固と表土剥ぎ

を行う。土師器の亜等が出土。

8.2前日に引き続き表土剥ぎを行う。

8.3引き続き表土剥ぎを行いつつ、鯛査用具の搬

入を行う。

8.4表土剥ぎを行う。

8.7本日より作業員入場。調査区東南の掘削とNcL1

トレンチの調査を行う。

8.8調査に伴い掘削を行うと北西一東南に幅約

30ｃｍの渦状週栂が検出される。また、幅3ｃｍほど

の満状遺栂も検出する。

8.9調査区の掘削を進めつつ、先日の満状遺構の

広がりを確腿する。また、第１トレンチの分層およ

び実測を行う。

8.10現在、掘削している層は床土と包含層が混ざ

っている状態。出土週物も弥生土器や闘磁など時期

もバラバラである。本層直下に包含層と考えられる

灰色粘質土を確腿。

8.16週綱掘削を行う。数基の過柵を確認する。

8.22既に検出されている澗状週柵は、時期不明な

がら水田を区画していた滴と考えられる。

8.23調査区南側に排水満を設圃する。

8.24排水洞と第１トレンチの土層観察より、本調

査レベルは南側から北側に向かい傾斜しており、中

心付近が東側・西側より若干落ち込んでいる地形で

あると考えられる。

８．２５．２８．２９鯛査区掘削を行う。

8.30調査区全体にトレンチャーが走っていること

が確認された。

8.31確蝿されたトレンチャーは後世の遺物を下ま

で巻き込んでいる為、早急な完掘を目指す。

9.1鯛査区北西側で5間まで掘削を行う。また5層

中から出土した長頚壷の一部は免田式土器であっ

た。

9.5引き続き5層上面までの掘削を行う。遺物は散

見される程度の出土通である。

２調査日誌抄

9.6調査区西側で検出した澗を1号満とする。圃場

整備前の水田に伴う排水澗と思われる。

９．７１号溝および調査区の掘削を行う。

9.11前日に引き続き、１号澗と調査区掘削を行う。

1号溝は掘りすぎたようである。また調査区掘削の

結果、５層中には多くの通物を包含していることが

判明する。

9.12トレンチャー等を完掘して、調査区全体を５

雨上面まで掘り下げた。鯛査区は北西側に向かって

緩やかな傾斜が認められる。また、本日より4級基

準点測量及び、メッシュ杭股圃が始まる。

9.185層上面の状態で鯛査区全景の撮影を行う。

また、平板測量による平面図作成と土器築中箇所の

実測を行う。

9.19調査区を南北に走る滴を検出し調査を行う。

9.215層の掘削を開始する。土器片の出土が少し

ずつ地えてきている。

9.225層の掘削を行い、鉄片が1点出土した。

9.25土器の出土は全体的には散漫であるが、一部

典中して出土している箇所が確湧される。

9.26掘削と平行して遺柵の検出作業を行うが、５

層の土質に手間取り検出は困難を極めている。

9.28前日に引き続き、鯛査区の掘削と過栂検出作

業を行う。

10.2以前、免田式土器の出土した箇所から、さら

に新たな免田式土器が一部、土圧で押し潤された状

態で出土した。

10.3土器集中出土箇所の実測と掘削を行う。

10.4調査区北側については週物の出土脳が非常に

希薄である。南側に一部、土器の菓中が魂められる°

10.5調査区全体を3ｃｍほど掘り下げたが、明確な

遺樹などの検出に至らなかったので再度調杏区全体

を掘り下げることとする。

10.10前日に続いて2回目の掘り下げを行う。

10.11掘削を進めていく過程で、週物の集中する

箇所が限られてきたので、サブトレンチを入れつつ

週柵の検出に務める。

10.13県道（停車場線）の確昭調査を行う。４区で

は光波測距儀による週物の取り上げを行った。

－２３－



10.16遺構の検出にかなり苦戦する｡2個体の喪が、

埋納あるいは供献されたと考えられる士坑を検出す

る。

10.17新たに土器片を含む土坑を検出した。これ

を2号土坑とする。

10.185層の掘り下げを中心に行う。

10.193回目の5層掘削を開始する。炭化物の出土

も多く認められ､幾つかの遺櫛の存在が考えられる。

台石出土箇所から住居跡の炉跡と推定される過柵を

確鯛した。

10.23引き続き掘り下げを行う。

10.24遺構検出作業を行うも、明確な線引きが難

しい。

10.25南北に走る満と台石を伴う住居跡を検出す

る。

10.27遺構検出作業を中心に行う。

10.30遺構検出にかなり苦戦している。

11.06東西に走る満状遺櫛を検出する。

11.14排水満の断面観察から、調査区中央が最も

低く落ち込んで南北に上がっていく地形であること

４区2001年

1.9本日より調査再開。排土の洗浄を行うも、ガ

ラス玉は見つからなかった。

1.10Ｈ－１９．２０Gridより溝状遺櫛と方形の掘り込

みを確認した。

1.11Ｈ－１９．F-16Gridの掘削および遺構検出を

行う。

1.16Ｆ－１６．１７．１９Gridにかけて認められる満状

遺柵は、埋土に焼土が広がっている。また、この洞

周辺には幾つかの遺摘があるようである。

1.17H-19Gridより１軒ないしは2軒と考えられる

竪穴式住居跡が確認される。

1.183号住居跡検出状況と5号土坑完掘状況の撮

影。

1.19引き続き行っていた土壌洗浄よりガラス玉２

点が出土。また、Ｈ-20グリッドで土坑と考えてい

た遺栂は、再検出の結果、満状遺桐であることが確

認された。

1.22調査区掘削と遺構検出を行う。

が分かった。

11.22調査区を南北に走る溝状遺構は幅80ｃｍ程

で、深さは10ｃｍ程度であり、焼土をブロック状に

含む。

11.27満状週栂で確認された焼土は、澗内を筋状

に延びており、満底面に達するか達しない程の深さ

まで認められる。

11.283基の遺構が検出され、それぞれの掘削を行

う。

１２．１４４局から５層にかけて検出されている遺栂

は、本来4厨中より掘り込まれていたと考えられる。

12.15住居跡と考えられる遺摘からは、完形に近

い壷と伏せた状態の杯が出土している。

12.19満状遺構と切り合うように不定形の過栂が

検出された。

12.21竪穴式住居跡、第３号住居と第４号住居跡を

検出するも床面検出が難しく、掘り抜いている可能

性も考えられる。また先日から出土している杯と喪

の箇所からは新たにガラス玉が出土した為、以後、

排土の洗浄を行うこととする。

1.24Ｈ－１５．１６．２０Gridより３軒の竪穴式住居跡

が検出される。

1.31調査区南端で確認された東西軸の満状遺栂と

南北軸の満状遺構の関連を改めて考える必要があり

そうである。

2.5調査区南端の軸を違える2条の溝状遺柵は、直

角に屈曲する1条の溝状遺棚であることが確認され

た。

2.8各Gridの掘削作業および遺櫛検出を行う。

2.21それぞれの遺構を調査するも、本調査区の土

質の把握に手間取っているため、なかなか調査が進

展しない。

2.22竪穴式住居跡Soo4.6の調査を行う。

2.23前日に引き続き、それぞれの週栂の掘削を行

う。

3.8Ｈ－１７Ｇｒｉｄで検出された竪穴式住居跡は、埋

土の状況や遺物から中期の過栂と考えられる。

3.9～２０各遺櫛の調査及び調査区掘削を行う。

3.21ｓ０１０の残った部分は平面では確潔できるが

－２４－



断面では確鱒できない。潤の中心がずれているよう

で別の遺柵が切り合っていると考えられる。

3.22ｓ０１５はほぼ完掘する。気候がどんどん良く

なって土の乾燥が早くなり、土色が見えにくい。

3.26SO10の土層観察の結果、南側半分が緩やか

に傾斜しているのに対して、北側半分は急激に落ち

ている。再度､切りあいも考えつつ確昭を行う予定。

3.27ＳＯ１０を完掘する。

3.28ＳＯ１４を完掘する。

4.16本日より2001年度の鯛査を再開する。緒方

の退職に伴い、洲崎が配属になり森、松尾、上高原

も鯛査に参加する。Soo４．１２．１７の鯛査を中心に

行う。

4.17ＳＯ１２は炉の燃焼面の確腿を行う。また、

SO17は床面の確麗を行うが、明確な床面の判断が

つきにくい。

4.18Ｈ－１８．１９Gridの週柵検出を中心に行う。あ

わせて、島田地区の試掘調査を行う。

4.19竪穴式住居跡SO19にベルトを残しつつ、掘

削を行う。また島田地区の試掘鯛査も引き続き行う。

4.20SO17の炉及び貯蔵穴などの住居内週栂を検

出しているが難しい。

4.23土坑SO22が検出される。合わせてそれぞれ

１．２．３区2001年

１．２．３区は、それぞれ隣接して位適している事

から同時に調査を行う。鯛査は主に、長谷部、上高

原が担当した。

４．５２区表土剥ぎ開始。南東端にて4区の4層に相当

する層を確湧した。

５．１０１．２区を人力で掘削する。洞と円形の遺桐２

基を検出する。片方の円形の遺柵に、洞が切られて

いることを確腿｡調査区西側で土器が集中して出土。

５．１１１．２区の掘り下げを行う。あわせて、上日圃

町女夫木地区の排水路予定地の試掘を行う。試掘調

査の結果、遺栂が確盟されたことから、本線部分に

ついても再賦掘が必要であることが判明した。

5.142区の土層を把握するために、４本のトレンチ

を股定して砂層まで掘削を行う。その結果、鯛査区

西側は微高地で東に向かうにつれて徐々に湿地化し

の遺構の調査を行う。

4.24ＳＯ１２を完掘する。焼土が炉によって切られ

ていた。また、SO19は床面検出中。

4.25ＳＯ１９の立ち上がりを確腿するためにサブト

レンチを設定する。土厨観察の結果、別遺櫛と切り

あっていると考えられる。

4.26Ｓ０１９．１７の鯛査を行う。

4.27方形の竪穴式住居跡SOO6と栂円形の竪穴式

住居跡SO24が切り合っており検出が難しい。

5.1SOO6炉跡を検出する。またSO17炉跡を完掘し

た。SO19竪穴式住居跡掘削中。

5.2Ｈ－１８．１９Grid4層を掘り下げる。また、方形

周溝墓と推定されるＳＯ１１を検出する。さらに、

S００６．０２４の切り合い関係及びSO19の調査中。調

査区内杭打ち事前打ち合わせを行う。

5.7引き続きSO19の附帯施設を鯛査。貯蔵穴を確

認する。また、炉跡は現代の排水満によって壊され

たものと考えられる。

5.8Ｇ－１９．２０Grid6層上面まで掘り下げを行う。

また、Ｓ０１１．０１９を隅査中。SOO6と024の切りあい

関係、SO14の柱穴確圏が難しい。SO25を完掘。

５．９４区の遺樹を完掘した。

5.104区調査終了。

ていき、調杏区東側は湿地であったことが想定され

た。

5.15新たにトレンチを股定し、更に土層の堆桐状

況を確認する。沖稲平野特有の粘貿土やシルト層の

堆稲状況を把握するには、しばらく時間がかかりそ

うである。

5.16引き続き、土府の堆桐状況の把握を行う。３

トレンチの土届断面から潤を確腿する。断面での確

認も難しいことから、平面での確蝿はさらに困難に

なることが予想される。

5.172区の掘削を行う。また、トレンチ内の土層

を改めて確湧した結果、昨日の潤は地形の落ち込み

であると判断した。

5.182区の掘り下げを行う。また、各トレンチの

土層堆稲状況から各厨についての対応関係の検討を

行う。
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5.222区を掘り下げ、さらにトレンチの掘削もお

こなう。また、当追跡の範囲内に予定されている西

片ＢＩの確認調査を行う。

5.232区の掘削及び綱査を行う。土層の確認も継

続中である。また、西片Ｂｌ（確認調査が終了）本

線未確認部分の周辺に多くの埋蔵文化財が広がって

いることが予想される。

5.242区の掘り下げ作業、および±層堆稲状況の

把握を行う。

5.25引き続き前日と同様の作業を行う。２区F－

７．８．９Gridのトレンチより自然堆積の層を確認。

丘陵の旧地形復元の際に､鍵となる層と考えられる。

5.292区の掘り下げ作業を行う。±層の堆稲状況

も整理されてきている。

5.302区Ｅ･D-10Gridの掘削を行う。

６．１２区の平面掘り下げを行う。また、各トレンチ

内の分層・註記を行い、調査区の基本土層モデルを

作成する。

6.4前日に引き続き鯛査区掘削、トレンチ内の土

層把握に務める。また4区の土器洗浄を開始する。

6.5雨の為作業中止。いよいよ雨季に入ったよう

だ。

6.6新幹線本線部分の試掘調査を行う。前回の確

認調査同様、土器が出土していることから何らかの

遺構があることが想定される。

6.7C-5Gridの表土除去、１区の２トレンチ掘削を

行う。

6.8調杏区掘り下げ作業を行いつつ、各トレンチ

掘削・実測・写真撮影などを行う。

6.111区のメッシュ杭打ちを行う。２区は掘削作業

を行いつつ、遺梱検出に務める。

６．１２２区掘り下げと1区３トレンチの掘削・実測を

行う。

6.14昨日の雨のため調査区復旧に半日かかる。午

後からは、２区掘り下げ作業と崩壊トレンチの復旧

を行う。

６．１５１．２区の近・現代遺栂の検出写真掘影を行

う。

６．１８２区の近・現代週栂の掘削を開始する。

６．１９．２０雨の為作業中止。２区は完全に水没する。

室内で土器の註記・接合を行う。

6.21先日からの雨の為、鯛査区の水抜きを行う。

県の水中ポンプだけでは排水が間に合わないため、

作業員の水中ポンプを借用して調査区の復旧を行

う。

6.22雨天中止。室内で土器整理のみ実施する。

6.25調査区復旧に半日かかる。午後から近・現代

遺栂の掘削を行う。そこで、円形遺栂は粘土採取の

穴で、溝状遺栂は4区にまでつながる旧排水溝であ

ることが推定された。

６．２６１．２区の境界に検出された河川遺構は、出土

遺物から圃場整備前の週桐であることが確認され

る。また、２区の円形週櫛は、底から水が湧き出て

くることから、検出された3基のうち－基の掘削に

とどめる。

６．２７．２８雨の為作業中止。図面・写真整理と土器

整理を行う。

７．２１区、旧河川跡掘削。２区、円形遺楢掘削。石

畑氏の畑の試掘を行う。計5本のトレンチ掘削を行

うが、遺物の出土は見られなかった。

7.3前日同様、旧河川および円形遺栂の掘り下げ

を行う。

７．４１日河川、円形遺栂の完掘写真を撮影する。こ

れまで調査に携わっていた荒木が、玉名へ異動とな

る。

7.101区の平面掘削を行う。４区でいう４層が1区

まで広がっていたので、１区全体を4層でそろえる

事にする。また２区の過櫛検出を行い、Ｃ－５．

６Gridに数軒の住居跡が確鯛された。

7.11～１３雨により作業中止。土器洗浄や石高入れ

などの室内作業と、図面・写真整理を行う。

7.162区Ｃ－５．６Ｇ『idから検出された数軒の住居

跡にサブトレンチを入れる。サブトレンチ内よりガ

ラス玉が出土したため、以後、住居跡内の排土につ

いては洗浄を行うことにする。

7.17雨天中止。本日は妙見宮氷室祭。

7.181区にトレンチを設定し遺栂の検出を行う。

そこで、土坑一基が確認される。１区では遺栂の密

度は低く、他の遺栂の検出される可能性は低いよう

である。また2区Ｃ－５．６Gridの住居跡の切り合い
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関係は非常に複雑であるが、西側の住居跡について

は検出が終了し、SOO1とする。

７．１９Ｂ・C-6Gridで検出された住居跡をＳＯＯ２と

する。住居内からは多量の鍵と土器・炭化物が出土

した。また4区で確露された住居跡同様、台石も確

認された。

7.23SOO1の床面の確腿を行う｡旧河川に切られ

た箇所より焼土蕊中域が見つかり、炉跡は流失した

ものと考えられる。SOO2は炉跡が確湧された。ま

た、出土状況から破砕して捨てられたと推定される

土器が出土している。さらに1区では、住居跡と推

定される過梱が検出され、それを切るように長方形

の土坑状の過桐が確露されている。本日より八代市

立博物館で新幹線に関連する遺跡の速報展の展示を

行う。

７．２４ｓ002では流れ込みと考えられる燦の下から

多量の土器が出土する。またSOO2の排土洗浄の結

果、ガラス玉2点が確認された。土坑と考えられる

SOO3も検出された。八代市立博物館にて考古速報

展が始まる。

7.25午後より、Soo１．２．３及びその他のGrid掘

削を行う。

7.26ｓ００１．２．３の週物出土状況椴影及びその他

のGrid掘り下げをおこなう。

7.27ＳＯＯ３を完掘する。また刑であるSoo４．５を

検出する。

7.30ｓ００５の調査を進める過程で、洞に土坑が切

られていたことが新たに分かった。そのため溝

SOO5と土坑SOO6の2週櫛に分離した。

7.31Soo４．５の掘削および他のGridの掘り下げと

遺柵検出を行う。

8.1SOO1は床面までの掘削を進める。炭化物の出

土が認められた。またＳＯＯ５とSOO6については１つ

の住居跡の可能性が出てきた。今後さらに調査を進

めていく。

８．２各Ｇｒｉｄの掘削作業と遺櫛検出を行い、土坑

SOO7を検出する。SOO4を完掘する。

8.3各Ｇ『ｉｄの掘り下げ及び過栂検出を行う。

S００２．００７の鯛査も進める。

8.6SOO1に切られている住居跡SOO9とSOO2に切

られている住居跡SO10を検出する。

8.7Soo８．９の掘り下げを行う。SOO8からまとま

った鉦の土器が出土した。

8.8Ｓ００１．２．８．９の鯛査を進める。各住居跡と

も土器や炭化物が出土している。

8.9ｓ００１．２．８．９の掘り下げや出士士器の取り

上げ作業を行う。SOO8からは多凪の炭化物と焼土

が確認された。

8.10Ｓ００１．８の掘削を行う。SOO8の中央付近か

ら炭化材が出土し、その下から炭化したカヤが大量

に確認された。これは消失家屋の屋根部と推定され

る。

8.16Soo１．３．８．９の紬査および掘り下げを行

う。これまでSOO3は土坑と考えていたが、周囲の

縞査・検出の結果から住居跡の一部である可能性が

出てきた。またSOO9について、遺物の出土状況な

どからもう一軒住居跡が切りあっていると予想され

る。

8.17ＳＯＯ１をさらに掘り下げるが、僅かに炭化物

を確認するも土器などの出土は見られなかった。ま

た、SOO2の洗浄した排土の中からガラス玉が発見

された。以後、排土の洗浄により数点のガラス玉が

見つかるｃ

８２１ＳＯＯ９を切っているSOO1以外の住居跡をＳＯ１０

とする。さらにSOO1中から炉跡と推定される焼土

集中部分が3箇所確認された。この炉跡はＳＯＯ１。

９．１０にそれぞれ対応すると考えられる。

8.221区掘削と平行してＳ００１．３．１０の鯛査を行

う。八代市商工会、八代市新幹線推進室来跡。

8.231区の掘り下げ作業を行いつつS００９．１０の掘

削を行う。

8.27八代市立博物館での考古速報展終了。展示週

物撤収のため現場作業中止。

8.281区の遺栂検出作業を行う。また、SOO9の土

屈断面の確認を行う。

8.291区掘り下げを行う。ならびにSoo３．９の調

査を引き続き行う。

９．３１区の掘削および過桐検出を行う。併せて

Soo９．１０の精査を行う。

9.4Soo９．１０の掘り下げを行う。また、１区の北
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端より満SO12を検出した。

９．７１区の遺栂検出作業を行う。Ｓ００９．１０の遺物

出土状況の柵影を行う。

9.102区を中心に掘り下げ作業と遺嫡検出を行う。

9.11Soo９．１０の調査を進めながら、各区の掘削

および遺栂検出を行う。土坑SO13が検出された。

9.12重機による3区の表土剥ぎを開始する。多数

の土器が出土しており、２区から続く溝も検出され

ている。併せて、１．２区の掘削作業も行う。

9.132区を中心に掘削および遺樹検出作業を行う。

満らしき遺嫡が検出されるが、未だ不明確である。

9.14切り合い関係が複雑であったSoo９．１０もな

んとか整理がついてきた。併せて各Gridの掘り下げ

作業・トレンチを入れながらの遺構検出作業も継続

する。

9.17切り合い関係にある住居跡の新旧関係が整理

されてきた。Ｓ００２．８の関係はこれまでの想定と反

して、SOO2がSOO8によって切られていた。また、

Soo１．９．１０についても、古い順にSOO9、ＳＯ１０、

ＳＯＯ１となる事が分かった。ＳＯＯ１については、

S００９．１０の鯛査過程において床面を掘りすぎてお

り、すでに完掘していた。反省しなければならない。

9.18これまでの2区の遇櫛検出作業から、土坑Ｓ

０１５．１７．１８と満SO16が確麗された。それぞれ平

面と断面の関係を把握しつつ掘削を行う。

9.19土坑と想定して調査を行っていた遺桐が、住

居跡であることが確認された。よってＳＯ１４として

鯛査することにする。また、同じく土坑と湧職して

いたSO18についても溝に結輪が改まった。

9.20ｓ００２を完掘する。二本柱で炉跡・貯蔵穴を

備える住居跡であった。さらにS０１３．１５．１８も完

掘した。

9.21Soo８．９．１０．１４を完掘する。１区および２

区の一部（Ｂ～E-6Grid）の調査期限が本日まで

であった。SO10のように不十分な調査のままで終

了させた事は、今後強く反省していかなければなら

ない。深夜、１区および2区の一部調査終了。

9.222区の残り部分の鯛査を開始する。土坑

S０１９．２０を検出する。土層断面の状況からS０１３．

１５とほぼ同時期の遺栂であることが確鯛された。

また八代市役所において以前、八代市立博物館で開

催された考古速報展のパネル展示を行う。

9.26Ｓ０１９．２０を完掘する。以前検出していた

SO16は遺樹ではないとの判断から欠番となってい

たが、今回新たに土坑SO16として調査をおこなう。

なお、本日より（株）埋蔵文化財サポートシステム

が遺栂実測委託で現場入りした。

9.272区の掘り下げ作業および遺椴検出を行う。

9.28土坑SO22～24を検出する。併せて、各Ｇｒｉｄ

の遺柵検出とSO16の掘削作業を行う。

10.1雨の為作業中止。調査区内の排水と図面整理

を行う。

10.22区の掘り下げを行う。また、翌日の空撮の

準備を行う。

10.3調査区綱査および周辺清掃をして空中撮影を

行う。

10.4Ｃ・Ｄ－７．８Gridの掘り下げを行う。またS

O22を完掘するが、どうやら掘りすぎたようである。

10.5昨日に引き続いて、Ｃ・Ｄ－７．８Gridの掘り

下げおよび遺構検出を行う。幾つかの遺栂を検出す

るが現段階では不明確である。また、Ｓ０２３．２４を

完掘した。

10.10Ｃ・Ｄ－７．８Gridにかけて住居跡SO25を検

出する。また、Ｄ・E-7Gridでも住居跡らしい遺

栂を検出するが全体の把握が難しい。

10.11C-7Gridより土坑SO30～032を検出し、周

辺にピット数基も確露できた。そのほかSO26～029

も検出された。SO26は土坑であるが、SO27は自然

の落ち込みと確翻された。よって欠番にする。さら

にS０２８．０２９は住居跡と想定されるが、検出ライン

が暖昧なため再検出を行う。またSO25からは免田

式土器片が出土している。ガラス玉出土の可能性を

考慮して、排土は洗浄することにする。

10.12ｓ０２６．０３２を完掘する。またSO30の掘削も

行う。

10.15Ｓ０２８．０２９にサブトレンチを入れて遺栂検

出につとめるが､断面でも立ち上がりを確認し難い。

併せてSO30・各Gridの掘削も行う。

10.16前日と同様の調査を行うが、雨の為午後か

ら作業中止。
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10.17雨天中止。室内にて図面および写真整理を

行う。

10.18E-8Gridで土坑S０３４．０３５を検出した。

Ｓ０３４．０３５は切り合い関係にあり、SO34がSO35を切

っている。さらに掘削を進めてSO34を完掘した。ま

たＳ０２８．０２９の南西で検出されたピットを柱穴１，

SO25の北東で確圏されたピットを柱穴2とした。

10.19Ｓ０２８．０３５の鯛査を進めながら、各Gridの

掘り下げを行う。

10.23ｓ025より貯蔵穴、炉跡を確露。特に炉跡か

らは灰を掻き出した痕跡も腿められ、当時の空間利

用の一端を通うことができる。また、Ｓ028.033の

検出ラインを確定する作業が難航している。さらに、

切り合い関係にあると考えていたS０３４．０３５は切り

合い関係にはなく、SO35は円形から方形のプラン

に変更になった。

10.24各Gridを掘り下げつつ、Ｓ０２５．０３３．０３５の

調査を行う。

10.25各Gridの掘削および遺栂検出作業を行う。

Ｅ・F-8Gridより満と土坑を検出する。この満は

近世の遺栂と考えられる。

10.26これまでの掘削および検出作業から、土坑

S０３６．０３７．０３８と潤S０３９．０４０．０４１を確湧する。

そこで各週栂の調査に入る。また、八代市役所にて

行われていたパネル展示終了のため、撤収作業を行

う。

10.29引き銃きそれぞれの遺樹の鯛査を継続する。

10.30Ｓ０１７．０２５．０３６の調査を進める。

10.31写真掴影のため宮地観行寺遺跡にて作業。

11.1雨のため作菓中止。

11.2SO25の灰を掻き出した痕跡部分を完掘する。

また、Ｓ０２８．０３３などの遺柵の鯛査も行なう。

11.5前日からの雨で鯛査区内に溜まった水抜きを

行う。本日より３区Ｆ－９．１０．１１Gridの掘削を開

始する。

11.62区のそれぞれの遺栂を調査しつつ、３区の掘

削および遺栂検出作業を行う。

11.7Ｅ・F-11Gridに3本のトレンチを設定して、

3区の±届の堆稲状況を確鱒する。

11.8昨日から掘削を進めているトレンチの断面麹

察から、炉跡を持つ住居跡と土坑、２区でも検出さ

れていた新しい時期の洞が確閲された。

１１．９３区のGrid掘削を進める。また、SO25を完掘

した。

１１．１２２区と３区の境界にもトレンチを股定して

２．３区の全体の土層把握に務める。

11.13断面観察から住居跡が砿腿された3区のトレ

ンチ周辺を掘削して、住居跡全体の検出を行う。そ

こで､住居跡に切られている澗も併せて確鯛された。

また、すでに検出されていた新しい時期の潤も完掘

した。八代市教育委員会に本週跡出土土器の貸し出

しを行う。

11.14SO28の炉跡の鯛査を行いつつ、２．３区の掘

削を行う。

11.15ｓ０２５．０２８．０３３の鯛査に手間取っている。

また、F-11Gridより土坑を検出する。

11.16前日同様、それぞれの遺桐の鯛査と各Ｇｒｉｄ

の掘削を行う。

11.19調査区内に股定したトレンチの±厨の把握

を行う。土厨の堆狐は火山灰台地と異なっており、

色鯛に目を奪われてしまうとなかなか整合性がつか

ない。SO28を完掘する。

１１．２０２．３区の各Gridの掘り下げを行う。

11.21引き続きそれぞれの鯛査区の各Ｇ『ｉｄを掘り

下げる。SO33を完掘する。

11.22土坑SO42と住居跡SO43を検出する。また、

Ｂ－７，Ｃ～Ｆ－７．８Gridまでの鯛査を終了して新

幹線建設工砺へ引き渡した。

11.262区の各Gridの掘り下げ作粟を行う。また、

Ｓ０１４．０１５．０１７の掘削を行う。

11.27土坑S０４４．０４５を検出し、掘削を始める。

11.29雨により作業中止。図面・写真整理を行う。

１２．４２．３区の掘り下げ作業を行う。

12.5SO42を完掘する。また、住居跡SO46（Ｅ一

１１．１２Grid）と土坑SO47～052、澗S０５３．０５４を

検出する。

１２．６２．３区の各Gridの掘削作業を島田遺跡の作業

員を中心に行っていく。また、土坑SO52～061を検

出する。

12.73区全体の－段目の掘削作業が終了する。そ
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の結果、数箇所で土器が集中して出土していること

が確湧された。また、土坑S０６２．０６３を検出する。

さらに、SO47～057,59～061を完掘する。

12.10土坑SO64と免田式土器の出土した住居跡S

O65、土器集中出土部分SO66を検出後、すぐさま掘

削に入る。また、SO58は二つの土坑が切りあって

いることが確認された。

12.11ｓ０５８．０６４を完掘する。また、SO66は一度

図化作業を行って遺物を取り上げた。ところが、そ

の下からさらに土器が密集して出土した。

12.12各Ｇ｢idの掘削及び検出作業と、それぞれの

遺栂調査を引き続き行う。そこで土坑SO68を検出

した。

12.13SO66出ナ＋器を全て取り上げると、掘り込

みが確認された。

12.17雨天により作業中止。調査区の排水作業と、

図面・写真整理を行う。

１２．１８土坑ＳＯ６９～０７２を検出する。併せて、

S０６９．０７１を完掘する。

12.19住居跡SO73とSO46（2区）・０７４．０７５を検

７区2001年

１～３．５区と同時並行で調査を行っているので、

雨天中止時の記述については前述の調査日誌と同一

である。調査は主に、上高原が担当し長谷部が補助

した。

7.16排水溝の設置や調査区確定のための土塁築造

などの環境整備を行う。

7.25～２７調査区整備を行う。

7.31調査区の南北両端にトレンチを設定して、土

層の堆稲状況の把握に務める。その結果、南北とも

に堆稲状況に変わりは認められなかった。しかし、

下届では北側が砂層、南側が粘土層であった。

8.6調査区内の掘削作業を進めながら、メッシュ

杭打ちとレベル移動を行う。

8.7調査区内を掘り下げつつ、トレンチ内の土層

観察を行う。±層の堆穂状況は4区と同様である。

石包丁が1点出土した。

8.8各Ｇ『idの掘削を行う。南側トレンチより近現

代の遺柵が確認された。

出した。さらに、SO68を完掘した。

12.20ｓ077～079、満ＳＯ８０を検出する。また、

S０５３．０５４を完掘した。

12.21住居跡SO81と土坑S０８３．０８４、炉跡SO82

を検出した。また、E-11Gridより7基の柱穴が確

認され、それぞれ３Ｐ１～３Ｐ７とする。１２月22日に

女夫木遺跡で行われる現地説明会資料として、本週

跡の土器およびパネルを貸し出す。

12.25雨天中止。調査区の排水作業と図面・写真

整理を行う。

12.26Ｓ０４６．０６５．０７４．０７６．０７７を完掘する。

ここで、SO46は住居跡以外の可能性が考えられる。

12.27それぞれの遺柵の調査と各Gridの掘削作業

を行う。SO66を完掘する。

12.28ｓ085～088を検出する。また、SO46の炉跡

と考えられていた遺櫛は、別の遺構であることが確

認されたのでSO83として完掘した。さらに、ＳＯ６５

を完掘した。本日で今年の作業を終了し、２区およ

び3区の一部を新幹線建設工事に引き渡す。

8.9Ｈ－２３．１－２３．２４Gridの掘り下げを行う。

8.10H-23Gridに先行トレンチを設定し5層を確

認する。調査区全体を5層に併せて掘り下げること

とする。

8.16Ｈ－２３．２４Gridの掘り下げ作業を行う。H-

24Gridよりほぼ－個体の喪が出土した。周辺を綱査

して遺櫛の検出に務める。

8.17H-24Gridにサブトレンチを設定し遺櫛検出

を行う。澗状の遺柵を検出するが、平面で確認する

には現段階では離しい。さらに掘り下げて5層上面

で再度検出する必要がある。また、溝状の週柵と明

らかに埋土の違う遺柵がサブトレンチ内で確認され

た。

8.21H-24GridよりSoo１．２を検出する。共に土

坑である。また、Ｈ－２４．２５、I-24Gridに渡っ

て満SOO3を検出した。

8.22ｓ００１．２．３の土層断面を確認しながら掘削

を行う。

8.23Soo１．３の掘り下げを行う。SOO3の断面中
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に焼土の集中箇所が確腿された。しかし、現在のと

ころ詳細は不明である。

8.241．J-25Gridを掘り下げる。

8.281-23Gridを綱査する。土坑2基、溝1条・住

居跡1軒と推定される過栂を検出する。

8.291-23Ｇ『ｉｄより確認される土器集中部を

SOO5とする。しかし、遺栂のラインは不明確であ

る。

8.31Ｈ－２３．２４Gridの遺柵検出を行う。また

Soo１．００２の掘削も行う。

9.3各Gridの掘削作業と遇栂検出を行う。

9.4Ｈ－２３．１－２２Gridに幾つかの週栂らしきも

のを検出するが、今のところ不明確である。

9.7Ｓ００１．００２を完掘する。

9.107区水路部分の拡張を行い、鯛査区整備を行

う。土坑SOO4、満SOO6を検出する。

9.11拡張部分を中心に掘り下げ、作業と週綱検出

を行う。ここで澗SOO3は、複雑な枝満状の遺栂を

伴うであろうことが確腿された。したがってＳＯＯ３

は、水田区画のような生産に伴う週柵であることが

推定される。検出作紫を慎重に行うことが必要であ

る。また、土坑SOO7も検出された。

9.12新幹線の工砺工程の関係で作業を一時中止し

て、１～3区の調査に典中することになった。

10.2本日より鯛査を再開する。

１０．３Soo４．００６．００７にサブトレンチを設定し、

土層堆澗状況と過悩深度を確湧する。併せて、遺櫛

検出も行う。

１０．４ｓ００４．００６．００７の掘削を進めながら、新た

に住居跡SOO9を検出する。

10.5Soo４．００６．００７．００９の鯛査を行う。Ｓ００４

はSoo６．００７と比べると遺栂深度は深いようであ

る。また、Soo６．００７はSoo１．００２と比べても浅い

ことが分かった。SOO9の遺物の出土鼠は少ない。

10.10調査区内の掘削および遺柵検出を行いつつ、

拡弧部分の杭打ちを行う。さらにSoo４．００６．００７

を完掘する。

10.11SOO9ならびに調査区の掘削を行う。Ｈ－

２２Ｇ｢idより数基のピットらしき遺柵を確認したが、

すべて植物痕と判断した。

10.12拡張部分の掘削および過栂検出作業を行う

が、遺栂は確湧できなかった。

10.15調査区の掘り下げ作業と遺櫛検出を行う。

土坑SO10を検出する。

10.16前日同様、調査区掘削および遺柵検出作業

を行う。

10.18ＳＯ１０は単届で細かな土器片が少凪出土して

いる。またＨ－２４．２５，１－２４．２５Ｇｒｉｄにかけて

住居跡SO11を検出する。更にSO11北側に週栂を検

出中ｃ

１０．１９土坑S０１２．１３を検出し、ＳＯ１０の完掘を行

う。またSOO3の掘削を開始する。さらにＩ・Ｊ－

２４Ｇｒｉｄより複数の小さな澗状過栂が検出され、

SOO3の枝溝状遺栂との関連に注愈しなければなら

ない。

10.23ｓ００３の土層断面を改めて確湧してみると、

この溝は一時期のものではなく数度の掘り替えが行

われていることが確認された。

10.25Ｈ・l-24Gridより複数の小さな澗状遺櫛

を検出する。水田等の生産週跡にともなう区画、も

しくは畦畔の可能性が考えられる。

10.26平板測腿を行いSOO3と複数ある満状過桐の

位置関係の把握を行う。また、I-24Gridで検出さ

れた南北方向を軸にする溝は、さらに南へ延びてい

くようである。

10.30昨日、I-24Gridより検出された満はＳＯＯ３

と直交するかのように南北方向に延びていることが

確認された。この溝をＳＯ１４とする。また、ＳＯ１３を

完掘する。

11.2調査区の掘り下げと検出作業を行う。また、

SO14に3本のトレンチを設定して土層の把握に務め

る。その結果、過栂深度は70ｃｍを測ることが確湧

されたｃしかし、この溝もSOO3のように複数の満

が切り合っている可能性を考慮しなければならな

い。

１１．５ｓ０１１の検出ラインが未だ不明確である。午

後より雨の為、作業中止。

11.6調査区全体にかけて想定される満SO14の検

出作業がほぼ終了する。また、ＳＯ１４に直交する状

態で複数の小澗が検出されている。しかし、週桐の
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残存状況が悪く未だ暖昧な状態である。

11.71日地形を把握するために、調査区全体にトレ

ンチを股定して掘削を行う。

11.8SO14の掘り下げとトレンチ掘削作業を行う。

11.9ｓ０１４を掘削しつつ小溝の検出を行う。また、

SO14に切られて土坑SO15が検出される。

11.12ｓ０１４に設定した5本の卜レンチからそれぞ

れ満底部分のレベルを測る。すると、ＳＯ１４は北に

向かって緩やかに傾斜していた溺であることが確湧

された。

11.13ＳＯ１４とそれにともなう複数の小溝の掘削作

業を行う。小満を掘り下げていくと、底面より幅

5ｃｍ前後の長方形の遺栂が小満と直行する状態で幾

つも検出された。

11.14Ｓ０１４．０１５の掘削作業を行う。また、土坑

SO16が検出された。SOO7に近い形状である。

11.15土坑SO17を検出する。

11.16SO14～17の調査を行う。

11.19ｓ００３．０１４．０１６の調査を行う。

11.20ｓ００３．０１４の満を中心に調査を進める。

SOO3はJ-23Grid付近で複数の溝が重なっている

ことが確閲された。またSO14はSOO3を挟んで、さ

６区2001年

2001年は隣接する7区と同時に調査を行い、かつ

1～3区の調査に集中した。そのため、本格的な鯛

査は2002年からとなる。また、雨天中止時の記述

については、７区と同様に1～３．５区の調査日酷と

同一である。

調査は主に坂田和弘、上高原が担当した。

9.3本日より6区の調査開始｡ベルトの設定を行う。

11.7遺綱検出面まで、調査区の掘削作業を行う。

３区2002年

１．７３区の掘削を行い、Ｅ－１２．１３Gridより土器集

中部が確腿する。後日、遺櫛検出を行う。また、

SO80を完掘する。

１．８３区の掘削および遺櫛検出作業を行い、住居跡

SO89を検出する。そこで土器の集中部分が確認さ

れている。また、SO87を完掘する。

らに伸びている。この部分は、覆土がそれまでと異

なっているため便宜上SO18としておく。

11.21Ｓ０１４．０１８．０１５の掘り下げ作業を行う。

また、ＳＯ１６を完掘した。

11.27SOO3の掘削を行う。複数の満の切り合いが

非常に難解である。

11.28土坑S０２１．０２２を検出する。

11.29SO17の掘削を進めると、古墳時代初頭の壷

や高杯がほぼ完形で何点も出土した。同時性の高い

一括遺物として好資料となりそうである。

11.30ｓ００３．０１７の調査を進める。また、住居跡

ＳＯ１９を検出するが週樹の大部分はすでに削平され

ており、わずかに炉跡と柱穴2基を残すのみであっ

た。

12.1ｓ００３．１７．２４の調査を行う。SO17の壷の中

からは小型丸底壷2点が入れ子状態で出土した。図

化・写真撮影をしてSO17を完掘する。

12.37区の南側の遺摺を完掘する。調査区北側を

残して工事に引き渡す。

12.4本日より、７区で新幹線建設工事が始まる。

また、工事の工程に合わせて年内は２．３区の調査

に集中することになった。

11.8Ｊ-20Gridの調査区北東端より、７区では認め

られないほど多くの土器が集中して出土した。住居

跡の可能性が考えられる。

11.9前日確潔された土器集中部分から、ほぼ完形

の免田式土器が出土した。

11.12調査区の杭打ち作業を行う。

11.15新しい時代の満や撹乱掘削を行う。

11.167区と1～3区の調査を蕊中するために、作

業を一時中止する。

1.9それぞれの遺栂にサブトレンチを設定して、

遺栂の立ち上がりを確認する。併せて各Gridの遣棚

検出も行う。

1.10土坑S０９０．９２、住居跡SO91を検出した。し

かしSO91は、検出面がほぼ床面であることが確認

された。また、SO73の炉跡と貯蔵穴を完掘した。

1.11住居跡SO93を検出した。併せて各遣栂の調
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査を継続する。

1.16ｓ089～092の調査を中心に行いつつ、３区の

掘り下げ作業を行う。

1.17引き続きSO89～093の調査を行う。また、本

日より住居跡の排土の洗浄も再開した。

1.18それぞれの遺構の調査を行う。さらに、各

Gridにサブトレンチを設定して、平面および断面か

ら遺樹の検出に務める。

1.213区の一部表土剥ぎを行う。またSO90を完掘

したが、SO90と切りあうかたちで新たな遺構を検

出する。SO90と同一の遺樹の可能性も考えられる。

1.22午後から雨の為、作業を中止する。

1.23これまでの遺樹検出から、住居跡SO94～099

を確認する。特にSO94～097はそれぞれが切り合い

関係にあり、調査に時間がかかりそうである。また、

SO91を完掘した。

５区2002年

本調査区は、最後まで西片百田週跡の調査を行っ

た区である。そのため、１～3区終了後の雨天中止

時の記述については5区に記していく。調査は主に、

長谷部、洲崎が担当した。

1.28表土剥ぎを開始する。そして鯛査区清掃後、

メッシュ杭打ちと水準点移動を行う。また、撹乱掘

削の後、トレンチ掘りを開始して土層の堆稲状況の

確認も行う。これから、４区で検出されていた方形

周満墓の満の検出を行う予定。

1.30各Gridの掘削を行う。

1.31それぞれのＧｒｉｄを遣栂検出面まで掘り下げ

る。

2.1室内にて図面・写真整理を行う。

2.5調査区南側は広範囲に撹乱を受けているよう

で、ビニルやプラスチックが出土している。

2.7撹乱の掘削が終了する。あらためて、遺構検

出面までの掘り下げを行う。

2.12午前中はこれまで出土した土器の洗浄を行

う。午後からは前日同様、各Gridの掘り下げを行っ

た。

2.13掘り下げた箇所の遺栂検出を行う。満状過栂

と土器が集中している部分が確露されたが、どれも

1.24ｓ０８９．０９０．０９３．０９８など、それぞれの遺

栂の調査を行う。そして、Ｓ９０．０９８を完掘した。

1.25ｓ０８９．０９３．０９４．０９９の調査を行う。ＳＯ９９

からは新たに土坑を検出し、完掘した。

1.28ｓ０８９．０９３．０９９の炉跡や柱穴などの附帯施

設の調査をさらに進める。

1.29SO89を完掘する。また、SO94と切り合い関

係をもった土坑Ｓ１００を検出した。併せて鯛査区引

き渡しに備えて、３区の鯛査区全景を撮影。

1.30SO93～097の炉跡や柱穴などの附帯施設の調

査を行う。またSO94と切りあうように土坑S101を

検出した。ただし、SO97内の土坑とも考えられる

ので、注意が必要。

1.31それぞれの遺栂を完掘して、３区の調査を終

了する。

まだ確定はできなかった。

２．１４．１５６区の調査に薬中するため、大半の作業

員は6区で作業を行う。残った作業員で引き続き、

調査区の掘り下げを行う。

2.186区の調査も終了し、５区の調査に専念する。

2.19調査区掘り下げ及び遺構検出を行う。遺櫛の

存在は確認できるが、明確な検出には至らない。

2.20午前は2区SO33の排±洗浄を行う。午後から、

過桐検出を行う。F-20Gridで浅い溝を検出し、完

掘した。また、熊大生が2区SO28の炉跡部分の排土

をフローテーションにかけるために来跡した。

2.21これまでの遺柵検出作業から、住居跡・満が

確認できた｡確認のためにサブトレンチを設定して、

遺棚の確定に務める。

2.22雨の為、室内で図面整理と土器洗浄を行う。

2.25引き続き調査区の掘削と遺構検出を行う。

2.26土坑S００１．００２，満Soo３．００４を検出する。

Soo１．００３は切り合い関係にあり、新旧関係の把握

が必要である。

3.1それぞれの週櫛を調査しながら、調査区の掘

り下げ作業を行う。また、熊大生が2区S０２８．０３３

の炉跡の排士を引き取りに再び来跡した。

3.2前日同様の作業を行う。本日より長谷部が、
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宮地小畑遺跡と西片百田通跡5区の両過跡を鯛査す

ることになり、洲崎が主に5区の調査を行う。

3.6ｓ００２を完掘する。また、Soo５．００６を検出す

る。

3.7西片百田過跡全景の空中撮影を行う。また、

これまで過柵検出が難航していたG-20Gridを一時

休止して、G-21Gridの遺栂検出を行う。

3.11Ｓ００１．００５を完掘した。併せてＧ－２１．F-

20Gridの掘り下げを行う。

3.12Soo３．００４．００５の切り合い関係が不明なた

め、全体的に掘り下げて前後関係の把握に務める。

3.13SOO3を完掘した。SOO4に切られているよう

である。また、SOO3は7区で確認された満と同一で

あると考えられた。併せて土坑Soo７．００８と、

SOO3に切られている洞SOO9を検出した。

3.14Soo６．００８を完掘した。また、昨日検出され

たSOO7は過栂ではなかったので、欠番とする。

3.15午前中は土器洗浄を行い、午後からはＧ・

F-20Gridを掘り下げた。

3.18Ｇ．F-20Gridにサブトレンチを設定して断

面の確開を行いつつ、遺柵検出に務める。

７区2002年

本年の7区鯛査面狽は僅かである。よって、６区

の調査を優先する。

1.7Ｓ００９．０２７の調査を行う。SO27はSoo３．０２３

の続きの溜ではあるが、今回新たに検出したことか

ら、便宜上S027として調査を開始する。

1.8週梱検出の結果、Ｈ－２２Ｇ『idより複数のピッ

トを確認して半裁をおこなう。

1.18ｓ027の掘り下げを行う。

1.21引き続き、SO27の掘削を行う。

1.23ｓ023は完掘したと考えていたが、まだ掘り

方の不十分な部分があったので、再度綱査して掘り

下げた。また、SO27は±府断面観察から、複数の

溝の複合した状態であることが分かった。

1.24SO27の切り合い関係を考慮しつつ、掘削作

６区2002年

1.7本日より鯛査を再開する。SOO1～004（6区）

3.19Ｇ－20Gridより住居跡、土坑を検出するが、

まだ遺桐番号を割り振るには至っていない。

3.20住居跡SO10、土坑S０１１．１２を検出して、二

つの土坑は完掘した。

3.25ＳＯ１０の北側より免田式土器片が出土し、周

囲の遺栂検出を行う。すると、住居跡または土坑が

SO10と切りあい関係で確湧された。

3.26ＳＯ１０を切る住居跡SO14と、ＳＯ１０に切られて

消失した住居跡の炉跡部分SO13を検出した。

3.27SO14の炉跡とピット2基を検出し、引き続き

各遺栂の鯛査を行う。

3.28ＳＯ１４のピットは半裁の結果、柱痕は炭化し

て倒れたような状態で確認された。また、ＳＯ１３を

完掘した。

3.29Soo４．１０．１４の全ての遺柵を完掘した。ま

た、鋼査終了にむけて周辺整備を行う。

４．３５区の完掘写真を梱影して調査を終了する。そ

のまま全員、宮地小畑遺跡の鯛査に向かった。

4.8～１９図面や写真、調査機材の整理などの残務

処理を行う。また2002年度の鯛査のため、プレハ

ブ移転を行う。

業を行う。

1.25SO27を完掘する。またSOO9を更に掘り下げ

た結果、炭化物を混じる層の中からわずかに土器片

が出土した｡弥生時代中期初頭のものと考えられる。

1.28調杏区全体の各Gridの掘り下げ作業が一段落

する。併せて行った週栂検出の結果、週物は散在す

る程度で、密集して出土する箇所は見当たらない。

炭化物を含む土坑を－基確麗したので、明日以降掘

削を開始する。また、SO27を完掘した。

1.30SOO9の掘削を行う。

1.31SOO9の下厨より数点の過物が出土した。し

かし、過桐全体を掘り過ぎているようで全体像の把

握は困難になってきた。摺鉢状の土坑を検出した。

ｚ５ＳＯＯ９を完掘して7区の鯛査を終了する。

を検出する。これらの週柵は圃埋整備以前の比較的

新しい週柵であった。
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１．８ｓ００１を完掘する。また、SOO1直下より満

SOO6を検出する。更に、完掘した撹乱内より土坑

SOO5が確認された。

１．９SOO6は7区から続く溝であることが確認され

た。出土遺物はいずれも小片が多く、ローリングを

受けた状態であった。また、SOO6と平行するよう

に小満3条を検出した。中にはSOO6を切っているも

のもあり、これらの溝はいずれも古いものではない

と推測した。併せてSOO5も完掘した。

1.10満Soo７．００８を検出し、SOO6と併せて掘削

を行う。

1.11満SOO9を検出し、SOO6～009の調査を行う。

そして、Ｓ００６．００７は離合している状態で、新旧関

係は古い方からSOO6→007となることが確認され

た。

１．１６調査区の掘り下げと遺栂検出を行うと、

SOO6～009と直交して切りあう満などが検出され

た。

1.17SOO6～００９と同様の満SO10を検出した。さ

らに、昨日検出された前述の満と直交する溝を

SO11～018として調査を行う。また、SO11～018に

ついては比較的新しい時期の遺櫛であることが推察

された。

1.18SOO6は掘削後の土層断面検討の結果、数条

の溝の複合体と考えられた。これらが、掘り返した

結果なのか、時期差に由来するかは現在のところは

不明である。また、SOO6よりまとまった量の土器

が出土したが、これらの土器は近接する遺構からの

流れ込みの可能性が考えられる。

1.21ｓ006を中心に各遺栂の調査を行う。また、６

区全体の遺栂配髄確認のため平板測量も行う。

1.23SOO6を中心にそれぞれの遺栂の掘り下げを

行う。以前、SOO6は数条の満で櫛成されることが

予想されていたが、これは少なくとも４，５条の満

の集合体であることが改めて確認された。

1.24SOO6の鯛査を行いつつ周辺の遺構検出を行

う。そこでSOO6を境に、J-20Gridでは東側に数

軒の住居跡と考えられる過構が確認できたが、J-

21Gridでは東側は過物が散見できる程度であった。

1.25SOO6と切り合うように土坑があることが掘

削過程の中から明らかになった。前後関係について

は検討中である。また、J-20Grid、SOO6東側よ

り高杯など多くの遺物が出土した。この高杯はあま

り見たことのない形式であった。搬入品の可能性も

考えられる。

1.28新たに土坑SO20を検出し他の遺櫛と共に調

査を行う。併せて、昨日出土した高杯の周辺を掘り

下げて遺構検出に務める。

1.29ｓ007～１８を完掘する。更に調査区全体と、

これらの遺構の位置関係を示すように完掘写真を撮

影する。

1.30SOO6の調査を行う。

1.31SOO6以東の土器集中部分の調査を行う。ま

た、SO20を完掘する。

2.5ｓ００６以東の土器集中部分の遺栂検出を行う。

しかし、作業はなかなか難しく確定のラインが不明

確である。

2.7土器集中部分の土器を取り上げて、改めて遺

柵検出を行う。満状遺櫛のようなものが確認できる

が、やはり不明確である。併せて、SOO6の掘り下

げも行う。

2.8これまでと同様SOO6以東の遺構検出を行う。

サブトレンチを設定して断面からの確認も試みる

が、やはり遺構として確認できなかった。

2.13SO22～029を検出して掘削作業を行う。今日

も、SOO6以東部分の遺梱検出は確定出来なかった。

2.14確認されている遺柵のほとんどを完掘する。

結局、SOO6以東部分については不明確なまま、調

査期限を迎えてしまった。あと一日、出来る限り遺

栂の調査を行う予定である。

2.15Ｓ０２３．０３０を完掘する。そして、調査区全体

の糟査を行い完掘写真を栂影する。本日で調査を終

了する。

（上高原）
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脚注

１平安時代中期に源順により縄纂された『和名類暖抄』中に、肥後回夜豆志呂と郡推定地名として妃されている。

‘熊本県教育委員会「立神ドトク遺跡」熊本県文化財胴査報告第35集1979

６鮪本県教育委員会「五ツ穴横穴群・岩立Ｃ古填・大瀬田横穴群・高城古埴群」熊本県文化財鯛査親告第34躯
”八代市史第1巻平成4年３月

，『夜豆志呂」第49号

㈱八代市教育委員会「下堀切遺跡Ｉ」八代市文化財鯛査第３集1988

画八代市教育委員会「下堀切遺跡Ⅱ」八代市文化財鯛査第４典1989

画鯛本県教育委員会「西片町遺跡」熊本県文化財鯛査報告第153典1996
ａ現在、県文化課で整理中

。『八代大塚古墳』大塚古増発掘阻杏団・八代市教育委員会昭和60年３月

･鯛本県教育委員会「八代大塚古墳』熊本県文化財鯛査報告第136蕊1993

画現在は、円墳だが本来は前方後円墳であった可能性も指摘されている。

瓜６墳丘<びれ部から出土している須恵器群から出土しているものの中に、６世紀前半に位凹づけられるものが出土しているた

めその時期に比定されている。（八代大塚古畑1993）

ｗ八代市教委浬田が八代大塚古墳（八代大塚古埴1993）調査報告書中第Ⅱ軍の古埴の位圃と環境のなかで、鬼の岩屋タイプ

について、「水俣石と呼ばれる巨大な安山岩の自然石を用い、石室内に両袖石を持った複室嫡が鬼の岩屋古墳の基本的なタ

イプと考えることができる｡」としている。
｡▽弓や靭、紐で吊るしたような表現の鏡（円文)、三角板綴短甲、鏡（円文）を提げた鞘入りの太刀を配列している。

'Ｍ「和名類緊抄」（ｉと同じ）
”「川田京坪遺跡ｊ

ｘｖｄ八代市・洗切遺跡鯛査団『洗切遺跡鯛査報告」１９８２

厘“熊本県教育委員会『興普寺Ｉ』熊本県文化財鯛査報告寄第45典1980

ｍＮｑｌは陶泉窯系青磁の椀である。１２世紀中葉～後半のものである。内外面共に横方向の回転へラ削り、指握で仕上げの後に

施柚。内面Iこへラ彫りで片彫りの蓮花文を施す。高台畳付け及び内部は露台。

ＮQ2は飽泉窯系青患の椀である。１２世紀後半～13世紀前半のものである。内外面共に横方向の回転へラ削りで成形、指指

で仕上げの後に施粕。底部外面露台。体部外面にへう彫りで鍋蓮弁を施す。

旦卿NQ3は同安窯系腎磁の椀である。１２世紀中葉～彼半のものである。内外面共に検方向の回転へラ削りで成形、指損で仕上げ

の後に施粕。内面にへう状の施文具による略化した花文と櫛の先端で押したジグザグ状の点描文を有し、外器面に細かい

縦の櫛目文を有する。

画NOL4.5.6は同安竃系脅磁の皿である。１２世紀中葉～13世紀初頭のものである。内外面共に柚方向の回転へラ削りで成形、

■■●

■官町

甘■Ｖ

NQ6は無文であるが、NOL4.5は内面に箆による文様とジグザグ状の櫛点描文が施される。指指で仕上げの後に施粕。NQ6は無文であるが、NOL4.5は内面に箆による文様とジグガ

噸本県教育委員会「西片町遺跡」熊本県文化財鯛査報告第153築１９９６

八代市教育委員会「西片町遺跡（園田地区)」八代市文化財調査報告第18典２００２

現在、八代市教育委員会により整理中。
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第Ⅲ章

遣構・遣物
弥生時代後期から古墳時代初頭の集落杜
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1）１．２区

本事業において、西片百田遺跡として調査した範囲内では北東隅にあたる。土質は確認調査の結果やや粘

性が強く、隣接する範囲の確認調査と同様、砕屑物のシルト（silt）層から粘土（clay）層へ、またその集合

物である泥（mud）の広がり確認されている。１．２区は泥層からシルトから砂（sand）の混土する粘質土へ

移行した地区で、地形がやや登り始める線上にあたる。そのような不安定な地形でありながら、竪穴式住居

跡を含む多数の遺構が検出された。

典 浪
（服寸）

＜－＞１(SDO'）

Fig.１２１区SDO1・包含層出土遺物実測図

１０cｍ

ー 一

ＳＤＯ１

調査区を東西に走り、近世の流路に切られている。幅およそ0.6ｍ、検出面からの深度は0.18ｍを測る。

断面形態は逆台形を呈し、溝幅は東側へ向かって徐々に細くなる。弥生時代後期の遺物片が数点出土してい

るが、激しく磨耗しているため図示していない。

’安山岩製の打製石鑑である。平面形態は二等辺三角形を呈し基部は凹基式である。

ＳＫＯ１

長径２２ｍ、短径1.36ｍ、検出面からの深度は0.2ｍを測る。土坑のおよそ半分を近世の流路に切られてい

るが、本来の形は長楕円形を呈する土坑であることが推定される。底面より、細かく磨耗の激しい土器片が

数点出土している。

包含厨出土遺物

２台付鉢形土器である。鉢部は深く最大径を中位に持ち、やや丸みを帯びる。ロ縁部は短く、僅かに直立

し端部は四角に成形される。脚台部は緩やかに外反しながら開き、端部は四角に成形される。低脚で、内器

面に僅かに指頭痕が認められる。

－４１－
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Fiq､１４２区SIO1実測区

－４月一

周辺遺構との切りあい関係のため、住居跡のおよそ1/2が確認された。隅丸方形を呈する竪穴式住居跡と

考えられる。長さ約30ｃｍの炭化材の出土状況から、住居跡の中央部は既に近世流路により削平を受けてい

ることが推定される。炉跡や柱穴などの付帯施設についても検出は出来なかった。また、遺物は東隅に集中

しており、近接しているSXO1出土遺物との関連を考える必要がある。

０
」

３，

Ｃ

I

1’2.5Y4/2暗灰黄色士鉄分を柱状に多く含む。マンガン位〈1ｍｍ以下）多く含む。土器粒（1～2ｍｍ）含･
②１０YR4/2灰黄褐色±鉄分を柱状に含む。マンガン粒をごく価か含む。土器片・土器粒（1～2個）含･
３１０YR4ﾉ1褐灰色±鉄分を性状に多く含む。マンガン粒・土器片含。小聴がごく僅かある。
412.5Y4/2暗灰黄色粘側土スミの層が入る〈5ｃｍ程度の薄い階)。粘質は弱い部分的に二層の土が入る。鉄
分を柱状に含む!、スミの粒・土器片含。

1ｍ

Ａ 一

００ノ、

Ａ１

ＳＩＯ１

H唾2.ＺＱｍＡ！

遺構名

時期

切り合い関係

規模・深度

面識

竪穴式住居跡S'0１

弥生時代後期

SXO1に切られる

０．３６ｍ

不明

主軸方向

炉

土坑

柱穴

備考

A-Aq:Ｎ=36.-Ｗ

未検出

未検出

未検出



３大型の鉢形土器である。凸レンズ状の底部を呈し、胴部は斜め上方へ直線的に立ち上がり口縁部に至る。

口縁部は肥厚して僅かに外反し、端部成形は角張る。磨耗が著しいが工具によるナデ調整や削りにより胴部

は薄く仕上げられる。土器断面に数条の粘土紐痕が観察される。内・外器面共に全体に渡って煤の付蔚が閲

められる･

４護形土器である。胴部最大径がほぼ中位にあり、平底の底部を呈する。口縁部はやや外反しながら上方

へ開き、端部成形は角張る。内・外器面共に磨耗が著しく鯛整の観察は困難である。胴部全体に煤の付麓が

認められる。

５粘板岩製の石庖丁である。背部は直線的で、使用によるものであろうか磨り減っている。両端は欠損し

ているが、丸みをもった半円形の刃部を持つ。紐孔の穿孔は露められない。
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Fig.１６２区SlO2実測図

Ｂ・Ｂ●
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⑩５B6/1昭灰褐色粘貿土焼土塊をブロック状に少量含むｃ鍵方向への鮫分沈澱もあり硬度は悪い。

z15Y6/O灰色帖質土焼土塊を密に含む。白粘土をブロック状に少量含む。
③Ｎ４ﾉ1灰色粘阿土焼土・カーボンを粒状に多く含む。炉床内の土のようである。

④５Ｂ６/1灰色粘貿土⑪１用と同恨の土。

画'灰色粘阿土

E75Y6/1灰色粘岡土カーボンを棒状に少量含むｃ焼土ブロソク（1～2ｍｍ）含。弥生土罷含。
!Ｚ2.5Y3ﾉ1凪褐色粘質土健娩面の一筋の可薩性が扇いが、遺揖に性格上炉の可能性は低い。弥生土認含。
In5B6ﾉ1宙灰色粘間土やや粘性凪い･遺物は水平に地棺。鉄分沈澱が多く水分の典積層と思われる。
⑨Ｎ７ﾉ1灰色砂賀土カーボンを粒状に少且含む。鉄分の沈激が見られる。弥生十器含。
⑩Ｎ７ﾉ1灰色砂間土⑨層よりやや粘質である。弥生土器含。
⑪)１０BG5/1両灰色粘質土カーボンをブロック状に含む。弥牛十器の破片を多く含む。

⑫2.5Y3/1瓜褐色粘貿土焼土をブロック状に含む。カーボンを粒状に多く含む。焼土の厚さから炉の可能性がある。弥
牛十鴎含。

:⑬Ｎ６ﾉ1灰色粘質土カーボンをブロソク状に多く含む。河原石（3～4ｃｍ）倉。弥生士塞含。
ｕｌ５Ｂ７/1明宙灰色粘質土カーボンをシミ状に多く含む。炉床の可能性が忍い°弥生士器含。

ｌ１ＳＮ７ﾉ1灰色砂質土やや砂質。カーボンを粒状に含む。弥生±器含。

０ １ｍ
１－－．．．．０‐‐__－Ｉ

Ｂ － H昌錘ＱｍＢ・
ダ
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①１０YR4/2灰黄褐色粘貿士性根。拳大の磯・小
礎含。砂が混じっている。鉄分含。スミの粒ご
く僅か含む。

②2.5Y4ﾉ2暗灰黄色粘質砂層磯含。乾燥すると
よくしまる。

●Ｅ‘

Ｅ●

／

二三龍

凶呈空匹'Ｃ・， Ｄ,Ｃ－

①2.5Y副2黒褐色粘質土焼土粒・炭化物・土器片含。拳大の畷あり。
②2.5Y4/2暗灰黄色粘質土鉄分を柱状に含む。炭化物の柱を少し含む。僅かだが砂を全体的に含。
③５Ｗ2灰オリーブ混砂粘質土砂質が非常に強い。土器粒・土器片・炭化物含。鉄分を柱状に僅かに含む。

Ｇ－ 比塑QｍＧ

－４６－

Fig.１７２区SIO2実測図

①2.5Y3ﾉ2黒褐色粘質土焼土の粒を含む。小磯・スミ粒・土器含。
②１０YR2/1黒色混砂粘質土炭化物・焼土含。
③１０YR4/2灰黄褐色土焼士・炭化物・小磯含。
④２‘5Y4/2暗灰黄色砂層炭化物を少々 含・

１ｍ０

Ｅ－

扉壱三一三

①2.5Y4ﾉ2暗灰黄色粘質土柱根。土器片・磯・と二一二一
焼土粒含。鉄分をごく僅かに含む。よくしまっ
ている。

②2.5Y4ﾉ1黄灰色混砂粘質土乾燥するとよくし
まる。鉄分を僅かに含む。小磯を少量含む。
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Fig.１８２区SIO2出土遺物実測図
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６爽形土器である。胴部最大径を上位に有し、肥厚した口縁部は「<」の字に屈曲して直線的に開く。端

部はナデにより角張る。肥厚した口縁部と比べ胴部は薄く仕上げられる。内・外器面には上方へ掻きあげた

刷毛目が明瞭に残る。

７喪形土器である。口縁部は直線的に開き、端部で短く強く外反する。そのため口唇部には平坦部が僅か

に認められる。胴部は最大径をやや上方に有し丸みを帯びる。

８蕊形土器である。胴部最大径を中位に持ち、口縁部は屈曲して直線的に開く。端部は四角に成形される。

磨耗が激しく内・外器面ともに調整は不明。

９謹形土器である。胴部最大径を上位に持ち、やや丸みを帯びる。口縁部は短く直線的に開き、やや角張

る。脚台部は下方に向かい、やや開きながら直線的に開く。端部の成形は角張る。内・外器面に明瞭に刷毛

目を残す。

隅丸方形を呈する竪穴式住居跡である。多量の際や土器、及び炭化物が出土し、４区のSI11（竪穴式住居

跡）と同様に、台石も確認された。また出土状況から破砕後に瞳かれたと推測される土器が出土している。

さらに、ガラス玉も出土している。

中央部に位世する炉跡は楕円形を呈し、地山層である砂層に浅く掘り込まれており、焼土と炭化物で構成

されている。南隅部の土坑は炭化物・焼土で構成され、貯蔵穴と考えられる。また東隅部の土坑は浅く掘り

こまれているが、遺物の出土等も認められず遺構の性格は不明である。そして炉跡を挟んで検出された柱穴

は、共に柱痕を有しており、主柱穴であろうと考えられる。
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EI6

、

遺柵名

時期

切り合い関係

規模・深度

面禰

竪穴式住居跡SlO2

弥生時代後期

SIO3を切る

５．４１×５．０１ｍ×０．１７ｍ

23.43iTi

主軸方向

炉

土坑

柱穴

備考

A-Ａ':Ｎ=2。

中央部0.89×0.83×0.12ｍ

南隅部1.53×1.00×0.20ｍ

東隅部1.41×1.00ｍ×0.11ｍ

P１０．４０×0.38ｍ

(柱痕0.18×0.17×023ｍ）

Ｐ２０．４５×０．４２

(柱痕0.19×0.14×0.44ｍ）



１０蜜形土器の脚台部片である。脚台部は緩やかに外反しながら短く開き、端部は四角に成形されて低い。

外器面の鯛整は磨耗の為不明であるが、内器面および底部は僅かにナデが施されている。おそらく、８の口

縁部片の脚台部と思われる。

１１台付鉢形土器である。底部から直線的に口縁部に至り、端部はやや尖る。内・外器面に明瞭な刷毛目

が見られる。脚台部端部の形態は欠損のため不明である。

１２小型の婁形土器である。最大径を胴部上位にもち直線的に底部に至ると推定される。口縁部は強く屈

曲して直線的に短く伸び、端部はナデにより角張る。内・外器面に刷毛目が蝿められる。

１３小型の蜜形土器である。胴部最大径を中位にもち、脚台部はやや外反して低い。脚台部外器面および

内器面に刷毛目をよく残す。胴郎卜付から口縁部は欠損して不明。

１４鉢形土器である。胴部最大径を上位にもちやや丸みを帯びる胴部を経て、凸レンズ状の底部に至る。

口縁部は直線的にやや上方へ開き、端部は薄くなりつつやや角張る。外器面中位以下には上方向への削りが

窺える。

１５壷形土器である。頚部は直線的に斜め上方へ開き、肥厚したロ縁部は大きく外湾し上面に平坦面を施

す。平坦面には明瞭な刷毛によるおさえが露められ、端部外面にはロ縁端部に沿って沈線が施される。

１６壷形土器の胴部である。胴部中位で屈曲し、やや上げ底気味の平底に至る。底部の鯛整は磨耗のため

不明である。頚部より上部は欠損しているため不明である。

１７壷形土器である。胴部最大径が中位にあり、丸みを帯びる胴部を経て凸レンズ状の底部に至る。口縁

部はやや外反しながら上方へ開き、端部成形は角張る。外器面全体には明瞭な刷毛目が観察されるが、内器

面は磨耗若し<、薄い為か鯛整は不明である。

１８高杯形土器である。口縁部は端部に向かい大きく外湾し端部でやや下がる。よって、上面に僅かな平

坦部が形成される。端部は角張り、内・外器面には薄く横ナデが観察される。口縁部以下欠損のため、全体

の器形は不明である。

１９高杯形土器である。浅い杯部が胴部中位で屈曲した後、複合的に伸びる口縁部が外湾しながら大きく

開く。口縁端部はナデ鯛整により角張る。また、脚部は下方に向かって綴やかに外反して据部は強く外湾す

る。裾端部はナデにより角張る。上下それぞれ4箇所の穿孔が互い違いに施される。外器面には明瞭に刷毛

目が潔められる。

２０高杯形土器の杯部である。口縁は直立し端部付近でやや肥厚する。外器面には一条の断面三角形粘土

紐突帯を巡らす。直線的に伸びる底部は脚部付近で肥厚する。外器面には明瞭に槙方向への刷毛目が明瞭に

残る。杯底断面には明確に脚部との接合面が閲められる°

２１高杯形土器の脚部である。直線的に下方に向かい、裾部で屈曲し端部は丸くおさまり低脚である。杯

部形態は欠損のため不明である。

２２高杯形土器の脚部である。杯部接合面から外方へ向かって緩やかに外反し、端部はナデにより角張る。

外器面には明瞭な刷毛目やナデが観察される。杯部は欠損して形状等は不明であるが、欠損部位の痕跡から

外へ広がる杯部が予想される。

２３鉢形土器である。丸底を呈し、やや内湾する胴部がそのまま口縁部に至り、端部で上方へ屈曲する。

端部成形は丸くおさまる。全体的に器面には磨耗が腿められ、調整の確蝿は難しい。

２４長頚壷形土器の頚部である。ゆるやかに開きながら立ち上がり、口縁部に向かってやや外反する。口

唇部はナデにより角弧る。内・外器面ともに明瞭に刷毛目を残す。

２５短頚壷形土器のロ緑部である。口縁端部は内面に平坦面を持つよう成形されている。口縁部直下より

数条からなる横位沈線が施文される。

－５２－



２６重弧文変形土器である。胴部中位に緩い屈曲部を持つ。屈曲部上位は直線的で下位はやや丸みを鞘び

る。肩部は多くの階段状の条線が巡り、一部に刻み状の縦位短沈線が施される。その下位には直径4ｃｍ程の

小型の垂弧文が上向きに施される。さらに屈曲部には3本の横位沈線上に刻み状の縦位短沈線が施される。

屈曲部以下には刷毛目が罷められる。頚部以上と底部は欠損のため不明である。

２７重弧文壷形土器胴部である。胴部中位に緩い屈曲部を持ち、丸底を呈している。肩部から胴部にかけ

て多くの横位沈線が施され、屈曲部直上には6重からなる上向きの重弧文が巡る。さらに屈曲部以下は刷毛

目後ナデが施されている。頚部の立ち上がりを僅かに残す。

２８重弧文壷形土器の両部である。多くの階段状の条線が施されている。条線部Iまへラ状の工具を利用し

丁寧に横撫でにより削り出される。頚部との接合面には刷毛目、内器面にはナデが施される。

２９重弧文壷形土器の屈曲部上位の施文帯部である。屈曲部には、横位沈線上に刻み状の縦位短沈線が施

され、その問には3重からなる重弧文が上向きに施されている。

３０亜弧文壷形土器の胴部、重弧文施文帯部である。８重からなる上向きの重弧文がやや丸みを帯びなが－

部重複しながら、２箇所に施されている。

３１．３２．３３．３４璽弧文壷形土器の屈曲部片である。屈曲部は直角よりやや広く、屈曲部には横位沈線が

巡る。その上に刻み状の縦位短沈線が施され、その上位には上向きの重弧文が施されている。屈曲部以下に

は刷毛目が施される。

３５粘板岩製砥石である。全面に磨痕が認められ、磨跡により断面三角形を呈する。特に各端部では顕著

に磨痕が認められる。それぞれの面の中心部は磨痕による窪みが見られる。

３６リソイダイト製の砥石である。表衷・側面に縦方向の磨痕が認められる。中心部は顕著に窪む。

進柵名 竪穴式住居跡SlO3 主軸方向 Ａ-Ａ':Ｎ-90。

時期 弥生時代後期 炉
中央部炉0.35×0.32×0.07ｍ

掻き出し部0.4×0.35×.02ｍ

切り合い関係 SlO2に切られる 土坑 未検出

規模・深度 ０．２ｍ 柱穴 未検出

面秋 14.14㎡（掘削部分） 備考

切り合い関係のため、３/4ほどが残存した楕円形を呈する堅穴式住居跡である。住居跡掘削時から多量の

炭化物と焼土が確駕されている。住居跡の中央部では長さ約40ｃｍの炭化材が数点出土し、木目から中央部

に向かって倒れたことが予想される。またその直下より、炭化したカヤが住居跡全面に渡って出土した。こ

れらは住居跡の屋根材であることが推定され、焼失住居である可能性が考えられる。

住居跡の中央部に位世すると想定される炉跡は浅く掘り込まれており、西側に灰の掻き出し部も確認され

た。土坑や柱穴は確魂できなかった、

－５３－



①Z5Y6ﾉ2灰闘色粘質土鉄分を柱状に多く含む。
②2.5Y5/2蹄灰批色粘貿土カーボンを粒状に少量含む。
③2.5Y5/2陥灰黄色粘貿土②1Wに比べやや粘寅で避物（細片）を少量含･
④2.5Y刀2灰茄色粘蜘土カーボンを多く含む。
⑤2.5Y7/2灰黄色粘閲土カーボンを粒状にわずかに含む。
(6)2.5Y5ﾉ2附灰菰褐色粘質土偲梱に比べやや粘質。
⑦2.5Y5ﾉ2賄灰黄褐色粘質土粘性が強くカーボンをブロック状に多く含む。
⑧2.5Y6ﾉ6明黄褐色粘貿土弥生後期土器多く含む。
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Fig.２４２区SIO3出土遺物実測図

３７鉢形土器である。平底を呈しやや内湾する胴部がそのまま口縁部に至る。口縁端部は丸く成形される。

口縁部付近の内器面には指頭圧痕が連続して観察される。

３８蜜形土器の脚台部である。僅かに外反しながら短く開き低い。外器面の調整は磨耗の為不明であるが、

内器面は刷毛目、底部にはナデ調整が施されている。

３９喪形士器である。胴部最大径を上位に持ちやや丸く、胴部は強く張り口縁部と胴部の境では強くしま

る。口縁部は短く直線的に開き、内・外器面ともにわずかに刷毛目を残す。

４０リソイダイト製の砥石である。１面だけに磨痕が認められ、中央部はやや窪む。

４１頁岩製の砥石である。表裏・右側面の3面に顕著な磨痕が認められる。表・裏面は使用により窪む。
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①2.5Y5/2賠灰黄色粘貿土鉄分を
部分的に含む。スミの塊（３～
４ｃｍ程度）・スミ粒含。マンガン
粒を全体的に多く含む。粘質はそ
れほど強くない。
②2.5Y4/3オリーブ褐色粘土粘貿
弱ぃ。鉄分を全休的に含む。マン
ガン粒をごく価か含む。スミ粒を
微量（1～2粒程度）含。

Ｐ１

①2.5Y4ﾉ2暗灰黄色粘土柱根と考
えられる。鉄分を柱状に含む。ス
ミ粒・焼土含。

②2.5Y4ﾉ3オリーブ褐色粘土鉄分
を柱状に含む。マンガンの粒含。
スミ粒・焼土粒を含むが（１）層ほど

ではない。柱の掘り方と考えられ
る,、
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①2,5Y4/2暗灰黄色粘土柱根と考
えられる。鉄分・土器粒・スミ粒
含。
②2.5Y4/3オリーブ褐色粘土鉄
分・土器片・スミ粒含。柱の掘り
方と考えられる鼻
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４２胴部最大径を上位に持つ小型の麺形土器である。口縁部は僅かに屈曲して短く外方へ開く。底部はく

びれるがやや厚く、上げ底の脚台部を有する。外器面に刷毛目、内器面にナデが認められる。

４３丸底を呈する鉢形土器である。胴部は内湾しながら口縁部に至り、端部は四角に成形される。磨耗の

為調整は不明瞭であるが、内器面底部に指頭圧痕が露められる。

Fig.２６２区SlO4出土週物実測図
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楕円形を呈する竪穴式住居跡である。住居跡の中央西部に位置する炉跡は、長楕円形を呈し浅い掘り込み

を持つ。そして炉跡から東側に向かって、灰を掻き出した痕跡が認められる。南東隅部に位置する土坑は、

長楕円形を呈して浅い掘り込みをもち、その埋土は炭塊・炭粒などを含むことから貯蔵穴と考えられる。ま

た中央部に位置する柱穴は共に柱痕を有し、主柱穴と考えられる｡
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遺構名

時期

切り合い関係

規模・深度

面積

竪穴式住居跡SlO4

弥生時代後期

無

3.43×4.03ｍ×０．１ｍ

10.90㎡

主軸方向

炉

土坑

柱穴

備考

.Ａ-Ａ‘:Ｗ=2．

中央西部0.87×0.55×0.1ｍ

掻き出し部1.02×0.53×0.05ｍ

南東隅0.85×0.41×0.16ｍ

Ｐ１０．２５×０．２×０．１８ｍ

(柱痕０．１２×0.12×0.18ｍ）

Ｐ２０．３×0.25×0.3ｍ

(柱痕0.14×0.12×0.3ｍ）



４４実形土器である。胴部最大径を上位に持つ。口縁部は緩やかに屈曲して上方へ直線的に開き、端部は

四角く成形される。内･外器面共に磨耗のため鯛整は不明である。

４５璽形土器である。胴部最大径を中位に持ち、口縁部はやや肥厚し緩やかに外反して上方へ開く。端部

は四角に成形される。肥厚した口縁部と比べ、胴部は薄く仕上げている。内･外器面共に磨耗のため調整は

不明である。

４６尭形土器の脚台部である。脚台部は直線的に開き、端部は四角に成形されて低い。接合部に強い横ナ

デが認められる。

４７髪形土器の脚台部である。脚台部は直線的に開き、端部はナデにより四角く成形されて低い。胴部は

やや丸みを帯びながら立ちあがる。おそらく、体部中位に最大径を有する器形を成すと思われる。

４８高杯形土器の脚部である。下方に向かい緩やかに外反し、裾部は強く外湾する。裾端部はナデのため

角張る。復元した結果、上下それぞれ3箇所の穿孔が互い連いに施されることが想定される。外器面には明

瞭に刷毛目が潔められる。杯部は欠損している。

４９高杯形土器の脚部である。裾部は強く外湾し、端部は角張る。穿孔は3箇所に見られる。杯部・脚上部

は欠損している。

５０重弧文長頚壷形土器の頚部である。ゆるやかに開きながら立ち上がり、口縁端部で僅かに屈曲し開く。

端部は丸くおさまる。胴部との接合面で剥離し、肩部施文部の横位沈線がわずかに確認される。内･外器面

共に明瞭に刷毛目を残す。

５１短頚壷である。口縁部は欠損しているが短く外に開くことが推定される。胴部卜付に屈曲部を持ち、

算盤形を呈する。底部は凸レンズ状を呈する。内器面に刷毛目をよく残す。

５２重弧文壷形土器である。胴部中位にやや角度の浅い屈曲部を有する。肩部から胴部にかけて多くの横

位沈線がめぐり、その沈線上に一部刻み目状の縦位短沈線が施される。その下位には10重程度の重弧文が

上向きに巡る。また屈曲部には3条の横位沈線上に刻み状の縦位短沈線が施されている。頚部から上部は短

く立ち上がり開き気味に端部へ向かう。端部は欠損している。頚部及び胴部屈曲部以下には、刷毛目が施さ

れ、内器面の頚部と胴部の接合部には指頭痕がわずかに閉められる。

５３重弧文壷形土器施文帯部片である。胴部中位に直角よりやや広い角度で屈曲を呈する。肩部から胴部

にかけて横位沈線が巡り、一部に刻み状の縦位短沈線が施される。その下位にはおよそ直径3.5ｃｍの小型の

重弧文が上向きに施されている。また、屈曲部上位には2本の横位沈線上に刻み状の縦位短沈線が施されて

いる。磨耗が激しく器面調整・施文は観察しがたい。

５４胴部中位に最大径をもつ壷形土器である。底部形態は凸レンズ状を呈する。外器面は掻き上げた刷毛

目を明瞭に残し、内器面は刷毛後ナデが囲められる。胴部上位からロ頚部を欠損している。

５５砂岩製の敵石である。棒状を呈し、両端部ともに敵打痕が顕著で、上部は使用による欠損が認められ

る。

５６敵石である。熔結凝灰岩製で扇平な円形を呈する。表・裏面中央部及び側面全体に敵打痕が顕著に認

められる。

５７頁岩製の砥石である。作業面は表・裏両面に閲められる。表面には縦方向の磨痕が顕著に認められ僅

かに窪む。
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Fig.２９２区SlO5実測図
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①z5Y4/3オリーブ褐色粘質±鉄分．マンガン粒含。スミ粒を少量含む。粘性強いｏ
②2.5Y4/2暗灰黄粘質土鉄分を柱状に含む。マンガン粒．土器片．スミ粒含。粘性強いｃ
③2.5Y3/1黒褐色粘土スミの塊．土鋸粒含。鉄分を少量含む。炉の掘り方と考えらえる‐
④５Y4/1灰色混砂粘質土鉄分を少量含む。スミ粒含。粘性弱い。
⑤2.5Y4/3オリーブ褐色粘土スミ粒．マンガン粒含。鉄分を粒状に含む。
⑥2.5Y3/2黒褐色粘土鉄分．スミ粒．拳大の喋含。砂を若干含むが⑦層ほどではない。
⑦５Y5/1灰色混砂粘土鉄分を全体的に含む。スミ粒含。

割９
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遺構名 竪穴式住居跡Sｌ０５

時期 弥生時代中期

切り合い関係 無

規模・深度 4.69×4.29ｍ

面積 １６．０６㎡

主軸方向

炉

土坑

柱穴

備考

Ａ-Ａ':Ｎ=３８。

北西隅部炉0.78×052ｍ×0.24ｍ

掻き出し部0.77×0‘5×0.06ｍ

西部1.59×1.15×0.02ｍ

0,58×0.54×０．１７ｍ

1.03×0.84×０．０６ｍ

南部1.35×1.12×0.05ｍ

Ｐ１０．３３×０．３×0.65ｍ

P20.41×０．３５×0.65ｍ

楕円形を呈する竪穴式住居跡である。住居跡の北西部に位置する炉跡を中心にして、住居跡全体に炭化物

片や焼土が確認された。また、炉跡を中心として南側に向かって灰の掻き出し部も検出された。住居跡の東

部に位置する土坑は長楕円形の浅い掘り込みをもち、さらに東西2方向に深い掘り込みを持つ。また南部の

土坑は非常に浅い掘り込みをもつ。いずれの土坑も性格は分からなかった。さらに検出された2基の柱穴か

らは柱痕は確認できなかった。

５８蕊形土器である。逆L字の口縁部をもち逆円錐形の器形を呈する。器面調整は磨耗のため明瞭ではない。

底部は欠損のため不明。

５９リソイダイト製の砥石である。断面三角形を呈し全面に縦方向の膳痕が認められる。表面には蔽打痕

もあり、中央部は使用によりやや窪む。

遺構名 竪穴式住居跡S106 主軸方向 A-Ai:Ｗ=1。

時期 弥生時代後期 炉 中央部0.67×054×0.11ｍ

切り合い関係 土坑 未検出

規模・深度 425×４．１２ｍ×0.1ｍ 柱穴 未検出

面積 14.60㎡ 備考

長楕円を呈する竪穴式住居跡である。住居跡全面にわたって多迅の土器が出土している。埋土は粘質土で

あり粘土層を床面としている。住居跡中央部に位置する炉跡は円形を呈して浅い掘り込みを持ち、炭化粒を

含む。

－６２－
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2.5Y4ﾉ3オリーブ褐色粘質土蝕分を柱状に含む。磯〈拳大）・土器片・スミ粒含。しまりがある。マンガン
の粒を全体的に含む。住居の床面と考えられる。

Ｃ－ Ｈ昌匙zｍｎｃＯ

①2.5Y4厘賠灰黄色粘土スミの塊（1～２回､)・スミ粒・鉄分含。
②2.5Y”黄褐色粘土鉄分を全体的に含む。スミ粒含。炉の基底邸。
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，ハ６０斐形土器である。口縁部はやや外反しながら立ち上がる。

/｜、､$端部はﾅデによりやや角張る｡胴部は最大径を中央部付近に有

｢１Ｍ巽搬‘…臓嘩……
１，|｜嚇蕊噸撫繍剛：
I'ｊ'る｡内･外器面ともに刷毛目を残す｡
，’‘〉

Ｍ、／６２霊形土器である。胴部最大径を中位に持つ。口縁部は屈曲
、Ｌ二一〆‘

して直線的に開き、端部は四角に成形される。頚部と胴部の境
〆－－へ
，．…へ、は強<横ナデにより押さえられる。

(憩い②“璽形土藷の脚台部である｡短く外反して低い｡外器面の調
整は磨耗の為不明である。内器面は刷毛目、底部はナデが施さ

れている。

６４謹形土器である。胴部最大径を中位にもつ。口縁部は胴部

よりやや屈曲して上方へ直線的に開き、端部成形は四角におさ

Ｆｉ９３２２区SlO6出土遺物実測図 まる。脚台部は直線的に伸びて低い。

６５複合ロ縁壷形土器の頚部から口縁部である。頚部は直立し、

口縁部はやや外反して開き、口縁端部に向かい内湾する。

６６長頚壷形土器の頚部である。胴部との接点からゆるやかに開きながら立ち上がり、口縁端部付近で薄

くなりつつ、更に大きく外反する。内・外器面とも著しく磨耗している。

６７丸底形土器である。底部は緩やかな丸底を呈し、直立するように直角に屈曲して直線的に胴部へ向か

う。内・外器面には薄く横ナデが施される。断面観察より底部と胴部の接合面が観察される。欠損のため器

形は不明であるが、ジョッキ型土器の底部であると思われる。

６８重弧文壷形土器の胴部片である。僅かに残る頚部直下より数条の樹位沈線が巡り、一部に刻み状の縦

位短沈線が施される。その下位に上向きに璽弧文、屈曲部には横位沈線上に刻み状の縦位短沈線が施されて

いる。内器面は樹ナデが施される。

６９重弧文壷形土器の胴部片である。頚部直下の部分で多くの横位沈線が巡り、刻み状の縦位短沈線が施

されている箇所もある。磨耗が著しく、施文・調整などの観察はし難い。

７０重弧文壷形土器の胴部片である。途中にやや緩い屈曲部を有する。施文部は上位に横位沈線、その下

位に上向きに亜弧文、さらに屈曲部には櫛位沈線上に刻み状の繕位短沈線が施されているが磨耗が激しく施

文・器面鯛整は観察し難い。

７１璽弧文壷形土器の胴部片である。上位の横位沈線文様帯は幅広く、刻み状の縦位短沈線が施される箇

所もある。その下位には直径2.5ｃｍ程度の小型の重弧文が上向きに3箇所確蝿される。

７２砂岩製敵石である。棒状を呈し、厳打痕が表面全体と端部に顕著に認められる。特に端部は平坦にな

るほど使用されている。上部は欠損している。
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北側に隅丸方形を呈する竪穴式住居跡である。しかし、南側は不定形の平面形をなす。遺構の一部をトレ

ンチにより切られ、炉の一部にもかかる。住居跡の中央に位通する浅い掘り込みの下部より炭が集中して認

められることから、炉跡と考えられる。遺物の集中は炉跡周辺が顕著である。
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遺構名

時期

切り合い関係

規模・深度

面稲

竪穴式住居跡SlO7

弥生時代後期

4.10×4.80ｍ×0.24ｍ

１６．７７㎡

主軸方向

炉

土坑

柱穴

備考

Ａ－Ａ１:Ｎ=3°

中央部1.05×0.9×0.12ｍ

未検出

未検出
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隅丸方形を呈する竪穴式住居跡である。住居跡の中央部に位置する炉跡は浅い播鉢状を呈している。粘土

層、焼土府、炭化物照の順番に二度に渡って堆積している状況が確認される。また焼土は非常に比熱した状

態であり、長期間に渡って使用されていたことが想定される．
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m－２５０ｍＡ１

１灰色粘質±キメの類かいシルト状の土でカーボン・焼土を粒状に含む

灰±かひ
２炭化層（黒褐色）植物の織製がわずかに剛粥されるが鮮掴は不明である
３爆土（赤褐色〉シルト状にキメの細かな戦態である中央にプロソク秋

に境けた部分がある。

４灰色轄質土キメの詔かいシルト状の土でカーボン・焼土を粒状に含む
灰±かご

５炭化層（黒渇色〉植物の綴維が僅かに観察されるが鮮畑は不明‘
６灰色詰質±キメの網かいシルト状の土でカーボン･娩土を粒状に含む
灰±か二
Ｚ暗灰色糖土床過下層にあたり防湛の為の誤り粘土となっている。
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Fig.３４２区SIO8実測区
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遺柵名

時期

切り合い関係

規模・深度

面祇

竪穴式住居跡Sｌ０８

弥生時代後期

麺Ｅ

３．８５×3.52ｍ

12.71㎡

主軸方向

炉

土坑

柱穴

備考

Ａ･Ａ':Ｗ=7．

中央部0.62×0.62×0.15ｍ

未検出

未検出
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大越の土器や台石が出土している。本道櫛は平面プランの検出作業、土層断面観察、そして土器の分布

状況より少なくとも2軒の竪穴式住居跡が切り合い関係で存在することが考えられる。しかし、地山と遺構

埋土に明確な差異が認めらないことや、台石から想定できる床面の広がりが睡昧であることなどから調査

は難航した。また、やはり切りあっているSlO1との関係も同様な状況であるため不明碗である。そのため、

S'０１とSXO1の平面プラン、及び辿物の帰屈については暖昧にならざるを得ない。

－６８－

遺柵名

時期

切り合い関係

規模・深度

面祇

SXO１

弥生時代後期

SIO1を切る

不明

不明

主軸方向

炉

土坑

柱穴

備考

未検出

未検出

未検出
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７３ジョッキ形土器である。平底を呈し、屈曲しやや内傾しながら立ち上がり胴部に至る。外器面は刷毛

目、内器面はナデが施される。

７４整形土器である。胴部上位から中位にかけて最大径を有する。口縁部は肥厚して「〈」の字に屈曲し

て直線的に開き、端部はナデにより角張る。胴部は肥厚したロ縁部と比して薄く作られている。脚台部は直

線的に開き、端部成形は丸く低い。内・外器面共に上方へ掻きあげた刷毛目が観察される。

７５璽形土器である。胴部最大径を中位に有する。口縁部は肥厚して「<」の字に屈曲してやや外反し、

端部はナデにより角張る。肥厚した口縁部と比べ胴部は薄く仕上げられる。内・外器面共に上方へ掻きあげ

た刷毛目が明瞭に残る。

７６蓮形土器である。胴部最大径を中位に持ちやや丸みを帯びる胴部を呈する。口縁部は短く外反し、端

部はナデにより四角におさまる。器面調整は内・外器面共に摩滅が著しく確潔し難い。

７７謹形土器の脚台部である。緩やかに外反して開き、端部は丸く成形されて低い。内器面は全体的に刷

毛目を残す。おそらく７６の喪胴部の脚部にあたるものと思われる。

７８獲形土器の脚台部である。短く外反して開き、端部はナデにより丸く成形されて低い。底部外面から

直線的に脚台部に至る。

７９窺形土器の脚台部である。僅かに外反して開き、端部は四角く成形されて低い。胴部はやや丸みを帯

びる器形を呈するようである。

８０霊形土器の脚台部である。下方に向かい緩やかに外反して開き、端部はナデにより四角におさまり低

い。

８１謹形土器の脚台部である。下方に向かいやや外反して開き、端部成形は四角におさまって低い。脚台

部および底部は薄く仕上げている。外器面に縦方向にナデ痕が残る。

８２複合口縁壷形土器の口縁部である。やや外反して開き、のち強<屈曲して内傾する。外器面は刷毛目

が認められ、内器面には指なでの痕跡が窺える。

８３複合口縁壷形土器の口縁部である。胴部接合部から頚部にかけて大きく外反して開き、のちに強く屈

曲して内傾する。頚部には1条の刻み目突帯が貼り付けられ、外面屈曲部には刻み目が巡る。口縁部は横方

向の刷毛目が罷められ、頚部は縦方向の刷毛目が施されている。内・外器面共に刷毛目が観察される。

８４胴部中位に最大径をもつ壷形土器である。底部形態は凸レンズ状を呈する。内・外器面共に刷毛目を

明瞭に残す。口頚部は直接の接点はないが82の複合口縁の頚部がくるものと思われる。

８５鉢形土器である。最大径を胴部中位にもち、頚部で「〈」の字に屈曲して外反し口縁部に至る。内・

外器面の鯛整はいずれも刷毛目調整である。口縁端部および底部の形態は欠損のため不明である。

８６髭形土器である。胴部中位に最大径をもつ。口縁部は緩やかに外反して開き、端部成形は四角におさ

まる。内・外器面共に刷毛目が認められる。

８７重弧文壷形土器の頚部から口縁部である。頚部はゆるやかに外反して立ち上がり、丸くおさめられた

口縁端部に至る。頚部中位に上向きの重弧文が施文され、さらにその下位に横位沈線が巡る。内・外器面は

ナデ調整が施される。

８８重弧文壷形土器の胴部片である。胴部中位に直角よりやや広がる屈曲部をもつ。肩部から胴部にかけ

て横位沈線が施される。その下位には7重ほどからなる上向きの重弧文が施されている。さらに屈曲部に刻

み状の縦位短沈線が施されている。磨耗が激しく器面姻轄などは観察しがたい。頚部および底部は欠損のた

め不明である。

８９重弧文壷形土器の胴部片である。直角よりやや広い屈曲部を持つ。８重の重弧文が上向きに施されてい

る。さらに屈曲部には横位沈線上に刻み状の縦位短沈線が施されている。磨耗が激しく器面調整は観察し難

－７２－
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９０高杯形土器の口縁部である。浅い杯部から複合的に屈曲して外湾しながら大きく開き、端部はナデに

より角張る。内器面には磨きの痕跡が認められる。脚部及び杯部の底面は欠損する。

９１高杯形土器の杯部である。椀状の杯部を持ち複合的に外反し強く外反する。端部はナデにより角張る。

内・外器面共に刷毛目後ナデである。脚部並びに杯底部以下を欠損する。

９２大型の鉢形土器である。底部は丸底で胴部の最大径を口縁部直下に有し、頚部で「〈」の字に屈曲し

て直線的に開く。口縁端部は角張る。外器面は刷毛目が認められ、内器面はナデが確認される。

９３粘板岩製台石である。作業面は図で示した面のみで明瞭に磨痕が認められる。側面に工具状のもので

削った痕跡がわずかに認められる。遺構床面直上から出土している。

包含層出土物

９４謹形土器である。胴部最大径を上位に持つ。口縁部は屈曲してやや外反し、端部は四角に成形される。

外器面に明瞭に刷毛目が確露される。

９５小型の喪形土器である。胴部最大径を中位に持つ。口縁部は屈曲してやや上方へ直線的にのびて四角

い端部に至る。台部は緩やかに外反して開き、端部はナデにより四角におさまって低い。

９６小型の鉢形土器である。凸レンズ状の分厚い底部を持ち、やや内反しながら丸く成形された口縁部に

至る。外器面は上方へ掻きあげた刷毛目が明確に残る。

９７大型の鉢形土器である。凸レンズ状を呈する底部から直線的に上方へのびて口縁部に至る。端部は丸

く成形されている。内・外器面共に刷毛目が施され、内器面底部にはわずかに削りも認められる。

９８謹形土器の脚台部である。脚台部は棒状に作られやや上げ底を呈する。外器面に刷毛目を明瞭に残す。

９９菱形土器の脚台部である。胴部からややくびれて分厚く僅かに上げ底である。調整は磨耗のため不明。

100壷形土器の口縁部である。頚部で屈曲し、大きく外湾して口縁部に至る。端部はナデにより角張る。

頚部に数条の沈線が施される。外器面はナデが施され、内器面には刷毛目の後ナデが施される。

101短頚壷形土器である。胴部中位に直角よりやや広い屈曲部を持つ。屈曲部からわずかに内反しつつ立

ち上がり、口縁部で直立するように短く屈曲する。口縁端部は丸くおさまる。屈曲部以下も僅かに内反しつ

つ尖り底気味の底部に至ると推定される。外器面はへう磨き、内器面はナデが施される。

102高杯形土器の脚部である。下方に向かい緩やかに外反し裾部は強く外湾する。裾端部はナデにより角

張る。３箇所の穿孔が施される。杯部との接合面で剥離している。

103高杯形土器の脚部である。杯部から緩やかに外反しながら下方に向かい、裾部で強く僅かに屈曲しつ

つ四角く成形された端部に至る。内器面にはナデが認められる。

104高杯形土器の脚部である。直線的に下方に向かい、裾部でやや外反して四角に成形された端部に至る。

細く長脚である。器面調整は磨耗により不明である。杯部形態は欠損のため不明である

105重弧文壷形土器の胴部片である。肩部に階段状の条線が施され、縦位短沈線も観察される。

106壷形土器の胴部片である。そろばん型の胴部に直角よりやや広い「<」状に屈曲部をもち、直上に３

条の横位沈線が施されている。器形などから璽弧文壷形士器と考えられるが、重弧文が確認されていないこ

とからここでは壷形土器として報告する。

107重弧文壷形土器の胴部片である。直角よりやや広い屈曲部を持つ。４重の重弧文が上向きに施されて

いる。さらに肩部及び屈曲部には横位沈線上に刻み状の縦位短沈線が施されている。

108重弧文壷形土器の胴部屈曲部以の下部位である。屈曲部上位に3本の横位沈線上に刻み状の縦位短沈

線が施されている。また屈曲部以下は刷毛目が施されている。

－７３－
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109安山岩製の打製石斧である。直線に近い刃部を持つ。欠損のため全体の形状は不明であがおそらく、

短冊状の形態を示すものではないかと思われる。

110安山岩製打製石識である。二等辺三角形に近い形状を呈するが、基部でやや角度を変える。平基式で、

やや大型である。

111リソイダイト製石盤である。形状は方形を呈する。刃部にはわずかに使用痕が認められる。

112砂岩製の敵石である。平面形状は楕円形を呈し、敵打痕が表裏面中央部と側面の端部に認められる。

表面中央部は使用頻度が多くよく窪んでいる。

写

Fig.４１２区包含層出土遺物実測図
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7.5Y6/1灰色土鉄分、マンガン粒を少且含む。やや粘性を帝びる。

7.5Y5ﾉ1灰色土しまりがない。マンガン粒を全面に含む。大きなものは径,cｍ程のものまである。土器粒が頂

やや粘性。スミ粒（5ｍｍ程度）のものも入っている。

2‘5Y5煙剛灰黄色粘質土マンガン粒及び微分を全面に含み土器を含む。

２５Y5ﾉ2賠灰黄色粘土蝕分を（全面）非常に多く含む。マンガン粒も含む。

一－一一一

Ｄ一 H竺迦pｍＤＥ－－

１１ｂ

Ｆ 一

Ｃ

llOYR4J2灰黄褐色土鉄分を帯状に含む。しまり強い。鉄分は帯状だがムラがある。
２２．５Y4ﾉ2陥灰黄色土よくしまっている。鉄分を粒状に僅かに含む。

３７．５YR6/2灰褐色土マンガンの粒を極少凪含む。１層より粘性がある。粘性は鰯い。

４１０YR4ﾉ3にぶい黄褐色土よくしまっている。土濁粒含。蝕分が柱状に含む，所々に蝕分の塊（2～3ｍｍ程度）
が含む。マンガン粒を極少且含む。

５１０YR4/2灰黄褐色土上層によりしまりはやや弱い。マンガン粒を少量含む（部分的に典中する所もあり）。
土器片・土器粒含。

5ａ2.5Y4曜昭灰黄色土小磯層。鉄分を柱状に含む。マンガン粒含む。やや粘性あり。
６１０YR4J4褐色土全面にまんぺんなく鉄分を含む。マンガン粒を多く含む。

７５Y4/1灰色粘質土粒状のマンガンを多国に含むが部分的に少量の所もある。全体的に含まれているが局部的
に藻中する部分がある。粒の大きさも1ｍｍ程座や1ｍｍ以下の粒もある。鉄分を柱状に含む。土器片・土器粒
を少量含む。本来包含周である可能性。

7ａ2.5Y4ﾉ2昭灰黄色粘貢土やや粘貿を帯び3割程度の割合で飲分を含み、マンガン粒を多く含む。鉄分を柱状
に含む。

８２５Y5/1歯灰色粘質土鉄分を柱状にやや多く含む，マンガン粒を少、含む。６a眉よりも粘質が強い．
8a25Y4ﾉ1黄灰色粘間土マンガン粒を非常に典中して含む．マンガンも柱状に入る。鉄分をやや含む。やや粘
質。鉄分を柱状に含む。７層ほど粘性強<ない．

９２．５Y錘陥灰黄色粘土全体的に鉄分を柱状に含む。スミ粒（2ｍｍ鞭度）・マンガン粒を微且含む。
9aZ5Y5ﾉ1黄灰色粘質土やや粘性を帯びる。全面に微分を柱状に含みマンガン粒をごく微量に含む。レンズ状
地柵。

102.5Y5/1黄灰色粘土１０周ほど粘性は強くないｅ砂を含む．蝕分を少量柱状に含むｃスミ粒（1ｍｍ浬度〉をご
く微量に含んでいる。マンガン粒を微量に含む。

１１１０Y6/1灰色混砂粘土鉄分を粒状に含む．下部に砂を含むの

11ａ2.5Y6曜灰黄色粘土粘性が強い。少量鉄分を柱状に含むニレンズ状堆相．
11blOYR5ﾉ1灰色混砂粘土砂を混じる．鉄分をごく微凪に含む。

１２１０YR4/1褐灰色粘質土餓分を柱状に含む。マンガン粒を少、含む。１５a層とはマンガン量と土色が迎うｅ土
器片含。

12a25Y4/2珊灰黄色土しまっている．鹸分を柱状に含むニマンガンの粒を少且含む。マンガンの量は断面図の
右にいくほど多くなる。

132.5Y5曜暗灰黄色帖貿土１５周より帖質が強い勤蝕分を柱状に含んでいるが16園の上腿までである＝スミ粒が
ごく僅か邸分的に含む｡

Fi939西片百田２区A-A.～F-P土層断面図

142.5Y4雇暗灰黄色混砂粘土粘性鑓し、

14ａ2,5GY5/1オリーブ灰色混砂粘土１２i

l4blOY5/1灰色混砂粘土僅かに砂を含4

14ｃ2.5Y5曜暗灰黄色混砂粘土砂を伝か

157,5Y6/1緑灰色砂眉粗い砂。小磯を

15a25GY5/1オリーブ灰色層磯含まな｛

１６２．５Ｙ５層閉灰黄色砂周しまっている

まれていない所とある◇粘土の粒〈５

１７２．５Y5ﾉ2暗灰黄色砂しまった砂層。
１８５Y4川灰色砂旧サラサラの粗い砂。

あ５Y5ﾉ1灰色粘質土全体的に鉄分を多

い7.5Y5/1灰色粘土鉄分を少鼠含む．

う7-5Y5/1灰色粘土鹸分を少且含む。

A25Y4/2時灰黄色粘間土粘質強い。

僅かに含む。

Ｂ５Ｙ４/1灰色粘閃土粘性強い･鮫分を
Ｂ2.5Y4/2賠灰黄色粘貿土粘性は非常

を2～3個程度含む。
C25Y5/2昭灰黄色粘土粘質が非常Ｉ

（1ｍｍ以下）を２～3粒程度含む。

Ｄ５Ｙ４/1灰色粘側土粘性弱い°鮫分を
Ｅ2,5Y6/2灰黄色粘土鉄分を粒状に含

Ｅ2.5Y5'2暗灰黄色粘質土鉄分を柱状，

Ｆ2.5Y4堰蹄灰黄色混砂帖測土欽分をＩ

Ｇ２５Ｙ５/2暗灰黄色粘土鉄分を粒状に

H10YR4/1褐灰色砂碑層５ｃｍ程度磯が

?§・ａ。ｂ・ｃ。。。ｅ・ｆ・９．ｈ・ｉ・ｊ.ｋ・1１



られる。
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０ 動１１

鉄分を罰分的に含むが色は薄い。鉄分の塊をごく僅か含む。

層の砂が多旦に混じる。
．。－圏僅かに鉄分を含む。

ﾆ含む。鉄分をブロック状にやや多く含む。
§む。
$｡

，鉄分を柱状に含む。鉄分の色は薄い。鉄分を多く含む所と、あまり含
nm限度）をごく僅かだが含む。

園。

､に柱状に含む。マンガン粒は微量。

凌分を柱状に多く含む。マンガン粒含。カーボン粒（1ｍｍ程度）をごく

位状に（2～3ｍｍ狸度）に多く含む｡、マンガン粒(2mm)を1つ含む｡
に闘い。蝕分を柱状に含む。マンガン粒をごく僅か含む。小喋(1句弱）

二強い。鉄分を柱状に少量含む。マンガン粒を微量含む。カーボン粒

'主状に含む。マンガンの粒をごく僅かに含む。
3．マンガン粒をごく個かに含む（一部柱状あり)。
二多く含む（部分的に粒状になる)。

n状に含む。粘質あり。
苛む。粘性が非徽に強い。
腿ざっている｡。
Iは自然の落ち込みよる三角地積と考えられる。
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2.5Y4/2餓灰苗色土マンガン粒喝全体的に多く含む。小磯含む。鹸分を柱状に含む。土善
粒・スミ粒を極僅か含む。

2.5Y4ﾉ3オリーブ間色帖貿土粘貿強い。マンガン粒含。蝕分を柱状に含む。スミ粒を極僅

かに含む。

2.5Ⅷ/2暗灰黄色粘土鼓分を柱状に含む。スミ粒含。

5Y6ﾉ2灰オリーブ粘土層粘質が非常に桧い°スミ粒含。鹸分を邸分的に極僅かに含む。
2.5Y5/2賄灰黄色粘土鉄分を柱状に僧かに含む。邸分的に砂を含む。

2.5Y5/1黄灰色混砂粘土銭分を柱状に薄く含む。

7.5Y駁1灰色砂層水分をかなり含む。小畷を僧か含む。鉄分を一団分含む。

2.5Y5/1黄灰色粘土粘性麗い。鮫分置柱状に含む。スミ粒含。マンガンの粒を全体的に含
む。

2.5Y罰2暗灰黄色粘貿土粘間は弱い。マンガン粒を多国に含む。蝕分を部分的に含む。
z5Y4ﾉ2珊灰黄色粘質土帖岡強い。鉄分を柱状に含む。マンガン粒を含む。カーボン粒〈１

程度）を極僧か含む．

2.5Y4ﾉ1黄灰色粘土蝕分を柱状に含む。スミ粒（1～2ｍｍ程度）含°マンガンの粒を僅かに
含む。

2.5Y5n黄褐色粘土ＡＰ層より粘貿強い°蝕分を全体的に柱状に含む．マンガン粒含。
2.5Y6/2灰黄色粘土鉄分を柱状に含む。水分を多く含んでいるためかゆるい。
2.5Y4ﾉ3オリーブ褐色混砂粘土砂が混じっているが5屈狸ではない。鉄分を柱状に含む。ス

ミ粒を極僧か含む。

5Y4層灰オリーブ色粘土部分的に砂が混じる所あり。極値かだが鉄分を柱状に含む。

5Y4川灰色粘質土粘性強い。蝕分を柱状に（2～３程度）多く含む。マンガン粒（１程度）
１つ含む。

2.5GY4/1明オリーブ灰色粘間砂帖質強い。歓分を所々含む。この閥の下から水が湧く。

２５Y4ﾉ3オリーブ褐色粘質土鉄分を柱状に含む。マンガン粒を裡僅か含む。
2.5Y4/2賄灰黄色帖質砂鉄分を部分的に含む。スミ粒を含む。粘質は弱い。マンガン粒を

極憎か含む。
5Y4/2灰オリーブ粘質土

5Y釘2灰オリーブ帖質砂蝕分を柱状に部分的個かに含む。Ｆ間より砂が多い。粘性は強くな

い。

5Y4鯉灰オリーブ砂周鉄分を柱状に薄く含む。小磯を極僅か含む。

2.5Y副3黄褐色混砂粘土鉄分をわずかに含む。小磯を含む。
5GY4ﾉ1昭オリーブ灰色砂層鉄分を仙かに含む。上岡の砂周に比ぺて目があらい。

10YR4ﾉ2灰批褐色粘質土粘質はそこまで強くない。マンガン粒を非常に多く全体的に含む。
鉄分を柱状に含む。スミ粒・スミの塊を部分的に含む。
5Y4/2灰オリーブ帖質砂層蝕分を僅かに柱状に含む。

2.5Y4/1黄灰色粘土鉄分含。マンガン粒を個かに含む。粘土としては硬い。
2.5Y5/1黄灰色粘間土鉄分を柱状に含む。よくしまっている。マンガン粒をわずかに含む。
2.5Y5/2鯖灰黄色粘質土に蝕分を柱状に佃か含む。マンガン粒を個かに含む。

5Y4/1灰色粘質土粘間が非常に強い。鉄分を全体的に含む。マンガン粒・土器粒を個かに

含む．スミ粒含む。
2.5Y3/1瓜褐色粘質土非常に粘質が錨<マンガンを多く含む。鉄分を全体的に含む。

2.5Y劃2m灰黄色粘貿土粘性は非常に弱い。マンガンを全体的に含む。鉄分倉。
2.5Y3/2瓜褐色粘貿土渦の埋土と考えられる。蝕分を柱状に含む。マンガン粒を記分的に

含む。乾媛するとバラバラになる．粘性は弱い．
2.5Y4/3オリーブ褐色粘質土潤の埋土と考えられる。鉄分を柱状に含む．ｂ厨より粘性が強

い｡

2.5Y4ﾉ3オリーブ褐色粘質砂部分的に鮫分を性状に含む。帖質は強い。
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Fig.４３２区包含層出土遺物実測図
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数も増加している。しかし、遺樹内外の土はシルト質が強いために、判別が難しく検出に難航した。
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⑩2.5Y4煙暗灰黄色土しまりありｃ弱粘性。細かいマンガン粒を全体的に含む。鉄分を部分的に含む。少迅の炭化物を含む。
本層より土器が多く出土している。
(2)５Y3/1オリーブ瓜色粘貿±しまりあり。粘性あり。鉄分・マンガン粒・炭化物多く含む．（Ｍｎ＞Fe）

ＳＫ２４

’'

１１１

‐ 錘

･曇す

Fig.４５３区SIO１，ｓK１５．２４実測図

９－－‘一
１ｍ

、、

（

’１"‘

､

Ｗ

零 Ｈ
１

Ｉ

ＳＫ１５

●ＡＯＡ・ ｜’

⑪2.5Y4/4オリーブ褐色粘土よくしまる。粘

性強い。鉄分を少困含む。

②2,5Y4/3オリーブ褐色粘土よくしまる。粘
性強ぃ。鉄分を少母含む。炭化物・焼土多
く含む。

⑪2.5Y7/2灰黄色粘土しまりあり。粘性強い。

炉内の灰土か。炭化物が大半を占め全体的には
肌色を呈する。焼土は粒状に含む。
鍵２５Y7ﾉ2灰黄色粘土①層と同間の±･炉内の
灰土と考えられる。①層とは郷なり焼土で偶成
され、全体的に赤色を呈する。炭化物を少量含
む。

(3)2.5Y7/2灰繭色粘土①。(2'層と同根。炭化
物・焼士はほとんどなく､灰土で桐成される層。

比&60V､Ｃ,

ロ

焼土炭化物分布範囲

2）３区

１．２区に接し地形はさらに高まりを持ち、安定した微高地上にあたる。竪穴式住居跡や土坑等の遺構の
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隅丸方形を呈する竪穴式住居跡である。住居跡全面に渡って大量の土器の出土が認められ、特に中央部か

ら南西部にかけては密集して分布している。中央部に位置する炉跡は橘円形を呈し、浅く掘り込まれている。

また床面は土層断面観察から粘質土を張り床としていたことが考えられる。

1０

楕円形を呈する竪穴式住居跡である。住居跡の北東部に長さ約20ｃｍ程度の自然炭化した木片が6点集中

して出土している。中央部に位置する炉跡は浅く楕円形に掘り込まれ、炉跡の中心部付近はさらに約1.4crT

深く掘り込まれている。炉跡内埋土は炭化物と焼土で占められ、灰土と考えられる。柱穴は炉跡近くに1箇

所のみ検出されたが、柱痕は確認できなかった。

113認形土器の口縁部である。逆L字を呈し、端部に刻み目を施す。

114高杯形土器の杯部である。深い杯部から直線的に上方へのび、胴部中位で強く屈曲した後、複合的に

外反して開く。口緑端部はナデにより角張る。胴部中位および杯部と脚部の接合面に刻み目突帯が巡る。内

外器面に刷毛目後ナデを施す⑥

1１４

Ｆｉｑ４６３区SlO1出土遺物実測図

遺構名

時期

切り合い関係

規模・深度

面讃

竪穴式住居跡SIO１

弥生時代後期

SK24を切る

4.30×3.90ｍ×０．１５ｍ

１３‘４㎡

主軸方向

炉

土坑

柱穴

備考
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中央部

1.1×０．９６×０．１１ｍ

未検出

柱穴0.2×0.2×0.09ｍ

遺椴名

時期

切り合い関係

規模・深度

面積

竪穴式住居跡SlO2

弥生時代後期

無

2.72×2.51ｍ×0.23ｍ

6.13,｢ｉ

主軸方向

炉

土坑

柱穴

備考

A-Ａ':Ｎ=-23．

B-B,:Ｗ=24・

中央部

1.50×１．４８×0.04ｍ

未検出

未検出
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115婁形土器である。胴部最大径を上位に持つ。口縁部は屈曲して直線的に開き、端部は四角に成形され

る。外器面に明瞭に刷毛目が確腿される。

116蜜形土器である。口縁部は短く直線的に開き、端部成形は角張る。内外器面には刷毛目をよく残す。

117璽形土器である。胴部最大径を上位に持つ。口縁部は緩やかに上方へ直線的に開き、端部で価かに屈

曲する。そのため、蝋部は丸くおさまる。

118蜜形土器である。口縁部は胴部との接合部で強く屈曲して外に向かい面線的に開き、ナデによりまる

くおさめられた口縁端部に至る。端部は丸い。

119寵形土器である。口縁部は「〈」の字に屈曲して直線的に開き、端部はナデにより四角におさまる。

内・外器面共に明瞭に刷毛目を残す。

120璽形土器である。薄く仕上げられた口縁部は「<」の字に屈曲して直線的に開く。端部は四角に成形

される。内・外器面に上方へ掻きあげた刷毛目が観察される。

121吏形土器の台部である。台部は短く直線的に開き、端部成形は四角くおさめられ低い･

122複合口緑壷形土器の口縁部である。大きく外反して開き、屈曲してほぼ直立する。口縁端部はやや肥

厚する。口縁部の内器面には横方向の刷毛目が観察される。

ー 一

－８４－

Fig.４７３区SIO2実測図

①2.5Y4虐蹄灰黄色粘土よくしまる。粘性あり。乾娯するとボロボロになる。鉄分．マンガンを
少且含む。良化物・土器粒を多く含む。土謁出土。
②2.5Y4/2暗黄灰色粘質土しまりあり。粘性あり。砂．マンガン・鉄分を部分的に含む。炭化
物・土器粒など含。基本的には③圃と類似しているが③層よりやや明るい。
③2.5Y4パ黄灰色粘質土しまりあり、粘性あり。砂を所々に含むため砂田忠がある。鉄分．マン
ガンを上層より少且含む。庚化物含。
④z5Y4ﾉ1黄灰色粘貿土土質は③層と同一周であると考えられるが、炭化物．焼土を多く含み層
を形成している為分層する。（③層の亜層）
⑤２５Y5/2暗灰黄色土しまりあり。弱粘性。一部に炭化物導少且含む。マンガン．鉄分倉。
⑥2.5Y5/1黄灰色土しまりあり。閏粘性。部分的に鉄分・マンガンを少且含む。砂を少量含みザ
ラつく。

１ｍ
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Fig.４８３区SIO2出土過物実測図
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横位沈線が巡り、その下位に10重からなる櫛描波状文が施されている。

ア
●

＞

①2.5Y4/2暗灰満色粘質土鉄分をわ
ずかに含む。スミ粒・土器粒含。
性根。

②2.5Y4/3オリーブ褐色粘質土スミ
の塊・鉄分含。

③2.5Y5ﾉ2暗灰黄色混砂粘質±鉄分
を柱状にわずかに含む。スミの
塊・スミ粒。部分的に砂含。

Ｉ

④

ＳｌＯ３

－８６－

Fig.４９３区SIO3実測図

０１ｍ
１．．．－マー‘‐－－’

Ⅲﾄz5Y4ﾉ2賠灰黄色粘質土粘

質は強い。鉄分・スミ粒含。
柱根と考えられる。

(2)2.5Y4/3オリーブ褐色粘質土

鉄分・スミ粒・土器粒・畷

含。粘質強い。(1)層の方が粘
質強い。

。Ｂ，Ｂ・

E竺迩､Ｃ,

①１０YR4/2灰黄褐色粘質土鉄分をわず
かに柱状に含む。スミの塊・焼土粒
（焼土塊もある）含。粘質は弱くしま

っている。

②５Y4ﾉ3オリーブ褐色粘質土鉄分を柱

状に含む。焼土粒・スミ粒・スミの塊

含。①層より粘質はある。
③2.5Y5/2暗灰黄色粘質土鉄分を柱状

に含む。粘性強い°スミ粒をごく僅か

に含む。
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123壷形土器の口縁部である。頚部で屈曲し直線的に開いて口縁に至る。端部はナデにより角張る。器面

調整は明瞭ではない。

124複合口縁壷形土器の口縁部である。大きく外反し、強く屈曲して内傾する。口縁端部は薄く仕上げら

れる。

125高杯形土器の裾部である。脚部接合面上方の屈曲後より強く折れ外に向かい直線的に大きく広がる。

端部は角張る。

126壷形土器の口縁部である。端部は丸くおさまりナデが施されている。口縁端部直下より多くの細かな

,’
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一

隅丸方形を呈する竪穴式住居跡である。大量の炭化材が出土しており、その大半は住居壁から中心に向か

って倒れていたことが木目から読み取れた。住居跡の中央部に位置する炉跡は摺り鉢状を呈する浅い掘り込

みである。柱穴は炉跡を挟むように2基確認され、共に柱痕が認められ、主柱穴と考えられる。土坑はP1と

切りあって検出され、長楕円形を呈し浅い掘り込みをもつ。貯蔵穴と考えられる。また、炭化材や焼土の検

出状況と図化に耐えうる遺物がないことから、住居跡廃絶後に焼却された可能性が考えられるｃ
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Fiq､５０３区S104実測図

25Y4/3オリーブ褐色粘質土粘質弱いマンカン位を全体的に含む飲分・スミ粒・スミの塊・土器片・土器粒含

一

、二‐

過描名

時期

切り合い関係

規模・深度

面積

竪穴式住居跡Sl03

弥生時代後期

無

3.49×2.96ｍ×０．１４ｍ

10.08㎡

主軸方向

炉

土坑

柱穴

備考

Ａ=Ａ':Ｎ=２８．

Ｂ－Ｂ':Ｗ=28。

中央部0.72×0.62×0.17ｍ

1.30×0.72×０．１３ｍ

Ｐ10.22×０．２１×０．１７ｍ

Ｐ20.27×0.27×０．１３ｍ



月

隅丸方形を呈する竪穴式住居跡である。住居跡の東部は調査区外にあたり、全体の約2/3を完掘しているｃ

住居跡の埋土は単層であり、炭や炭粒を含む。附帯施設の検出には至らなかった。

一
牙

Ａ－

０

－'一 ＝〆

『｡

慰I8lUOUv顧噌 －１９

基本土間

１２５Y5/4黄褐色土マンガン粒（2～3ｍｍ程度）・
土器粒・スミ粒含。

２２．５Y4ﾉ3オリーブ褐色粘闘±鉄分・土器片含。マ
ンガン粒を全体的に含む。部分的にマンガン粒の
強い部分がある。粘釘函い。
３５Y4ﾉ2灰オリーブ色粘質土鉄分を全体的に含み
鉄分の暦と考えられる。２周より粘釘強い。炭化物
をごく仮か含む。
４２．５Y4/2珊灰黄色粘貿土鉄分を柱状にわずかに含
む。マンガン粒含。粘質はそれほど強くない。
５a5Y5/2賄灰黄色粘質土鉄分含。マンガン粒僅か
に含む｡4膳より粘釘強い°
６５Y4（灰色泥砂粘閲土鉄分を僅かに含む。粘質
強い。
７５Y4/2灰オリーブ砂間部分的に鉄分を含む。

ノ§一
ＳIＯＥ

且里3△ａＱＩｎＡ’

A25Y5ﾉ2賄灰黄色土鉄分含。

B10YR4/3にぶい黄褐色粘質土鉄分を柱状に含む。部分的にマ
ンガン粒含。

C10YR4ﾉ2灰黄褐色粘貿土粘間強い。鉄分含。マンガン粒を全
体的に含む。

①2.5Y4/3オリーブ褐色帖閲土土器片・マンガン粒・鉄分含。粘
性強い。床而と考えられる。
②５Y4ﾉ1灰色粘質±鉄分を柱状に含む。スミの塊・スミ粒含。
焼土粒をごく価か含む｡粘買強い。
③2.5Y4/2附灰黄色粘問土粘質弱い。スミの塊・スミ粒含。鉄分
を惟かに含む。

､4,5Y3/2オリーブ黒色混砂粘質土鉄分を柱状に含む。スミ粒・
土器粒を仮かに含む。怪石含。
⑤５Y4/2灰オリーブ混砂帖質土スミ粒含。砂を含むが粘質強い°
１２．５Y4ﾉ2硝灰茄色粘岡土粘間強い。スミ粒・焼土粒・鉄分含。
ごく僅かだが砂を部分的に含む。②層とは同色だが焼土の含有
風が逸う。

'１２‘5Y4/2118灰黄色粘閥土隔スミ塊・焼土塊含。灰だし部と考え
られる。粘性強い°
1112,5Y3/1瓜褐色粘闘土部分的に砂を含む。焼土粒・スミ粒含。
灰を撒きだした土の一部と考えられる。
IV10YR4/1禍灰色粘閲土スミの塊含｡灰を含んだ土のようで瓜
っぽい。灰だし部と考えられる。
Ｖ2.5Y3ﾉ2照禍色粘閲土鉄分を柱状に含む。スミの塊・スミ粒・
娩土粒含。灰を含んだ土で灰だし部と考えられる。
V110YR4ﾉ2灰茂褐色粘間土全体的に土が赤化している為燃焼面
と考えられる。スミの塊・焼土粒含曾炉の基底謡。

Fiq､５１３区SIO5実測区
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遺櫛名

時期

切り合い関係

規模・深度

面狐

竪穴式住居跡S104

弥生時代後期

無

3.73×322ｍ×0.08ｍ

11.15㎡（推定）

主軸方向

炉

土坑

柱穴

備考

Ａ-Ａ‘:Ｗ=47．

Ｂ－ＢＩ:Ｎ=49。

未検出

未検出

未検出



遺構名 竪穴式住居跡SlO5

時期 弥生時代後期

切り合い関係 無

規模・深度 0.15ｍ（深度のみ）

面祇 6.13㎡（掘削部分）

主軸方向

炉

土坑

柱穴

備考

Ａ－ＡＯ:Ｎ＝-４．

中央部炉跡0.5×一×0.1ｍ

掻き出し部0.78×－×0.12ｍ

未検出

未検出

遣柵の中央から西部分は調査区外にあり全体の約1/3の調査を行った。その結果、隅丸方形を呈する竪穴

式住居跡と考えられる。長さ約30ｃｍの炭化材が数点出土しており、木目から中央に向かって倒れているこ

とが確認できる。その炭化材のすぐ側に位置する炉跡は浅い掘り込みをもち、灰の掻き出し部が南に向かっ

て検出された。掻き出し部には炭化物が密に認められた。調査区内での柱穴や貯蔵穴は確認できなかった。

また北隅部に多鼠の土器がまとまって出土している、

Ｉ受貸ﾐﾐﾐごー‐垂員

ト
、 １，侭、

■

1，７

Fiq,５２３区SlO5実測図

127高杯形土器の口縁部である。椀状の杯部を持つと推定される。口縁部は屈曲後、僅かに外反しながら

大きく開く。端部はナデにより角張る。内外器面共に刷毛目をよく残す。（図がな－い）

128誕形土器である。口縁部は立ち上がり気味にやや外反し、端部はナデにより角張る。内外器面とも上

方へ引き上げた刷毛目を明瞭に残す。

129蕊形土器である。胴部最大径を中位に持つ。口縁部は屈曲して直線的に短く開き、端部は丸くおさま

る。内・外器面共に明瞭に刷毛目をのこす。

130誕形土器である。口縁部は「<」の字に屈曲して直線的に開き、端部はナデにより角張る。外器面に

明瞭に刷毛目が観察される。

131壷形土器である。頚部で屈曲し、やや外湾して口縁部に至る。端部は丸くおさまる。外器面に刷毛目

を残す。

132壷形土器である。最大径を中位にもち張りが強い。口縁部は頚部で屈曲した後やや外反しながら、四

角に成形され下方に向く端部に至る。底部は凸レンズ状を呈す。外器面は両部付近に刷毛目を残し、中位以

下は刷毛目後ナデを施す。

133壷形土器である。胴部最大径を中位にもち球形をなす。口縁部は短いが強く外反し、端部は四角に成

形される。底部形態は欠損のため不明である。内・外器面とも上方へ引き上げた刷毛目を明瞭に残す。

134鉢形土器である。胴部上位で短く直立した後、頚部屈曲を境に斜め上方へ直線的に伸びる。端部はナ

デにより角張る。内・外器面共に明瞭に刷毛目を残す。

135重弧文長頚変形土器である。胴部中位に直角よりやや広い屈曲部をもつ。屈曲部上位には9重からな

る上向きの重弧文が施され、これを切るように屈曲部上部に3本の横位沈線を巡らす。内器面に刷毛目を施

－８９－
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Fig.５４３区SlO5出土遺物実測図
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す。欠損のため、頚部・底部は不明である。

136重弧文長頚壷形土器である。胴部中位に鋭い屈曲を呈する。肩部から胴部にかけて多くの階段状の条

線が巡り、一部には刻み状の縦位短沈線も施される。その下位には8重からなる上向きの重弧文が施されて

いる。さらに屈曲部には3本の横位沈線上に刻み状の縦位短沈線が施されている。屈曲部下位や頚部の外器

面には刷毛目が施されている。内器面はナデや刷毛目が施される。底部は欠損のため不明である。

遺構名 竪穴式住居跡SiO6 主軸方向 N=-1°Ｗ=1。

時期 弥生時代 炉 未検出

切り合い関係 鉦 土坑 1.91×1.3×0.3ｍ

規模・深度 5.26×4.46×0.03ｍ 柱穴 未検出

面積 20.79㎡ 備考

長楕円形を呈する竪穴式住居跡である。遺椛検出段階で既に床面付近であったために非常に浅く検出され

た住居跡である。西側に位置する土坑は約20ｃｍ掘り込んだあと、さらに2段の掘り下げが行われている。

また土層断面観察から下層ほど炭化物の粒が大きくなることが確認されている。貯蔵穴と考えられる。

137奪形土器である。逆L字の口縁部をもち逆円錐形の器形を呈する。器面調整はナデを施す。底部は欠

損のため不明。

－９２－
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2.5Y4ﾉ'黄灰色粘質土鉄分を柱状に含む。スミ粒、スミ
の塊をわずかに含む。マンガンを粒を含む。粘質は強い。
２５Y4ﾉ2蹄灰黄色粘質土鉄分．スミ粒含。スミの塊をわ
ずかに含む。粘質強い。
10YR4/1褐灰色粘土鉄分を全体的に含む。マンガン粒．
スミの塊含。部分的に砂が混じっている。
2.5Y5ﾉ2昭灰間色粘土鼓分を多く含む。スミの塊・スミ
粒・マンガン粒・砿（径２０cm>倉。

SIO６

H旦塑ＱｍＢ’８－

Fig.５５３区SlO6実測図

′:．′１３７



Ｔ炭化物の塊そ含み、焼土の粒を僅かに含む壱炉の崖健面にのっているだけの土用

と考えられる｡
②2.5Y4/1黄灰色帖質土灰だし部でスミの塊・雌土塊を多く含む．灰も含んでし､

唾８９mc,蓉誰蝦調践…………,……＝……､“~…へ

＞
■

＞

ｐ
3)7.5YR3'1黒禍色粘質土脱土塊を多湿に含み、鯉焼面と考えられる。スミ粒含。
4,2,5Y4/3ｵﾘｰプ褐色粘閲土災化物の扇で､炭化物を品も多く含んでいる｡炉
の灰だし部と考えられる。娩土粒含。
５２．５Y3ﾉ3論オリーブ褐色帖閥土炭化物の塊・焼土塊含。銑分含っ炉の埋土ｃ

ｊ５２‘5Y翠黒禍色肱貿土灰を含んで照<なった土で灰の鐙さだし邸と考えら脱ろ｡
鉄分を謬分的に含む。娩土の粒をわずかに含むお寅強い。
IZ10YR3fl黒棚色粘質土餓分・焼土L粒を使かに含む。灰を含んでいるため似っぽ
いｅ稽質強い
且２．５Y邑尼諸灰黄色藷質土撹化物の塊・焼土粒含。灰が混じっているため瓜っぽ
い節分がある灰出し縮と:鞍えられる粘質強ぃc
25Y5J1灰色輪間土スミ粒，焼土粒含。糖質強い。炉の轟底記と考えられる
ＩＤ５Ｗ２灰オリーブ戦闘土雌分・娩土粒含。スミの塊をごく使かに含む

生aaomn。
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Fig.５６３区SIO7実測区

i25Y4ﾉ1黄灰色職IMI土マンガン粒・鉄分を全体的に含む。スミ粒含。粘間鴎い。
I2110YR4/2灰黄褐色帖閥土スミ独・土器粒・鉄分含。マンガン枚を全体的に含む。帖筑闘い。

節２．５Y4ﾉ2賠灰黄色粘質土餓分を柱状に含む。マンガン粒を多腿に含む部分的にマンガン粒が密な所あり土器片・スミの
塊・スミ粒・焼土較含。帖貿弱ぃ

４２，５Y4,3オリーブ禍色粘闘土餓分・スミ１２・焼土較含。マンガン蓮をわずかに含む。糖質弱い°
５２５Y4ハ黄灰色粘質土粘釘弱い。スミの塊．焼土塊を多く含む館分・マンガン粒を催がに含む。炭化杓の廟。
６２．５Y翠鏑灰黄色粘闘士蝕分をごく髄か含む合マンガン粒・スミ粒含帖貿闘い。
７１０YR‘短灰黄褐色箔闘士マンガン粒・鹸含。スミの塊を1種《径2ｃｍ）合
a25YdW3オリーブ縄色垢貿土妖分を性状に含む。スミの塊．スミ粒含。柘貿非需に強い
１２５Y3/2瓜褐色城闘土鉄分を柱状に佃か合。スミの塊・焼土の塊を多艮に含む。土器片含。佑貿強い°炉の埋土。スミの劇。
II25Y3日輪オリーブ禍色粘閲土炉の埋土。鉄分．スミ粒．土器粒含。土器片あり。粘間弱い。Ｉ層より災化物の塁少ない。

画

Ｈ１１０ＹＲ４/1禍灰色粘貿土柱孤と:ザえられ

る。スミ粒・焼土粒・鉄分念。
z10YR3ﾉ2照褐色潅醐土炭化物の震であ

る。スミの塊・灰・飲分・娩土粒含。
ヨ２５Y4ﾉ1黄灰色粘貿士鮫分・マンガン粒
合へ腫土舷を僅かに含む

'１，２‘5Y4/3オリーブ褐色粘閥土鉱分・スミ

牧含。スミの蝋を僅かに含む。
Ｚ２５Ｙ４疋請灰黄色粘貿土鉄分せ伽かに含
む。焼土粒・スミ粒含１層より略間強い。
班分的に僅かに砂含。
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調査区東側で検出した隅丸方形の形態を示す竪穴式住居跡である。西側隅はほぼ直角なコーナーを有する

が、東側は緩やかな隅丸を呈している。住居土層は自然堆積による状況を示している。炉は住居跡ほぼ中央

部より検出されている。住居内の炉周辺でわずかに落ち込みを確認したが、用途並びに性格は確認できてい

ない。主柱穴はD-D'の土層図で示しているが浅い掘りこみを2基確認している。Fig.57では柱穴及び炉の関

係性を見るため床面下で確認した図面を提示している。やや西に偏った状況ではあるが、本住居跡に伴なう

支柱穴であろう。
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三~六〔弓

1,2.5Y4ﾉ2暗灰黄色坊質±鉄分を柱状に含
む。スミ粒・焼土粒含。粘性弱い･
②2,5Y4/1黄灰色粘質土鉄分．スミ粒含。

２５Y4/2瑚灰黄色粘質土スミの塊・鉄分含ｃ
Ｐ１の１暦と同扇、

_ 一

ＨＰ率pｍＧ

＝Ｕ三二
２５Y4ﾉ2暗灰黄色粘質土鉄分・焼土粒‘
スミの塊含。Ｐ１の１，屑と同層、

２５Y4/2琉灰憶色粘質土スミ粒・鉄分
含。粘質が少し強いとＰ１の１>層と同隔。

Ｇ－

------〔-ず

遺構名

時期

切り合い関係

規模・深度

面積

竪穴式住居跡Sｌ０７

弥生時代後期

無

３．６２×４．３１ｍ

15.08ITi

主軸方向

炉

土坑

柱穴

備考

A-Ａ':Ｎ=－６．

B-B':Ｗ＝６・

中央部

未検出

主柱穴2基、支柱穴6基
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138鉢形土器である。底部は欠損しているが、緩やかに

立ち上がる胴部はやや外反しながらロ縁部に至り、端部は

内器面をやや押え丸くおさめる。口縁部には1/3周ほど緩や

かなふくらみを持つ部位が閉められる。

139蜜形土器である。胴部最大径を中位よりやや上に持

ち口縁部は内器面に明瞭な稜を有し屈曲する。端部はやや

丸みを帯びながらも四角に成形される。底部は凸レンズ状

を呈する。口縁部内器面は横ナデが施される。

140鍾形土器の脚台部である。直線的に開き、端部はナ

デにより四角く成形され低い°底部は薄く仕上げている。

141尭形土器の脚台部である。やや外反して開き、端部

成形は四角におさまって低い。

142高杯形土器である。杯部は深く椀状を呈する。複合

的に開く口縁部は肥厚して斜め上方へやや外反して開き、

端部は四角くおさまる。脚部はわずかに内反しながら下方

に向かい、裾部で大きく広がる。裾端部は角張る。全体的

に薄く仕上げられ、器面には焼成時の黒斑が外器面や口縁

部の内器面に観察される。

143重弧文長頚壷形土器である。頚部はゆるやかに開き

ながら立ち上がり、口縁部に向かって大きく外反する。端

部は四角におさまる。胴部中位に直角よりやや広い屈曲部

を持つ。肩部から胴部にかけて多くの横位沈線が巡り、横

富所もある。その下位には6重からなる上向きの重弧文が巡

る。内器面には頚部と胴部の接合部を指で押さえた痕跡が
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位沈線上に刻み状の縦位短沈線が施されている箇所もある。その下位には6重からなる上向きの重弧文が巡

り、その後屈曲部に3条の横位沈線が施されている。内器面には頚部と胴部の接合部を指で押さえた痕跡が

認められる。屈曲部以下は欠損する。

144重弧文壷形土器である。胴部中位に直角よりやや広い屈曲部を持つ。肩部から胴部にかけて多くの横

位沈線が巡り、下方の横位沈線上には刻み状の縦位短沈線が施されている。その下位には7重からなる上向

きの重弧文が巡る。さらに屈曲部には3条の横位沈線上に刻み状の縦位短沈線が施されている。磨耗が激し

い。

145砂岩製磨石である。作業面は表面に固定され全体的に磨痕が認められる。使用によるものかは分から

ないが半分に割れている。

1４５

、

20cｍ０

Fig.５９３区SlO7出土遺物実測図
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(〕動2.5Y4雇飴灰黄色粘質土粘質強い、蝕

分・マンガン粒含む。土坑の埋土。
〈鹿'2.5Y4/3オリーブ褐色帖質土鉄分・ス

ミの塊含。粘１１I強い。土坑の埋土｡

③2.5Y5/2蹄灰黄色粘土スミ粒・スミの

塊含。小理をごく僅か含む薗硬い粘土．

蝕分を柱状に含む。

ｃ－１ＥｌＱ遜Ｑｍｃ・

三垂三

１２．５Y3/1瓜褐色粘岡土灰の層で灰だし邸と考えられる。焼土粒・スミ粒含。

鉄分竜柱状に含む口焼土の塊を記分的に含む。

<２１１０YR4/1禍灰色粘質土炭化物の層で灰だし部と考えられる．焼土粒含Ｕ粘

質強い§

Ｖ
１

、

〃

、

｡

Ｇ一 H旦塑ＱｍＨ。

１)2.5Y4ﾉ2則灰黄色粘土鼠分的にごく僅
かだが砂を含む。鮫分・スミ粒含．

③１０YR4/1褐灰色粘土蝕分・スミ粒含。

焼土粒をごく僅か含む。

Z25Y4/1黄灰色粘土鮫分含：スミ粒・

規土粒をごく侭か含む。硬い粘土』

(4)2.5Y5/3黄褐色混砂粘土ゆるい粘土。

焼土粒を個かに含む．鮫分含。配分的

に砂を多く含む：

＝E雪産＝

J[:2.5Y4/1黄褐色粘土上邸に餓分を性状

に含む。スミ粒・焼土粒含．
(2'１０YR4ﾉ1褐灰色粘土部分的に砂を含

む。スミ粒含。
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m）2.5Y5ﾉ2朗灰黄色粘質土鉄分・スミ

粒・土蓋粒含。マンガン粒をごく僅か

含む。往復．

''2ﾉ２１５Y4/3オリーブ褐色粘土鉄分・スミ
粒・土器粒含。柱穴の埋土。
３'2.5Y5/3黄褐色粘土ゆるい粘土、蝕分

の層ｅスミ粒含。柱穴埋土。

《412.5Y4ﾉ1黄灰色粘土ゆるい粘土⑪スミ

粒含。柱穴の埋土。鉄分を僅かに含む。

〃 。ｊＦ、

iｉ
●

J，１０YR4/2灰黄褐色帖間土鉄分を柱状

に含む。粘質強ぃ。スミ粒・マンガン

粒含．

'２２．５Y4/3オリーブ褐色粘土ゆるい粘

土。焼け石念。炭化物・焼土粒を多屋

に含む．
③2.5Y5/3黄褐色粘土スミ粒・焼土粒を

僅かに含む。〔2,層より硬い粘土ｃ

§：2.5Y4/2蹄灰黄色粘土性根と考えられ
る。炭化物・焼土粒含。ゆるい粘土，

⑤7.5Y4ﾉ4オリーブ褐色粘土鉄分を僅か

に含む。スミ粒・マンガン粒をごく僅
かに含む。部分的に砂を含んでいる。
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遺構名 竪穴式住居跡ＳｌＯ８

時期 弥生時代後期

切り合い関係 SIO９．１０を切る

規模・深度 3.64×3.50ｍ×0.08ｍ

面穣 10.30㎡

主軸方向

炉

士坑

柱穴

備考

未検出

未検出

Ｐ10.24×0.24×0.4ｍ

(柱痕0.09×0.09×027ｍ）

Ｐ２０．４×0.3×0.21ｍ（推定）

P30.23×0.2×0.23ｍ（推定）

Ｓ'０９．１０を切って検出された円形を呈する竪穴式住居跡である。３i肝の竪穴式住居跡が切り合い関係にあ

るため、調査は困難を極めた‘，柱穴は北隅･中央.南隅に3基検出され、うちＰ1からは柱痕が確認された。

遺橘名 竪穴式住居跡SlO9 主軸方向 Ａ-Ａ‘=Ｎ－１４．－Ｅ

時期 弥生時代後期 炉
中央部

０．９７×0.67×0.09ｍ

切り合い関係 SlO8に切られSIO9を切る 土坑 北部1.36×0.83×0.31ｍ

P１０．３×0.3×0.28（推定）

規模・深度 4.27×3.85ｍ×0.03ｍ 柱穴 P２０．５×0.45×0.2ｍ（推定）

Ｐ３０．４５×０．３５×0.55ｍ

面穂 16.4㎡〈残存部のみ） 備考

残存率約2/3の隅丸方形を呈する竪穴式住居跡である。住居跡の北に位置する炉跡は長柄円形で浅く掘り

込まれており、燃焼面と灰の掻き出し部が一部重複する状態で確認された。炉跡北部に位通する土坑は地山

である砂層の直上に硬い粘土を張っており、防湿機能を備えた貯蔵穴と考えられる。また炉跡を挟んで3基

の柱穴が検出された。Ｐ２．Ｐ３からは柱痕が確認されることから、主柱穴と考えられる。

過穂名

時期

切り合い関係

規模・深度

面稚

竪穴式住居跡SI10

弥生時代後期

SIO８．９に切られる

４．３０×3.43ｍ×0.05ｍ

n

ｍ

主軸方向 Ａ-Ａ'=Ｎ－１４．－Ｅ

炉 未検出

土坑 北西隅部1.43×0.76×0.06ｍ

柱穴 未検出

備考

全体の約3/7が検出された隅丸方形を呈する竪穴式住居跡である。住居跡の北西隅部で砿認された土坑は

長梢円形で浅い掘り込みをもち、貯蔵穴と考えられる。また住居跡の大半がSl08に切られているため、炉

跡や柱穴などの付緋施設については不明である

－９９－
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Fig.６１３区SK２７．２８実測図
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148

'一一一Ｊ

①１０YR4/1褐灰色粘質土よくしまっている。鉄分を柱状に含む。スミの塊・スミ粒・土器粒含。磯・土器片・マ
ンガン粒を価かに含む。

②１０YR3ﾉ1黒褐色粘質土炭化物の塊。焼けた小磯・土器片を多量に含む。炭化物の層。鉄分を柱状に僅かに含む。
士墨粒・熔十粒含。粘質強い。

③2.5Y4ﾉ2オリーブ褐色粘土土器片・土器粒含。鉄分を柱状に含む。スミ粒を含むがスミの塊は含まない。部分的
に砂が僅かに混じっている。

④１０YR4ﾉ2灰黄褐色粘土鉄分を柱状に僅かに含む。部分的にマンガン粒を含む。小磯をごく僅かに含む。焼土塊
含。焼土の層。
⑤2.5Y4厘昭灰黄色粘貿土鉄分・土器粒・スミ粒・焼土粒含。粘質強い。砂をごく個かに含む。
⑥2.5Y4/1黄灰色粘質土鉄分を柱状に含む。スミ粒・土露粒含。粘圃函い。
⑦2.5Y4/3オリーブ褐色粘土鉄分・スミ粒・焼土粒含。
I205Y4/2暗灰黄色粘質±鉄分・スミ粒・土器粒・小磯（焼け石）含°炉の埋土。
Ⅱ2.5Y”暗オリーブ褐色粘質土スミの塊・鉄分・焼土塊含。粘質強い。炉の埋土。

０ １ｍ

⑫；

ー－一
０

グ

１０cｍ



146尭形土器である。口縁部は逆Ｌ字を呈し、端部に刻み目を施す。胴部は逆円錐形を呈す。内外器面に

ナデを施す。底部形態は欠損のため不明。

147尭形土器の脚台部である。くびれて分厚く上げ底である。磨耗のため調整は不明である。

148高杯形土器の脚部である。下方に向かい緩やかに外反し、裾部でさらに外反する。裾端部はナデによ

り角張る。外器面に刷毛目を残す。

而胃．，１４９Ｌ一一
ノタ

１

、
、

ノ

長楕円形の土坑が重なって検出されたが、調査段階では一つの土坑として認識した。ここでは南側を

SK27、北側をSK28として報告する。ＳＫ２８は多量の炭化物の層に潤われており、最下層は焼土を含む粘土

を貼っている。またSK27では中央部に炉跡と推定される円形の掘り込みが確麗された。SK28は炭化物と焼

土の層で柵成されている。竪穴住居跡が削平され、炉跡部分のみが確認されたとも考えられるが詳細は不明

である。埋土中からは弥生時代中期の脚台付の窺片が出土している。

149～151喪形土器の口縁部である。口縁部は断面三角形を呈し、口縁端部に刻み目を有する。口縁部つ

け根から離れて胴部に1条の浅い沈線を施す。

152喪形土器の脚台部である。胴部からくびれて分厚く僅かに上げ底である。磨耗のため調整は不明であ

る。

Fig.６２３区SK29出土過物実測図

一
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153砂岩製鼓石である。平面形態は円形を呈し、敵打痕が表裏面中央部と側面のほぼ全面に認められる。

表裏面中央部は使用頻度が高く、顕著に窪んでいる。

154粘板岩製柱状片刃石斧である。石器製作に伴う磨痕を残し、刃部には使用痕が認められる。両刃であ

るが、器体の高さ（側面幅）が5.8ｃｍを測り、器体の幅に対する比率が1.3倍となることから柱状片刃石斧

として報告する。刃部の形成は直線的ではなく側面観は大きなカーブを描く自然面を利用した石斧である。

そのため刃部は薄く鋭利である。基部となる部分に横方向からの打力が入り－部剥離または、溺れている。

刃部は使用に伴なう刃こぼれ等は無い。

155安山岩製打製石斧。安山岩より剥ぎ取った分厚い剥片を素材とし縁辺部をそのまま刃部として使用し

ている。基部は裏面からの加撃により、両側端に扶りが入る。

156安山岩製石錐である。全面に細かな調整を繰り返して入れ錐部を作成している。上部は折ったものか

使用中に折れたものかは不明である。

－１０２－

一一画

字

1５５

Fig.６３３区包含届出±遺物実測図
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、
０

に砂を多く含む。遺構は今回調査した本遺跡中、最も規模の大きな住居が検出されている。

○

⑬／７

1ｍ に~〉

銭ジ

０

□
△○

ぐう
、~

Ｇ矛ノロー､

Ｃ

掘り込みは既に削平によって残存していないが、多くの遺物・炭化物と2基の柱穴が確認されたことから、

竪穴式住居跡と考えられる。特に、Ｐ1直上に台石159,Ｐ2直上に認型土器1個体が土圧で潰れた状態で出土

していることから、柱材を抜き取った後の住居跡廃絶に関する祭記が行われていた可能性が推定される。

3）４区

当遺跡で最初に調査に蒲手した調査区である。水田床±直下から検出される遺柵は、水田の影響からか鉄

分及びマンガン粒の集稲が強く、検出に慣れるまで時間がかかった。土壌は3区と同様に安定し３区より更

、
Ｉ

ＳＩＯ弓

－１０４－

Fiq､６５４区SlO1辿物出土状況

遥櫛名

時期

切り合い関係

規模・深度

面稲

竪穴式住居跡SIO１

弥生時代後期

無

不明

不明

主軸方向

炉

土坑

柱穴

備考

不明

不明

不明

2基
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157高杯形土器の杯部である。深い杯部から上方へ直線的に伸び、胴部中位で複合的に強く屈曲した後，

外反して開く。口縁端部はナデにより角張る。杯部と脚部の接合部分が剥離している。

158小型壷形土器である。平底を呈する。胴部最大径を中位に持ち頚部で屈曲した後、口縁部は斜め上方

へ直線的に伸びる。

159砂岩製石皿である。表面は全体的に磨痕などが認められ、特に2箇所で使用の痕跡が著しい。裏面に

も2箇所の使用痕跡が鰹められる。

－１０５－

Fig.６６４区SIO1出土遺物実測図
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長楕円形を呈する竪穴式住居跡である。住居跡のほぼ中央におよそ1.05ｍ×0.47ｍの焼土が集中して認め

られたが、明確な掘り込み等が検出出来なかった為、炉跡としての検出には至らなかった。最終的に掘り方

まで掘下げ柱穴等を確認したが、主柱穴は確認できなかった。

1ｍ

基木土府

５輸灰褐色粘貿士硬くしまっており、マン

ガン粒（径3～5ｍｍ）を多く含む。
６明侭色粘質土硬くしまっており、マンガ
ン粒（径2～3ｍｍ）・遍物を多く含む,、

1０

蛎黄担色箱質土やや粘土にちかく侭色が薄く見られる

明樋色粘質±但色が強く水平に堆荊が見られる。
灰色粘質士やや砂が混入している。
暗灰色粘質土粘性が強い。
灰色粘質±カーボンを粒状に多く含む
灰色粘土やや粘性が強くカーボンを含んでいない。

Fiq､６７４区SIO2実測区

遺柵名

時期

切り合い関係

規模・深度

面柵

竪穴式住居跡SIO２

弥生時代後期

無

5.5ｍ×4.2ｍ×0.12ｍ

21.6㎡

主軸方向

炉

土坑

柱穴

備考

A-A，＝Ｎ-16.-Ｗ

未検出

未検出

未検出
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FIq､６８４区Ｓ103実測図

竪穴式住居跡Sl03 主軸方向

弥生時代後期 炉

無 土坑

4.5ｍ×３．９ｍ×0.2ｍ 柱穴

17.55㎡ 備考

ヂ

師

・Ａ

０

lfp3心胆、Ａ‘

/－：

０

未検出

未検出

ｌ６０

Ｓｃ汀

1ｌＴ

Ｐ10.35ｍ×0.3ｍ×０．１４ｍ

P20.37ｍ×0.35ｍ×０．１５ｍ

円形を呈する竪穴式住居跡である。住居跡の壁面沿いの東西隅に2基の柱穴が確認された。柱痕は認めら

れず浅めの掘り方のみが確認された。また炉跡や土坑などの付帯施設は検出できなかった。

'６０喪形土器の脚台部である。直線的に開き、端部はナデにより四角く成形されて低い。脚台部は薄く仕

上げている。外器面接合部に指ナデの痕跡を明瞭に残すの

－１０７－
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長方形を呈する竪穴式住居跡である。多くの土器と炭化材が出土している。炭化材の木目の方向から住居

跡中央部に向かって倒れたであろうことが推定される。また、住居跡中央に位置する炉跡は浅く掘り込まれ

ており、粘質土を張ることで地山からの湿気を防ぐ撒造であったことが窺える。長期にわたり使用されてい

たためか地山は黒化し、炉床面は強く焼き締まって硬化している。さらに炉跡を挟んで検出された2基の柱

穴の一方からは炭化材が検出され、これらは主柱穴であったと考えられる。

1汀

ｇＩｑ ＤＢ’

ｌ
‐
腫
鴨
信
局
ヨ
ア

p

五

HgaA1nmB呂

一炉

口重炭化材

Ｉ黒褐色砂閲層やや粘性を称びる。焼土

粒・カーボンを多く含む。
Ⅱ黒褐色粘筑土粘性強ぃ。カーボンをブ

ロック状に含む。炉内の張粘土か。
Ⅲ瓜褐色砂隔やや粘土が混入しているが、
ほぼ砂質（掘り方時の掘り込みか）
Ⅳ黒褐色砂層砂層が黒化している層。掘
り方の最下面。
Ｖ赤化焼土強く焼きしまており硬化して
いる。

Ⅵ炉床撮り込み、焼土が粒状に入る。や
や粘質。

①蹄褐色粘質土自然堆稲6屑と類似するが土器片・焼土を粒
状に多く含む。
②瑚褐色粘質士①と同じだがカーボンをより多く含む。
③暗褐色砂貿土①．②と類似。焼土塊含。弥生後期土器含。
④砿褐色粘質土③間よりカーボンを多く含む。
⑤賭褐色粘質土
⑥蹄灰色砂質層
⑦黒灰色砂層
③蹄褐色粘質土
⑨賊灰色粘土脳
⑩暗灰色砂層
⑪黒褐色石質土

Fig.６９４区SI04実測区 ０

遺構名

時期

切り合い関係

規模・深度

面預

竪穴式住居跡SlO4

弥生時代後期

無

2.68ｍ×4.32ｍ×0.74ｍ

約11.57㎡

主軸方向

炉

土坑

柱穴

備考

Ａ-Ａ=Ｎ-17.-Ｗ

中央にて検出

未検出

炉を挟んで2箇所に検出
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Fiq‘７０４区SIO4出土週物実測図

１６１複合口縁壷形土器の口縁部である。大きく外反し、粘土貼り付け後に複合的に強く屈曲して内傾する。

口縁端部はやや肥厚する。

162壷形土器の底部である。底部はほぼ垂直で平底をなす。

163重弧文短頚壷形土器である。胴部中位に直角よりやや広い屈曲部を持つ。屈曲部から直線的に口縁部

に向かい、直立するように屈曲して丸くおさめられ端部に至る。一部欠損しているが尖り気味の底部であっ

たことが推定される。屈曲部には稜が認められ、その稜上に10重からなる亜弧文が施される。内・外器面

共にナデが施される。

巡榊名 竪穴式住居跡SIO５ 主軸方向 A-Ａ'＝N-23o-E

時期 弥生時代後期 炉 中央0.97ｍ×0.95ｍ×0.07ｍ

切り合い関係 無 土坑 未検出

規模・深度 6.35ｍ×5.0ｍ×0.27ｍ 柱穴 中央0.55ｍ×0.35ｍ×0.52ｍ

面菰 31.75ITI 備考

長楕円形を呈する竪穴式住居跡である。遺構検出時より多埜の土器が認められ、床面からはほぼ完形の斐

型士器の出土もみられる。±層断面観察の結果、最下層に粘土層が認められることから、本住居跡は貼床を

していたことが分かった。また住居跡中央に位置する炉跡も浅く掘り込まれており、粘質土によって貼床を

行っている。さらに、柱穴からは径0.13ｍ、検出面からの深さ0.27ｍを測る柱痕跡が認められた。

164諏形土器である。頚部は「<」の字に屈曲して僅かに外反し口縁部に至る。端部は横ナデ等の成形に

より四角におさまる。内・外器面に明瞭に刷毛目が観察される。

165郵形土器である。胴部から立ち上がる口縁部は頚部を境に緩やかに上方へ開きやや丸みを帯び端部に

至る。端部は四角で外面に当たる面に一条の沈線が施される。

166爽形土器の脚台部である。直線的に伸びる胴底部に付厩する脚台部は、直線的に開き端部はナデによ

り丸く低脚である。脚台部は内・外器面とも横ナデが施されている。胴上部はおそらく165の部位と接続す

るものと思われる。

167小型の蕊形土器である。胴部最大径を中位にもつ。口緑部は頚部に明瞭に稜を残し「<」の字に屈曲

した後、外反して丸くおさめられ端部に至る。脚台部はやや外反して開く。端部成形は四角くなる。内・外

器面ともに調整をよく残す。

－１０９－
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’昭瓜褐色粘岡士基本土層6層の土が焼土化して瓜化し
た土のようである。焼土をブロック状に少量含む。
Ⅱ赤化色粘田土（焼土）１１層と弧り床と思われる層。

①茶褐色粘質土住居内埋土。土器片多く含む。
②茶褐色粘土住居内埋土。週物含まない。
③灰色粘士悪床の一部か。

④黄褐色粘土弧り床の一部か。
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Fig.７１４区SIO5実測図
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Fig.７２４区SIO5出土遺物実測図
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168謹形土器の脚台部である。底部は厚くやや上げ底を呈する。

169蜜形土器の脚台部である。直線的に開き、端部はナデにより丸く非常に低い。

170窺形土器である。胴部最大径をやや上位にもち、尖り気味の底部に至る。口縁部は屈曲の後、短く直

線的に開き端部成形は角張る。内器面に刷毛目を明瞭に残す。受熱による劣化が著しい。

171変形土器である。胴部最大径を中位にもち、丸底を呈する。口縁部は屈曲後、やや外反して短く開く。

端部はナデにより角張る。器面調整は内・外器面に刷毛目をよく残す。また内・外器面に煤が付髄している。

－１１１－



Fig.７３４区SIO5出土週物実測図
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172壷形土器である。胴部最大径は中位にあり胴部は丸みを帯びる。底部は凸レンズ状を呈す。外器面の

底部周辺には工具によるナデが認められ、胴部には刷毛目が明瞭に観察される。口縁部は欠損のため不明。

173広口口縁壷形土器である。胴部最大径を上位に持ち、やや内反しながら凸レンズ状の底部に至る。口

縁部は直線的に斜め上方へ伸び、端部付近で外反する。端部は角張る。胴部と頚部の接合面に断面台形状の

突帯が1条巡る。外器面は刷毛目が施される。外器面の一部にベンガラによるものと思われる顔料が残る。

174壷形土器である。胴部最大径を中位に持ち、楕円形に近い形状を呈する。口縁部は緩やかに外反して

上方へ短く開く。胴部下半に煤が確潔される。内･外器面とも上方へ引き上げた刷毛目が観察される。底部

形態は欠損のため不明である。

175壷形土器である。胴部最大径を中位よりやや上に持ち、丸みを帯びる胴部を呈する。口縁部は屈曲後

にやや外反し短く開く。端部はナデにより四角に成形される。底部は凸レンズ状を呈する。胴部下半に削り

後ナデが観察される。
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176壷形土器である。口縁部は屈曲して斜め上方へ直線的に伸び、四角く成形された端部に至る。外器面

に刷毛目をよく残す。肩部以下を欠損する。

177壷形土器である。最大径は中位にあり屈曲した胴部を有する。口縁部は僅かに外反して角張った端部

に至る。胴部上半は直線的で屈曲部以下はやや丸みを帯びる。丸底を呈する。

178複合口縁壷形土器である。口縁部は大きく外反して開き、強く屈曲し内傾する。頚部には断面三角形

の突帯が1条巡る。口縁部内器面は横方向の刷毛目と指ナデが認められる。底部は欠損のため不明。

179鉢形土器である。丸底を呈し、胴部中位まで直線的に開いた後、直立するように屈曲して丸く成形さ

れた端部に至る。内・外器面に刷毛目が観察されるが、磨耗して一部不明である。

180鉢形土器である。丸底を呈し、やや内湾する胴部がそのまま口縁部に至る。端部成形は丸くおさまる。

内･外器面には明瞭な刷毛目が認められる。

181台付鉢形土器である。底部からやや内反しつつ口縁部に至り、端部は丸くおさめる。脚台部との接合面

が僅かに残る。高杯の可能性もあるが、ここでは台杯の鉢型土器として図示する。器面調整は磨耗のため不明。

182台付鉢形土器である。底部から直線的に口縁部に至り、端部は丸くおさめる。磨耗のため調整は不明

である。脚台部以下は欠損のため不明である。本資料も高杯である可能性はあるが、台付き鉢型士器として

図示し報告することとする。

183高杯型土器の脚台部である。杯部との接点付近でも幅の広い状態で筒型を呈している。底部付近で短

く外反し安定感を与える形状を成している。底端部には一条の沈線が巡る。内・外気面ともに刷毛目が残る。

184小型の重弧文形土器である。胴部中位に緩い屈曲部を有し、肩部には3条の横位沈線が巡り、その下

位には3重からなる沈線によりの上向きの重弧文が浅く施される。また屈曲部とその直上に2条の横位沈線

が施されている。全体的に磨耗が激しく調整は観察し難い。頚部と底部は欠損のため不明である。

185重弧文長頚壷形土器である。頚部はゆるやかに開きながら立ち上がり口縁部に向かって僅かに外反す

る。胴部中位にやや緩い屈曲部を有し、頚部との接合面である肩部から胴部にかけて横位沈線が巡り、その

横位沈線上に刻み条の縦位短沈線が施される。その下位には7重からなる上向きの重弧文が巡る。また屈曲

部には3条の横位沈線上に刻み状の縦位短沈線が施される。内･外器面ともに横ナデが施される。

186粘板岩製の石庖丁である。背部は直線的でその両端が丸みをもって半円形の刃部に至ると推定される。

表裏面から穿たれた紐孔を1つ持つ。刃部は両刃である。床面直上より出土している。

遺栂名 竪穴式住居跡SIO７ 主軸方向 Ａ－Ａ，=N-77o-E

時期 弥生時代後期 炉 中央０８５ｍ×0.65ｍ×0.15ｍ

切り合い関係 無 土坑 未検出

規模・深度 5.4ｍ×3.9ｍ×０．０９ｍ 柱穴 未検出

面澗 21.06㎡ 備考

隅丸方形を呈する竪穴式住居跡であるｃ住居跡のほぼ中央に位置する炉跡は、摺り鉢状を呈しており焼

土と炭化物で栂成されている。現地表面からの断面観察により炉跡が検出面上より掘り込まれていることか

ら、既に住居跡の大半が削平を受けていたことが推定される。主柱穴等の住居内施設は確認できなかった。

－１１５－
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Ｉ茶褐色粘質土焼土・カーボンを粒状に多く

含む。やや粘質強ぃ。

Ⅱカーボン鯉柏層やや粘質。遺物出土。北か

ら南に向かって流れ込み。

Ⅲ暗茶褐色粘質土十砂質カーボンを粒状に多く

含む。砂層の上面にあたる。カーボン・砂混じ
る。北から南に流れ込み。
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①2.5Y4ﾉ4オリーブ褐色土マンガン粒若干含。
②2.5Y4/2昭灰黄色土炭化物・焼土含。鉄分纂
積函所あり。砂を若干含む。粘性あり。
③2.5Y4Bオリーブ褐色粘質砂層マンガン粒含。
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遺描のおよそ1/2が検出された隅丸方形を呈する竪穴式住居跡である。土届断面観察より⑤層直上が床面

として想定され、貼床を行っていたようである。また炉跡や柱穴などの付帯施設は認められなかった、
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遣柵名

時期

切り合い関係

規模・深度

面祇

竪穴式住居跡SIO８

弥生時代後期

無

5.65ｍ×2.45ｍ(検出部)×0.1ｍ

不明

主軸方向

炉

土坑

柱穴

備考

Ｂ－Ｂ，＝Ｎ-56｡-Ｎ

未検出

未検出

未検出
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端部は四角く成形される。底部形態は欠損のため不明である。
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187壷形土器である。最大径は中位にあり屈曲した胴部を有する。胴部上半および下半はやや丸みを帯び

る。頚部、底部は欠損のため不明である。

188鉢形土器である。最大径を上位にもち、口縁部は緩やかに屈曲して直線的に伸びる。胴部上位で頚部

直下付近では胴部にやや丸みを帯びる。端部は丸くおさまり薄く仕上げられている。底部は凸レンズ状を呈

する。器面調整はいずれも磨耗により不明である。

189高杯形土器の杯部である。浅い杯部が胴部中位で屈曲した後、複合的に口縁部に向かい外反しながら

大きく開く。口縁端部は四角に成形されてやや下方に向く。内･外器面に刷毛目を有する。

190壷形土器である。胴部最大径を上位にもち、張りは強い。口縁部は屈曲した後、直線的に短く開く。
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構名 竪穴式住居跡Sl09

寺期 弥生時代後期

切り合い関係 SDO1に切られている

規模・深度 4.45ｍ×3.8ｍ×0.25ｍ

面識 16.91㎡

主軸方向

炉

土坑

柱穴

備考

B-B，＝N-48o-E

未検出

未検出

P１０．４ｍ×0.35ｍ×0.2ｍ

P20.42ｍ×0.4ｍ×0.2ｍ

隅丸方形を呈する竪穴式住居跡である。調査区を東西に縦断している満SDO1によって本住居跡は対角線

上に分断されている。そのため炉跡は消失した可能性が考えられる。また、柱穴が2基検出されているが、

柱痕跡は認められなかった。

191重弧文壷形土器の肩部片である。現状で7条からなる横位沈線が認められる。

遺構名 竪穴式住居跡SllO

時期 弥生時代後期

切り合い関係 SDO2に切られる

規模・深度 5.25ｍ×3.90ｍ×0.23ｍ

面識 20.47㎡

主軸方向

炉

土坑

柱穴

備考

Ａ-A'＝N-58o-E

1.3ｍ×1.35ｍ

未検出

Ｐ10.27ｍ×0.15ｍ

P２０．２ｍ×0.2ｍ

P３０．１６ｍ×0.23ｍ

P４０．２２×0.3ｍ

全体のおよそ3/4が検出、調査された隅丸方形を呈する竪穴式住居跡である。住居跡中央に炉跡が認めら

れ、四隅に柱穴が検出された。炉跡は中央に有りやや不定形を呈している。中央が摺鉢状に窪み両サイドに

かけて浅くなる。４層上面から炉が掘り込まれていることから本層直上が床面と想定できる。また柱穴から

は明確な柱痕跡は見つからなかった。

192重弧文壷形土器の肩部片である。多くの階段状の条線が巡り下方の条線上には刻み状の縦位短沈線が

施されている。さらにその下位には上向きの重弧文が認められる。内器面の一部には横ナデや刷毛目が施さ

れる。

－１２０－
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Ⅱ粘土（茶色）焼土を粒状に少量含む。東側の層

で見つからない。
111灰を含む粘土焼土（2ｍｍ程度）を粒状に含む。
Ⅳ明茶褐色粘質土２層の灰の問にある。
Ｖ灰を含む粘土焼土がブロックで含まれる（火を
強く受けたと思われる)｡
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①明黄褐色粘質土マンガン粒（径2～3ｍｍ)をまん
べんなく含む｡些木土層6の土に準じるようである。
②黄褐色粘質土カーボン粒を少量含む。
③灰色粘質土
‘1,灰色粘質士カーボン粒がまんぺんなく含まれ、
この上面で床が一面あったようである。

⑤暗黄褐色粘質±床（弧）の土か。粘質が強く他
の土の混じりは少ない。
⑥陥灰褐色粘質土灰色粘土。床の高さ調整土か。
Ｉ茶褐色粘質士焼土中に粒状にスミ入っている心
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<1)灰白色粘質±粘性強い。しま

りあり、炭化物多く含む。

(2)冊灰白色粘質土粘性あり、し

まりあり。砂若干含む。炭化物

少且含む。
(3)略灰白色砂質土しまりあり。

粘性弱ぃ。

〈４膏灰色粘質±粘性強い。しま

りあり。本週櫛の弧り床面と考

えられる。

'５淡腎灰色砂質土弱粘性。しま

り弱い。本用以下は砂府。
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⑩灰色土固くしまる。粘性あり。

砂粒・炭化物含。
②灰色砂質土しまりあり。粘性

あり。砂粒を多く含むため砂質

感が強い。炭化物・焼土粒含。
‘'3)明灰色砂質土しまりあり、弱

粘性。上厨より砂質感が強い。

炭化物を価かに含む。
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⑪灰色帖質土しまりあり。粘性あり。

乾燥時非常に固くしまる。炭化物含。

②明灰色粘質土しまりあり。粘性あ

り。炭化物、焼土を多く含む。
③白灰色土しまりあり。弱粘性。炭
化物少量含む。地点により、砂質の

強い箇所・粘側の強い函所が腿めら

れるが基本的には同一ｃ
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全体のおよそ4/5が調査された桐円形を呈する竪穴式住居跡である。住居跡全体に焼土や炭化物が広く認

められる。このことから炉跡が存在していたことが推定される。しかし明確な炉跡が検出されていない為、

本住居跡中央を横断している近世流路に削平されていることが考えられる。また中央部に位極する士坑は深

さ0.45ｍを測り、地山である砂府に粘質土で貼床をしていることから貯蔵穴と推定される。そしてＢ・Ｃに

も炭化物や焼土を含む落ち込みが確昭された。また、トーン部分は本遺構内でも特に炭化物が集中している

範囲を表している。遺物では頻繁な使用によって、円形の窪みをもつ台石が出土している。このように明確

な使用痕のある燦石器を持つ住居跡が本遺跡内には数軒認められる。

Fig824区SI11出土過物実測図
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■
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巡枇名

時期

切り合い関係

規模・深度

面覗

竪穴式住居跡SI11

弥生時代後期

排水溝に切られる

6.0ｍ×3.23ｍ×0.2ｍ

主軸方向

炉

土坑

柱穴

備考

A-AI＝Ｎ-88｡-Ｗ

未検出

排水洲に切られている為、詳細不明

未検出



193郵形土器である。口縁部は「<」の字に屈曲して僅かに外反して開き、端部はナデによって緩やかな

四角におさまる。全体的に薄く仕上げている。内･外器面共に明瞭な刷毛目が観察される。

195壷形土器である。口縁部は屈曲後やや外反して開き、端部はナデにより四角におさまる。最大径を中

位に持ち桁円形の胴部を呈する。凸レンズ状の底部を呈し、内･外器面に明瞭に刷毛目を残す。

196郵形土器の脚台部である。緩やかに外反して開き、端部はナデにより四角におさまり低い。

197認形土器の脚台部である。やや外反して開き、端部成形は四角におさまって低い。脚台部は薄く仕上

げている。胴部の立ちがる角度から193の口縁部片との接合が想定される。

198長頚壷形土器の頚部である。ゆるやかに開きながら立ち上がり、口縁部に向かって外反する。端部は

ナデにより四角になる。外器面に刷毛目、内器面にナデ痕を明瞭に残す。

199重弧文長頚壷形土器の肩部片である。数条の階段状の条線が巡り、上方と下方の条線上には刻み状の

縦位短沈線が施されている。さらにその下位には上向きの重弧文が認められる。内器面にはナデが施される。

２００文壷形土器の胴部である。胴部中位に直角よりやや広い屈曲部を持つ。肩部から胴部にかけて多くの

横位沈線が施されている。その下位には下向きの重弧文が巡ると推定されるが磨耗が著しく確認は難しい。

屈曲部には3条の微位沈線上に刻み状の縦位短沈線が施されている。屈曲部以下の外器面、内器面にはナデ

が施される。重弧文が施される土器群と器形や調整の手法は同様であるが、本来重弧文の施文が施される面

に、わずかに刷毛面が残されるのみで文様は認められない。198の頚部との接合が想定される。

201リソイダイト製の砥石である。磨痕を3面持ち、特に表面が窪んでいることから使用頻度が高かった

と考えられる。表面に少量のベンガラの付着が認められる。また、全面に渡って熱を受け黒く変色している

ことから鋤型一部の可能性が考えられる。

202安山岩製の打製石識である。二等辺三角形を呈し平基式である。先端部を欠損する。

巡柵名 竪穴式住居跡S'0６ 主軸方向 A-Ａ'＝Ｎ-24.5-Ｗ

時期 弥生時代後期 炉 未検出

切り合い関係 ＳＩ１２を切る 土坑 未検出

規模・深度 4.1ｍ×4.1ｍ 柱穴 未検出

面秋 備考

隅丸方形の平面形を呈している住居跡である。調査の結果、遺構中からは主柱穴及び付輔施設等の検出は

できなかった。また、西側の壁面は直線では確認できなかったため、大きく削平を受けていた住居跡である

と思われる。

辿拙名 竪穴式住居跡Sl12 主軸方向 Ｎ-65.-Ｅ

時期 弥生時代後期 炉 0.9ｍ×0.7ｍ

切り合い関係 Ｓｌ０６に切られる 土坑 未検出

規模・深度 5ｍ×３．９５ｍ 柱穴 未検出

面狐 不明 備考

SIO6に切られているために、全体の3/5ほどが検出、調査された楕円形プランを呈する竪穴住居跡であるｃ

中央部に認められる落ち込みは0.85ｍ×0.7ｍ×0.17ｍを測り、土層断面から炉の可能性が考えられるが、販

確に認定は出来なかった。

－１２５－
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Fig.８４４区SIO６．１２実測図

203鉢形土器である。丸底を呈して直立気味に立ち上がり、頚部で僅かに屈曲し斜め上方へ向かい口縁部

に至る。口緑端部は丸くおさめる。口縁部に2箇所の透孔を穿つ。

204鉢形土器である。平底を呈し直線的に斜め上方へ立ち上がり、直立し丸くおさめられた口縁端部に至

る。底部と胴部の接合面が断面から観察できる。

205麹形土器である。ロ縁部は「〈」の字に屈曲して僅かに外反し開き、端部でやや屈曲する。口縁端部

はナデにより角弧る。内器面に明瞭に刷毛目が観察される。

206鉢形の手狸ね土器である。内･外器面共にナデが施される。脚台部周辺のみの出土である。

（
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〃
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ロ
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画
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①暗褐色粘貿土マンガン粒を粒状に含む。カーボン僅かに含む。
②赤褐色粘質土床面と思われる。
③灰色砂質土餓分が筋状に多く入る。Ｏ １ｍ
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Fig.８５４区SllO6出土過物実測図
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Fig.８６４区SＩ4区SI11出士遺物実測図

２１０

２０７砂岩製の敵石である。表面中央部にのみ鼓打痕が認められることから、作業面を一面に固定して使用

していたことが想定される。

208砂岩製の敵石である。角燥を素材として使用によるものであろうか、大きく欠損している。作業面を

表面の一面に固定して敵打痕や擦痕が認められる。

209丸底を呈する鉢形土器である。胴部が直立気味に口縁部に至り、端部は四角に成形される。口縁部付

近に煤の付満が観察される。

210砂岩製の石皿である。図示した面にのみ使用痕が認められる。使用痕跡部は鉄分の沈満により茶褐色

に変色している。

包含層出土遺物

211壷形土器の頚部片である。屈曲部に断面三角形の突帯が1条めぐる。内・外器面に刷毛目をよく残す。

212璽形土器である。屈曲した口縁部はやや内湾しながら丸く成形された口縁端部に至る。最大径を中位

に持ちやや丸みを持つ胴部を呈す。器壁は薄く仕上げ、底部は欠損している。

213長頚壷形土器の頚部である。ゆるやかに開きながら立ち上がり口縁部に向かって僅かに外反する。端

部はナデにより四角に成形される。器面調整は磨耗のため明瞭ではない。

214壷形土器である。最大径は中位にあり屈曲した胴部を有する。口縁部は短く外反して角張った端部に

－１２８－
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至る。胴部上半は直線的で屈曲部以下はやや丸みを帯びる。平底気味の丸底を呈する。

215壷形土器である。胴部最大径を上位にもつ。頚部から直立気味に口縁部に至り、端部で大きく外反す

る。端部成形は四角におさまる。底部は上げ底気味の平底である。内・外器面に煤が付蒲している。

216用途不明の土製品である。円盤形を呈し、中央に上方へ向かって伸びる部位を持つが、この部位は欠

損により上方部分は不明である。内外器面はナデが施される。胎土は本遺跡の大半の出十一ｔ器と同一である

ことから本遺跡周辺で作られたと考えられる。

217粘板岩製の石庖丁である。背部は直線的でその両端が丸みをもって半円形の刃部に至る。表裏面から

穿たれた紐孔を2つ持つ。刃部は両刃である。

218粘板岩製の石庖丁である。直線的な背部を持ち、その両端が丸みをもって半円形の刃部に至る。表衷

面から穿たれた紐孔が1つ確認される。刃部は片刃である。

219砂岩製の磨石である。作業面は全面に渡り、平坦面は擦痕、端部は敵打痕が認められる。磨石・敵石

の両方の機能を持った石器である。
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との間に排水路を挟み向かい合う調査区である。竪穴式住居跡及び土坑、満状遺構を検出している”
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Ａ－ l上迦@ｍＡ。Ｂ－ １１呂迦ＱｍＢ． ＳＤＯ２
①2.5Y4ﾉ3オリーブ褐色粘釘土マンガ

ン粒全体的に含。鉄分・土認粒含。
土器片あり、よくしまっている。

②2.5Y4厘暗灰黄色粘質土マンガン粒
全体的に含むが含有五は①固の方が
多い。鉄分・土器片含。しまってい
る。

③2.5Y4/1黄灰色粘質土炭化物．鉄
分・小磯含。①②眉より粘質あり。
マンガン粒をわずかだが、全体的に
含。土器片あり。

④５Y4ﾉ1灰色粘岡土マンガン粒の咽
で小さなマンガン粒を弧中して含む

が、粘質は③層よりわずかに強い。
スミ粒含。

⑤１０Y4ﾉ1灰色粘質土蝕分を温く含。
鼓分圃。小さいマンガン粒含。粘岡

強い。

⑥2.5Y4/2暗灰黄色混砂粘質土鉄分

含。粘性強い。
⑦2.5Y4ﾉ1黄灰色粘釘砂屠粘岡麗い。

S ＤＯ１Ｃ－
①2.5Y4/2賠灰黄色粘質土マンガン粒全体的に
含。鉄分・土器片・土船粒含。粘質弱ぃ。
②５Y4ﾉ1灰色粘質土マンガン粒非常に多含。①②５Y4ﾉ1灰色粘質土マンガン粒非常に多含。①
膚より粘質強い。土濁粒・鉄分倉。

③１０YR4尼灰黄褐色粘貿土土罷片・マンガン粒
含。鉄分多含。鉄分の居・

④2.5Y4ﾉ1黄灰色粘土土罷片・壕・スミ粒含。
粘質園ぃ。鉄分便かに含。

Ｈ旦迦ｎｍＣ。

Ｄ－ １１旦哩曲ｎＤ。

雲吾雲
SDO4

2､5Y5/2暗灰黄色粘質土よくしまっている。マ
ンガン粒を全体的に含。僅かにスミ粒含。粘質弱
い◎

SDO3

①2.5Y4ﾉ3オリーブ褐色粘釘土全体的にマンガン粒含。鉄分・土器粒含。
土器片あり、よくしまっている。

②2.5Y4J2暗灰黄色粘釘土全体的にマンガン粒含むが含有丑は①の方が多

い。鉄分・土器片含。しまっている。
②a25Y5尼暗灰黄色粘質土よくしまっている。マンガン粒・鉄分含。
②blOYR4ﾉ2灰黄褐色粘質土にぶい黄褐色（10YR4J3）粘貿土用良化物・

マンガン粒・鉄分含。全体的に焼土含。よくしまる。
③５Y4/1灰色粘質土マンガン粒の層で小さなマンガン粒を典中して含むが、
粘質は②層よりわずかに強い。スミ粒含。

④１０Y4ﾉ1灰色粘質土鉄分を温く含む。鉄分眉。小さいマンガン粒倉。粘質
強い。

⑤2.5Y4j2晒灰黄色混砂粘貿土鉄分含。粘性強い。
⑥2.5Ｗ1黄灰色粘質砂府粘質強ぃ。スミ粒含。鉄分配分的に倉。

０ １ｍ

Fig.９０５区SDO1～04実測図
ー 一

ＳＤＯ１

鯛査区北端で東西方向に検出された澗状遺櫛である。幅約0.95ｍ、検出面からの深さはおよそ0.5ｍを測

る。土層は両側から流れ込んだレンズ状堆稲を成すことから、自然堆綱によって埋没したものと考えられる。

潟底面において、いずれかに向け傾斜する変化は確認できなかった。また、現在の排水路を挟んで4区SO11

と同一遺栂であることが考えられる。

ＳＤＯ２

鯛査区中央を北西一南東方向に検出された満状遺栂である。幅約1.2～0.8ｍ、検出面からの深さはおよそ

0.45～0.35ｍを測る。土層観察の結果、レンズ状堆稿からほぼ水平堆澗であることから自然に時間をかけて

埋没したことが窺える。潤底面はほぼ水平で本調査区内での明確な比高差は閲められなかった。また、本週

柵は道路を挟んで7区SDO1と同一遺桐と考えられる。

ＳＤＯ３

塑沓区南側に於いて東西方向に検出された溝状遺構である。幅1～0.7ｍ、検出面からの深さはおよそ０．６

～0.5ｍを測り、断面形態はＵ字形を呈する。土層の堆積±は粘性の強い粘質土で栂成されており、⑤層中よ

りSDO4と平行して確腿された。また、１０区'SDO27と同一遺栂と考えられる。

ＳＤＯ４

大半をSDO3に切られているために検出面からの深さがおよそ約10ｃｍである以外、規模については不明で

あった。SDO3と同根、方向軸が同一でSDO2以東へは延びていかないことから、本遺柵を掘り直した結果

がSDO3であることが想定される。

１「師本県文化財鯛査報告寄第234躯「西片百田週跡・西片園田遺跡」師本県軟育委回会2005」県逝工車により鯛査を

実施した範囲で、当報告書中、５区に隣接する鯛査区である。

－１３２－
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１２．５Y罪電灰黄色帖買土マンガン瞳・飲分・スミ絃・スミ塩・鰻土粒含．よ昌Z5Y牛5オリーブ縄色悠買土よくしまヮている．マンガン粒・スミ１２合。欺
くし震っている．分性状に合．

ｚ２５Ｙ４ｊ１黄灰色路間土唄化抱多且に念．スミ・規土魂・マンガン畦含．轄質皇１０YR＆/2灰貫恨色帖筒土よくしまっている心スミ鮫１軒より多興土弱融合鱈
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'0YR4pにぷい黄縄色胎貿土鏡土厩層焼土を全体的に倉。スミ魂・マンガン粒念。

25Y4n貴灰色嘘質士慶化抱塊多。鰐＝境・マンガン12念．

10ＹＲ４Ｚ灰黄混色給貿士マンガン瞳．スミ１２・土蓮粧念．

'OYR4aオリーブ縄色絡賀±マンガン粒・焼土舷唖懐かに念．

25Y4壇篭灰黄色稚面土スミ職．二器腫含ｇマンガン粒全体的に念．
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SlO1と重複し検出された巡柵である。プランの大半が調査区外に位置し全体形は不明であった。炉及び

柱穴は未検出である。

圃場整備後に4区との間に掘削された水路によって遺構の約半分は残っていなかった。SIO2との遺構の重

複によって巡柵のプランは未確定であったが、現地での調査では過篭のラインが見られたことから、２軒か

らなる竪穴式住居跡と想定している。
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Fiq､９２５区S'０１．０２出土迦物実測図
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遣柵名

時期

切り合い関係

規模・深度

面澗

竪穴式住居跡SlO1

弥生時代後期

S'02と重複

主軸方向

炉

土坑

柱穴

備考

Ｂ､Ｂ,Ｎ-79.-Ｅ

未検出

未検出

未検出

遣柵名

時期

切り合い関係

規模・深度

面祇

竪穴式住居跡SIO２

弥生時代後期

SIO1と重複

不明

不明

主軸方向

炉

土坑

柱穴

伽考

B-B,N-79o-E

未検出

未検出

未検出



SIO1及びSlO2とも、調査段階では別の遺栂として捉え図化しているが改めて遺物及び炭化材の出土状況

等を検討すると、規格は少し大きくもあるが1つの遺栂として捉えられるものと思われる。２つの遺構に跨

り広く検出されている焼失住居の炭化材と思われる柱材の分布の中に別の住居としてラインが引けない事な

どがある。また、出土週物も弥生時代後期のものを主体としたもので時期差はない。よって、ここでは、調

査段階での遺柵検出の所見を優先させ図面を掲城しているが、整理段階での所見は先にあげた観察により１

軒として捉えて記したい。

S101

220重弧文壷形土器の胴部片である。磨耗が著しいため詳細は不明であるが、４重の重弧文が施されてい

る。屈曲部での沈線は見られない。

S102

221鉢形土器である。やや内傾しながらそのまま角張った口縁部に至る。外器面に刷毛目をよく残し、内

器面に刷毛目後ナデが認められる。底部形態は欠損のため不明。

222蜜形土器である。口縁部は「〈」の字に屈曲して僅かに外反し開き、端部は角張る。内.外器面共に

明瞭に刷毛目が観察される。胴部中程以下を欠損する。

223窺形土器の脚台部である。直線的に開き、端部成形は丸くおさめられて低い。器面調整はナデが施さ

れる。外器面底部に煤が付満している。

224粘板岩製の石庖丁である。背部は直線的でその両端が丸みをもって直線的な刃部に至る。表.裏面か

ら穿たれた紐孔を2つ持つ。刃部は両刃である。

SKO1

長径1.12ｍ×短径0.9ｍ×深さ0.18ｍを測り平面形が隅丸方形を呈し、SIO2の上から掘り込まれた遺構であ

る。⑤層の堆澗後に長径0.6ｍ×短径0.45ｍ×深さ0.14ｍに焼土が詰まっている掘り方が見られる。

本遣栂は他の竪穴式住居跡内の炉と焼土や土層の堆稲状況に類似しているため本来は、竪穴住居跡が削平

され、炉部分のみが残ったものとも考えられる。埋土は主に粘土塊と炭粒で占められており、土器片がわず

かに認められた。

－１３５－
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１耕作±

２耕作±

３２．５Ｗ3オリーブ褐色粘質±マンガン粒を全体的に含。鉄分含。粘質非常に弱い。
4A125Y5j2賭灰黄色粘質土鉄分・マンガン・土鵠片含。粘質弱い。
4A225Y3ﾉ2黒褐色粘質±マンガン粒非常に多く含°鉄分・スミ粒含。粘質弱い。
5A12.5Y4ﾉ1黄灰色粘質土マンガン粒・鉄分含。粘質やや強い。
5A22.5Ｗ3オリーブ褐色粘質土マンガン粒・鉄分・土器粒含。粘質弱い。
６２．５Ｗ2暗灰黄色粘質±マンガン粒を非常に多く含・マンガン粒の粒が小さい。鉄分含。
7Ａ５Ｙ４/1灰色粘土鉄分含。マンガン粒僅かに含。硬い粘土。部分的に砂含。
7Ｂ５Ｙ４/1灰色粘質砂層全体的に鉄分含。粘質弱い°

SDO4

10YR4ﾉ1褐灰色粘質±砂っぽい。粘質園い。マンガン粒・鉄分含。
ＳＤＯ１

⑤2.5Y4/3オリーブ褐色粘質土よくしまっている。マンガン粒・鉄分・土器片・土器粒含。

雨
もり

226

,γ225

Fig.９３５区土層断面図、包含層出土遺物実測図

Ｈ■3.60ｍ

Ｈ■3.60ｍ

且旦迦nｍＥｏ

０ 2ｍ

ー 一

粘質やや強い。

０ 10cｍ

ー 一

遺物包含層

225窺形土器である。口縁部は「〈」の字に屈曲した後僅かに外反して短く開く。口縁部へ至る屈曲部で

やや肥厚する。底端部はナデにより四角におさまる。外器面には明瞭に刷毛目が観察される。

226痩形土器の口縁部である。逆L字を呈す。外器面に刷毛目後ナデ、内器面にナデ調整を施す。
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SDO1調査区を南北に縦断しており幅約1.5ｍ、検出面からの深さはおよそ0.6ｍを測る溝状の遺樹である。

圃場整備以前の週榊と思われ、埋土の状況から比較的新しい時期の遺構と思われる。

ＳＤＯ２調査区南端に僅かに確認された幅約0.7ｍ、検出面からの深さ0.15ｍ程度の満状遣櫛である。溝底面

には直径0.4ｍ、底面からの深さ0.5m程度の窪みが数箇所に確認された。本週樹もSDO1同様、埋土の状況等

から圃場整備以前の比較的新しい時期の遺柵と思われる。

ＳＤＯ３調査区南端を南北に伸びる幅0.7ｍ、検出面からの深さ0.8ｍの溝状週栂である。本遺構も同様に圃場

整備以前の時期と思われる遺桐であった。

ＰＯ１

調査区南端で検出された柱穴である。圃珊整備以前の比較的新しい遺構である。

SD5～１３調査区を東西に走る幾条にも及ぶ満状遺櫛である。平均幅約0.3ｍ、深度は検出面から約0.13ｍ

から0.2ｍ程であった。本来、浅い掘りこみでしかなかった週柵であるためか、圃場整備による削平でさら

に薄くしか検出できなかった。埋土中からは激しくローリングを受けた土師器片が出土している。しかし、

週物は器形まで分かるものがなく、図示できるものはなかった。

SD14調査区中央を南北に縦断している溝状週櫛である。検出段階では平均幅約1.2ｍ、検出面からの深さ

約0.42ｍであった。土層断面観察より、少なくとも4条以上の満状遺構が複雑に切り合いながら本遺栂を形

成していることが明らかになった。遺物出土は少なく、いずれも小片で著しく磨耗している。方向軸の近似

した澗状遺櫛を幾度にも渡って掘り返し、長期間使用していたことが想定される。７区のSDO3と埋土及び

土圃の形成等、方向性の一致などから同一過栂である。

SD15SD14と並走するように調査区を南北に縦断する満状遺栂である。規模は平均幅0.40ｍ、検出面から

の深さ0.30ｍである。鯛査区北側でSD14を切る。

ＳＤ１６調査区を南北に縦断している断面形態がＵ字形を呈する満状遺樹である。規模は平均幅0.36ｍ、検

出面からの深さ0.20ｍを測る。

SD17調査区を南北に縦断している断面形態がＵ字形を呈する溝状週樹である。平均幅0.4ｍ、検出面から

の深さ0.14ｍを測る。

ＳＤ１８調査区を南北に縦断している断面形態はＵ字形を呈する溝状遺栂である。平均幅0.44ｍ、検出面か

らの深さ0.60ｍを測る。

SIO1～0６（Fig.97）

調査区北東で検出された竪穴住居跡群であろう。遺樹検出は埋土の状態が周囲の土壌と同化しているため

か、プランの確認に非常に手間取った。遺柵と認定するにあたり調査時に疑問に感じまた、戸惑ったのは、

通年を通しての水田の作用による土壌の流動性が高かったこと、埋土と自然堆澗土の違いが明確化できなか

ったことが主要な要因であると思われる。また、同様の遺柵の切り合いが激しすぎたことがさらに追い討ち

をかけたものであった。しかし、調査の進行に合わせて、調査区断面による土而の断面確認や任意に設定し

た土層断面などの観察等から遺栂の存在は窺われるものの、遺櫛埋土と地山に明確な差異が蝿められないこ

と、炉跡や柱穴などの付帯施設が調査区内において未検出であったこと、床面レベルがほぼ一様であること

等から、遺跡が形成されていた当時自然地形による落ちであるとも考えられる。それを指すものとして出土

遺物の数が多い割には、接合関係がほとんどなく、住居内出土を示す出土状況が観察されないなども指摘で

きる。そのため、鯛査段階では6軒の住居跡として判断したが、遺栂の切りあいや遺物の帰属については暖

昧であると言わざるを得ない。参考資料として、各遺栂の法量を列挙する。

－１４０－
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ｌ工一

SlO1住居形態、規模は不明◎検出面からの深さは8ｃｍである。付帯施設は未検出である。

SlO5隅丸方形の住居跡と思われる。規模は不明。検出面からの深さは約4ｃｍである。

SlO4隅丸方形を呈する住居跡と思われる。規模は不明。検出面からの深さは約12ｃｍである。付帯施設は未検出。

SIOG隅丸方形を呈する住居跡と思われる。規模は不明。検出面からの深さは約1ｃｍである。付帯施設は未検出。

SIO2隅丸方形を呈する住居跡である。一辺はおよそ2.7ｍ､検出面からの深さは14ｃｍである。付帯施設は未検出。

遺柵想定範囲内からは高杯（229)、器台（227.228）を含む週物が多数出土している。付帯施設は未検出。

SIO６詳細は不明ｃ検出面からの深さは7ｃｍである。付帯設備等も不明。

No227、228,229遺物出土状況（R9.99,100）

SDO2範囲想定内から高杯（229)、器台（227.228）が出土している。高杯杯部は伏せた状態で土圧により渦れ、

脚部は東側に杯部接合部より剥離し落ち潤れていた。また、東側に器台が同じく潰れた状態で出土している。過

物の出土レベルは同一であるため、同時期に置かれ、埋まったものと思われる。

227器台形土器である。最も細い胴部中位から大きく外反しながら立ち上がり、口縁部でさらに外反してロ縁

端部は斜め下方を向き端部は四角く成形される。内面に用途は不明であるが、上下の空間を仕切る仕切り板があ

る。ロ縁部上面に円形浮文が4箇所施される。また、胴部中位に残存部位では1個の透孔を穿つ。外器面は刷毛目

後にナデ調整が施され、刷毛目をよく残す。内器面は丁寧なナデが施されている。

228器台形土器の脚部である。外反しながら下方へ向かい、さらに裾部で大きく外反し広がる。端部は角張る。

透孔を1つ穿つ。内・外器面は刷毛目後ナデが施される。306と同一個体と考えられる。

229高杯形土器である。杯部は均一な器壁により形作られる。杯部中央部でわずかに窪み、緩やかに外反しな

がら口縁端部へ至る。端部ではへラ状の工具により明瞭な稜が施されるほど成形が行われている。脚部は筒型形

状を成し幅が広く底部に向かう。脚部の中ほどには3個の透孔を穿つ。裾部は欠損のため不明。杯部内器面の中

程に断面三角形の突帯を1条巡らす。また、杯部と脚部の接合面に断面三角形の突帯を施す。杯部は肌理の細か

な土と丁寧な器面鯛整とに相まって滑らかな表憎をしている。

－１４５－
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内･外器面共に刷毛目、ナデが施される。欠損のため底部形態は不明である。
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NQ230（Fig.101）璽弧文長頚壷型土器出土状況

唄査区北端に於いて、水田床土直下から出土した璽弧文長頚壷形土器である。表土剥ぎ後の設計変更によ

り本鯛査を実施しない位圃からの出土であったが、床土直下ですでに露出していたため、位置をおさえ取上

げた資料である。平面による出土状況を記録して取り上げた。

土器は、水平に近い状況で出土し上面半分を削平により失われている。当調査区の過柵及び遺物の出土状

況と同じく、圃場整備時に激しい削平を受けているため、遺梱底面に限りなく近い位髄からの出土過物と思

われる。

230重弧文長頚壷形土器である。頚部はゆるやかに開きながら立ち上がり口縁部に向かって僅かに外反す

る。口縁端部は欠損しているが、おそらくやや丸みを帯びる形状を成すと思われる。胴部中位に直角よりや

や広い屈曲部を有し、肩部から胴部にかけて23条からなる細かな横位沈線が施される。その下位には9璽か

らなる重弧文が巡る。また屈曲部には3条の横位沈線上に刻み状の縦位短沈線が施され、屈曲部以下には刷

毛目がわずかに腿められる。底部を欠損する。

－１４６－

／ 、/Ｉ

Ｏ１０ｄＴ１

ー一50口、０

卜 引

Fig.１０１６区Nn230出土状況及び実測図
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232鉢形土器である。屈曲した胴部をもつ。ロ縁部・底部の形態は欠損のため不明。内器面に刷毛目が認

められる。

Fig.１０２６区包含周出土遺物実測図
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Fig.１０３６区包含届出土遺物実測図
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233不明土製品である。断面形態は不定形な楕円であり、一部にナデ整形による内湾した部位を持つ。平

面形は円形に伸びる棒状であり両端を欠損している。胎土は他の土器と同じく明赤褐色を呈しているため、

同時代の土器群と同じ時期の所産と思われる。

234蜜形土器である。口縁部は屈曲して外反しながら開き、端部は四角に成形される。胴部最大径は上位

にあり、そのまま直線的に底部に至る。脚部は直線的に開き、端部成形は丸くおさめられ太<低い。内･外

器面に刷毛目後ナデが施される。外器面に煤が付蒲している。

235長頚壷形土器の頚部である。ゆるやかに開きながら立ち上がりロ縁に向かって僅かに外反する。端部

はナデにより四角に成形される。器面調整は磨耗のため明瞭ではない。

236重弧文長頚壷形土器の胴部である。胴部中位に緩い屈曲を持ち明確な稜は確認できない。肩部に9条

からなる沈線が巡り、その下位に7重の上向きの璽弧文が施される。屈曲部には2本の横位沈線上に刻み状

の縦位短沈線が施されている。235の頚部と同一個体である可能性が高い。

237高杯形土器である。浅い杯部が胴部中位で屈曲した後、口縁部は複合的に外湾しながら大きく開く。

口縁端部はナデにより角張る。脚部は不明。

238粘板岩製の石庖丁である。背部は直線的でその両端が丸みをもって直線的な刃部に至る。表・裏面か

ら穿たれた紐孔を2つ持つ。刃部は両刃である。

239安山岩製の磨製石誠である。両面とも直線的になるまで磨き込まれ両サイドに両刃となる刃部を有す

る。基部側は欠損しており先端部のみの出土である。

240樽型醒である。

西片百田遺跡6区の遺栂検出のための清掃中に表土近くの土から出土。出土部位は、樽胴部の端部から胴

部の一部である。一方のみの出土であったため実測図は反転復原し図示している。よって製作時の上下につ

いては不明。しかし、粘土受けの部分が厚く丁寧な貼付けであるため、製作時には底部（面）にあたってい

た部位と思われる。器壁は厚く胴部中央に向かいわずかに薄くなる。外器面は7条からなる波状文が1列見

て取れる。内器面は横ナデによる痕跡が明瞭に残る。

同時に出土した部位に穿孔部の一部が出土しているが、本実測図に使用した部位とは接合できないため、

穿孔部は図示していない。反転復原値であるが、最大幅約24.5ｃｍ、端部高約５５ｃｍである。頚部は残って

いないため不明。色調は内外器面とも、灰白色である。

－１４８－
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6）７区

６区と同じ土壌を形成している地形上に位極している。６区とは排水路を挟んで溝状遺構が連続して確認

され、本調査区で多数の遺構と切り合う。鯛査区南側では南北を主軸とする満状遺構と東西に広がる浅い小

溝状遺櫛群が多数確認された。また土師器が良好な一括資料として出土している土坑も確認されている。

Ａ一 比３２虹ｎＡ・Ｂ－ H旦韮型ｍＢＣ u星a2QmC。

=屋三
一

＝匡一_＝ 三ﾐ写窒
Ｗ

雪と一一二一一

ＳＤＯ１

①2.5Y4/3オリーブ褐色士マンガン粒含。価かに土器粒含。
②2.5Ｗ2暗灰黄色粘質土僅かにマンガン粒含。粘質弱い°

③2.5Y4ﾉ1黄灰色粘質土マンガン粒含。粒の大きさは,①．②より小さ
いｏ

④２５Y4厘暗灰黄色粘質土粘性強い°極僅かにマンガン粒含。
⑤１０YR4/1褐灰色粘土極値かにマンガン粒含。粒は小さい。
⑥2.5Y4/2暗灰黄色土弱粘性。鉄分・マンガン多含。
⑦z5Y5B黄褐色土弱粘性。鉄分・マンガン多含。①よりやや蹄い。
⑧2.5Y3/1凪褐色粘質土粘性あり。マンガン多含。灰色粘土をランダ
ムに含。

⑨z5Y3v2瓜褐色粘質土弱粘性。砂質。鉄分・マンガン多含。
⑩2.5Y3ﾉ1瓜褐色粘土粘性強い°
⑪'7.5Y4/1灰色砂質土弱粘性。砂賀強い°
'⑫2.5Y4ﾉ3オリーブ褐色土弱粘性。鉄分．マンガン多含。

SDO2

⑬１０YR4/3にぶい黄褐色粘質土全体的にマンガン粒含。

粘性弱い。

⑭'２５Y5/1黄灰色粘質土マンガン粒少凪含。粒の大きさ
は③より大きい。
l1525Y4/1黄灰色粘質土粘性強い。マンガン粒含、粒は
非常に小さい。

⑯５Y4/1灰色粘土マンガン粒含。粒は小さい。

Ｄ－ Ｕ２聖QｍＤＥ－ 比墾ＱｍＥ･Ｆ－ 比3.1ｍｍＦ，

三三三
ＳＤＯ２

①2.5Y4/3オリーブ褐色土マンガン粒（0.2cm前後）全体的に含。
②z5Y5/2暗灰黄色粘質土粘性弱い。マンガン粒全体に含むが、部分的に典
中している部分もある。土器粒含。

③2.5Y5ﾉ3黄褐色土マンガン粒全体的に含。①よりマンガンを含む密度は惑
い。

④５Y5/1灰色粘質土マンガン粒含。粒は小さく密度は高い。粘質弱い°
⑤１０Y5ﾉ1灰色粘貿土部分的に目の畑かい砂を含む所あり。スミ粒含。マン
ガン粒少量含。粘性強い。

⑥2.5Y5/3賀褐色粘質土マンガン粒を極僅かに部分的に含。粘質強い（粘土
に近い)。⑤層よりも強い。

Ｇ－ H三ａＪＱｍＧ･Ｈ－

ＳＤＯ５

①2.5Y4/6オリーブ褐色シルト７％の
極暗赤褐色（5YR2ﾉ3）の斑点（マン
ガン粒）含。

②１０YR4/3にぶい黄褐色シルト７～
１０％のマンガン斑含。
③１０ＹＲ４ﾉ4褐色のブロック状の土含、
１５％の極暗赤褐色（5YR2/3）の斑の
ある粘貿土層

④１０YR5ﾉ4にぶい黄褐色シルト用７％
の極暗赤褐（5YR2ﾉ3）の斑（マンガ

ン）含。

!±｡ＪｎｍＨ。

Fig.１０５７区SDO1～０６実測図

－１５０－

ＳＤＯ３

①7.5YR3牌暗褐色粘質土小土器片含。
②7.5YRaO褐色粘質土

③T0YR3ﾉ4暗褐色粘質土
④１０YR4/3にぶぃ黄褐色砂質±
⑤１０YR3ﾉ4暗褐色粘質土
⑥１０YR5/3にぶい黄褐色粘質土

⑦１０YR4/2灰黄褐色粘質土粘性強い。小砂粒混
じる。

(alOYR4/3にぶい黄褐砂質土僅かに灰黄褐色粘
土含。

ＳＤＯ６

⑪2.5Y4/2暗灰黄色粘貿士粘性強い。マ
ンガン粒含。部分的にマンガン粒の密度
が囲い所あり。スミ粒極僅かに含。

(ｚ５Ｙ５ﾉ1灰色粘質土非常に粘性強い。マ
ンガン全体的に含み①より粒が非常に小
さい。スミ塊・土器片・土器粒含。

(Za5Y5/1灰色粘質土②より粘性弱い。マ
ンガン粒・スミ粒含｡①より粒が小さい。

'Ｚｂ2.5Y4/2昭褐色粘質土上層より粘質強
い。非常に小さいマンガン粒含。スミ粒
含。

〔312.5Y4/1黄灰色粘土スミ粒含。図上部
に鉄分・マンガン粒価かに含。

０ １ｍ
催一一一
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ＳＤＯ１

ＳＤＯ５と直交して調査区を南北に走るＵ字形の満状遺櫛である。幅1.2～0.9ｍ、検出面からの深さはおよそ

0.2～0.7ｍを測る。調査区中央でSDO2と合流するが、Ａ-A'の断面土層断面よりSDO2より新しい時期の遺栂

であることが推定される。本遺栂は北に向かって緩やかに傾斜している。また、数回に渡って掘りなおしが

行われていたことが窺える。さらに粘土の堆狼届が確認されることから、長期間水が溜まっていた可能性が

推測される。古墳時代の遺物片が著しく磨耗した状態で僅かに出土している。５区SDO2と同一遺構である

と考えられる。

ＳＤＯ２

ＳＤＯ１と切りあって検出された幅1.0～0.8ｍ、検出面からの深さ約0.4ｍのＵ字形を呈する溝状遺栂である。

底面は比較的平坦である。Ａ-A'の断面よりSDO1に切られる遺楢であることが推定される。

ＳＤＯ３

調査区東端を南北に走る幅約1.5ｍ、検出面からの深度0.5ｍほどの満状遺栂である。見かけ上は一条の溝

であるが、断面観察より実際は数条もの滴の複合体である。これは近似した軸の満を幾度も掘りなおした結

果であると考えられる。６区につながる。

SDO4

幅約0.5ｍ、検出面からの深さおよそ0.1ｍの満状遺柵である。SDO5と平行するように調査区東端を北から

西に直角に屈曲するが西へはあまり延びずに完結している。検出作業および断面観察からSDO5とほぼ同一

の時期の所産と考えられる。

ＳＤＯ５

大別すると幅約1.0～0.7ｍ、検出面からの深さ0.3ｍほどの溝と、幅約0.95～0.45ｍ、検出面からの深度お

よそ0.2ｍの溝が調査区の東端を北上した後、西へほぼ直角に屈曲して、見かけ上一条の満に収束している。

十層断面よりいずれも数条の溜からなっていると考えられる。これは方向軸が近似した満を幾度も掘り換え

ながら存続した結果と考えられる。また、埋土中に焼土の菓中範囲が確認されている。

ＳＤＯ６

調杏区を北東一南西方向に走る幅1.3～1.0ｍ、検出面からの深度はおよそ0.7ｍのＵ字形を呈する満状遺構

である。本調査区内の溺遺栂の中では遺物の出土凪は多く、炭化物も数点確認されている。しかしいずれも

－－－Ｊ

Fig.１０６７区SDO6出土週物実測図

－１５１－
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部上面および端部に竹管文が6個露められる･内器面に刷毛目やナデが施される。
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品底面からの出土ではない。

調査区全体で確潔された小潤状過栂群

調杏区全面に渡って東西方向を方向軸とした幅25～40ｃｍ、検出面からの深さ２～4ｃｍ程度の浅い小溝状週

栂群が検出された。後世の削平のために大半は消失しており遺樹の残存状況は非常に悪く、その痕跡を留め

るのみである。また、礎つかの小澗の底面からは幅4ｃｍ、深さ1ｃｍほどの長方形の掘り込みが小満状遺栂群

に直行して確潔されており、耕作痕や工具痕と考えられる。

241小型の壷形土器である。胴部は張りが強く丸みを帯び底部は丸底を呈する。外器面は磨耗のため調整

は明瞭ではない。底部から胴部中位にかけて黒斑が魂められる°内器面はナデが施される。

242壷形土器の口縁部である。大きく外反しているため上面に平坦面を有する。端部成形は角張る。口縁
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Fig.１０８７区SIO1出土遺物実測図

迩構名 竪穴式住居跡SlO1 主軸方向

時期 弥生時代後期 炉 中央部0.7×0.6×0.06ｍ

切り合い関係 無 土坑 未検出

規模・深度 不明 柱穴 炉跡周辺6基

面秋 不明 備考

ＳＤ０１．０２に切られているため全体の1/2程のみ検出された、隅丸方形の竪穴式住居跡である。中央部に

位置する炉跡は浅い澗鉢状を呈する。また、炉跡を囲むように柱穴が6基確認されるが、いずれも主柱穴と

は考えがたい。後世の削平が激しく過拙の残存状態は悪い。

243複合口縁壷形土器の口縁部である。大きく外反した後、強く屈曲して僅かに内傾して伸びる。端部成

形は四角におさまる。頚部に1条の沈線を施す。外器面は横ナデや刷毛目など器面調整痕を明瞭に残す

244郵形土器の脚台部である。やや外反して開き端部は四角く成形される。非常に低い。外器面の接合部

に指頭圧痕が認められる。

245塑形土器の脚台部である。やや外反して開き、端部成形は四角におさまって低い

－１５３－
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ＳＫ１０

長径1.4ｍ×短径1.15ｍ、検出面からの深さは0.25ｍの長桐円形の士坑である。壁面はほぼ垂直で水平に掘

り込まれている。遺柵埋土は単層であり、底面には炭化物の集中範囲が僅かに確認された。±坑内からは古

墳時代初頭の土器が都合13個体出土した。

246謹形土器である。胴部最大径を上位に持ち、口縁部は屈曲後直線的に短く伸びて四角に成形され端部

に至る。胴部は最大径を中よりやや上位に有するが球形を呈し、底部は丸底である。器面調整は磨耗のため

に明瞭には認められない。外器面の底部から胴部下半にかけて、使用により付魁した煤が認められる。

247小型丸底壷形土器である。口縁部は屈曲して内反気味に立ち上がり端部付近でやや外反する。端部成

形は丸くおさまる。丸底を呈し胴部は丸みを帯びる。外器面の口縁端部付近は刷毛目後ナデが施され、内器

面の胴部は粗い工具ナデが認められる。

248小型丸底壷形土器である。口縁部は屈曲して斜め上方へ直線的に短くのび、丸く成形された端部に至

る。丸底を呈し、胴部は丸みを帯びる。外器面は刷毛目が施され、内器面の胴部には指ナデが施されている。

249鉢形土器である。平底を呈し、やや内湾しながら立ち上がる。口縁部は外方へ若干屈曲して丸くおさ

まり端部に至る。内･外器面にナデが施され外器面に煤の付着が認められる。

250鉢形土器である。やや内傾しながらそのまま丸く成形された端部に至る。底部形態は欠損により不明。

251鉢形土器である。丸底を呈し、胴部中位までやや内傾して開いた後、直立するように僅かに屈曲し丸

く成形された端部に至る。口縁部の外器面は強いナデのためやや薄くなる。

252高杯形土器である。杯部は浅く平底を呈し、内湾気味に立ち上がり口縁部付近でやや外反する。脚部

は外反しながら下方へ向かい、裾部付近でさらに外湾する。内外器面にナデが施される。

253高杯形土器である。杯部はやや深く、やや内湾気味に立ち上がり口縁部付近で僅かに外反する。端部

は丸くおさまる。脚部は内反気味に下方へ向かい、裾部付近で大きく内反して開く。さらに裾端部において

短く屈曲する。裾端部は四角に成形され、器面の刷毛目及び削りなど明瞭に観察される。

254小型丸底壷形土器である。口縁部は屈曲して内湾気味に立ち上がり端部付近でやや外反すると推定さ

れる。底部は丸底を呈し胴部は丸みを帯びるｃ器面調整は磨耗が著しく不明である。

255蜜形土器である。□縁部は上方へ直線的に開き、端部は丸くおさまる。屈曲部の締まりは弱い。胴部

はやや球形を成し底部は丸底を呈する。外器面は刷毛目が認められ内器面には削りが施される。外器面の胴

部下半に媒が確認される。

256喪形土器である。口縁部は屈曲して直線的に立ち上がり、やや内湾しながら開く。口縁端部は丸くお

さまる。胴部は最大径を中位に持ち球形を成し底部は丸底を呈す。外器面は刷毛目とナデが施され内器面に

は削りが認められる。外器面最大径付近に赤彩の痕跡が認められ､胴部下半には使用時の煤が付蔵している。

257蜜形土器である。口縁部は内湾して立ち上がり端部で僅かに外反する。端部成形は四角く下方に向く。

球形の胴部を呈し底部は丸底である。外器面は口縁部周辺で刷毛目後ナデ、胴部は刷毛目が施される。内器

面は口縁部周辺で刷毛目、胴部は削り後ナデが施される。胴部下半には煤が確認される。

258謹形土器である。口縁部は屈曲後やや外反して四角に成形された端部に至る。胴部は球形を成し、底

部は丸底を呈す。外器面には刷毛目が明瞭に残り内器面には削り後ナデ調整が施される。胴部外器面には使

用に伴う煤が認められる。

－１５７－
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5Ｗ3暗オリーブ色土弱粘性。鉄分・マンガン多含。
5Y5ﾉ3灰オリーブ色土４周よりしまりは弱いが粘性高まる。鉄分・マンガン多含。
5Y5/3灰オリーブ色土粘性あり。全体的に茶色を呈す。

5Y4/1灰色砂質土弱粘性。細かいマンガンを多く含む為全体的に茶色を呈す。
5Y顕灰オリーブ色土弱粘性。SDO2⑥層よりはマンガン凝固が麗い。基本的に5.6
眉間に存し漸移層の椴相を呈す。
10YR4/4褐色粘間土マンガンを多湿に含・しまりあり、粘性あり。
2.5Y5（黄灰色粘質土画上層より更に粘性が強くなる。しまりあり。マンガン量
4<5<9<1０（層）

2.5Y5/3鷲褐色シルト粘性.しまり共に強い。やや砂質感あり。

10Y6/1灰色シルト質士１１層よりしまり・粘質共に強い。若干の砂粒含。２区圏杏区
土層B-B・の10層より本暦がシルト感強ぃ。
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Fig.１１２７区土層断面図、包含屑出土遺物実測図
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259喪形土器である。口縁部は逆Ｌ字を呈し、端部に刻み目を施す。口縁部直下は横ナデによりやや窪む。

逆円錐形の器形を成すと推定される。

260斐形土器の口縁部である。逆Ｌ字を呈し、端部に刻み目を施す。

261粘板岩製の石庖丁である。背部は直線的で、その両端が丸みをもって半円形の刃部に至る。表・裏面

から穿たれた紐孔を2つ持つ。刃部は両刃である。
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穿孔8箇所砿醐｡（杯脳内面）一弧黒斑過り。１s
(脚邸外面）－龍奴付賊

分

杯離・脚部内面はナデ野杯鮎・認部外面は剛毛目。

紐岳

埜鯉刷毛目内面は柵鯛圧痕脚台部は鯛墜不明｡器面が全休的に姻整（外面>州内外面ともに原肥している。
不明鰍。

赤褐色粒

【内面）蝋か照斑。(外面）蝋付澗か１，貼付突ｉＷＦｏ２０
杯祁と脚郎が剥製風

全体に蓋面犀粍２１

杯砿が剥剛している２２

内面剛路不明瞭。（外面）凧斑か。（外而脚部１７
～症認）拠付強

己惚

報蕎

ロ服は際臆の為邸|塾不明・外面は工具ナデ｡内面上部は工具ナデ、下部は際粍のため叫整不明疎．〈内外而）媒付論。３
ヘラ削り

長石

外面脚部との擬合部

“Eの為胸壁不明瞭。赤色頗料かは不明。（外‘１
而鯛部）胤斑

内外而ともに泳雁の為脚雛不明一長石・茶褐色粒

ロ緑鎧鹿に周毛目後ナデ外面・口縁内面陰刷毛呂。内面憾へラ削１．

口１１ﾘl蛸節はナデの外面は刷毛目。外面頚蔑はナデ。ロ緑内面は刷毛
面は剛毛目後ナデ

歯面憾へラ削$」長石・鰯石・角閃石 Ｆ

内外而ともに刷毛目。脚稲Ｍナデ。

口扱I”･デロ内外砿ともに刷毛目｡内底面はナデｃ
はナデ。

ロ栂1,1柵ナデ‘､外而は刷毛目内面はナデ‘，内厩而

３７

叩

目・内（外面口輝～飼郎）蝋付燭。（口掘内面）蝋付７
僻

rgE国◇畏露

口輝は禍ナテ内外面ともに刷毛目だが犀粍の為不明軍這石多且・長石・赤色瞳化憩

長石

長石多賀・爾石

全体に際歴している ８
［
４

Ｉに

ロ緑・脚罰は摩堀の為爾壁不明。内外

外而１５t刷垂目捜ナテ内面露ナテタ

面ともに刷毛目。 全体的に偲雁。（内外而肌記～腕駆〉娯付調

外面１５t刷毛目捜ナテ内面陣ナテ外面巽台蕊との接合記分は横ナデ裂
き認は柵ナデ

iK0

デど

ロ緑はナデ。外面は副毛目･内面鮒刷毛自校ナデ･内庇節はナデ｡外面調(外面）瓜斑あり
龍接合謡分はナデ。蜘蔑内面はナデ

石英・Ｉ琵毎 １１

ロ栂Iユナデ。外而侃刷毛目。内面は刷毛目後ナテ．ナテ

内外面ともに剛毛目。内底面はナデ娯罰はナデ。

内而全体は娘込むらう

(外面の胸部）一記蝋付駕

憂石

石英・長石

嘘
胴

1５
'1iリリ、胴部）娘付繭。〈ロ縄〉沈線‘

pil識擁8はナデ外面・口緑内而馳刷毛目。内函頚都除ナテ。内而聴へラ（内而口磁～上面）州付簡。（外面ロ緑蛸閉～
石英・長石

ロ縄l･岬粍の為鯛堕不明。外而上離は刷毛目、下部はへう削り･内面は周（内外面）似付騎
毛目内底面は際粍の為鯛整不明｡

呂石 1回

外面1it刷毛目内面圏詞上儲はへう則り、下部雌刷毛臣

外面は刷毛目綾ナデ。内亜は工具ナデ（ナデフ)。

pil灘1W部はナデ外面・口緑内而馳刷毛目。内面頚議除ナテ。内而はへう（内面口録～上面）州付潤。（外面ロ蒜蝋閉～
１５

削り｡胴部）娩付瀬。〈ロ級〉沈線。
石英・畏石

石英．輝石多量、艮石・赤色股内外而ともに刷毛目。
化粒

1眉

F目石英・憂石・角Ⅸ

長石

畏石多量

【外面》面卿

口紐ばナデｇ外而は刷毛目外面胴部下部は工具ナデ。
長石

面は加繋肌察不雌。

石英・長石・霊母内外面ともに州ナデ

外底面はナデ『
宇
宙

再
Ｉ

11；

ロ鎧内面は描頭匡痕国内外而ともにナ

４２

２７

石英・畏石多量・劉田

直線文

長石

長石多量

長石多■・石英・刈閃石・認
母・赤色砿化粒

長石《犬牧含む〉・輝石

石英・長石・角閃石

石英、長石・角閃石・溌母

石室・纂宕

口緑･杯邸内面憾ナテ外面は罰毛目

外面は刷毛目。内面は踊毛目後ナデ。鏑蔑腫ナデ。

外而は刷毛目。内而・脚蛸郎憾ナデ

ロ鯉外面はナデ、内面は横ナデョ内外面ともに麗毛目後ナデ。

ロ緑踏郎(ニナデ内外面頭寵上蕊は刷毛目ｃ外而頭部下記憾劇毛目校ナテ
内面馴郎下罰はナデ（垢繭鰹）

石英・塁石・［詞茎

全伸に器面鰹雁 階Jｇ

危＆

$に

－１６１－

圃了罰脇ナデロ 沈鯉 ２５

２s

291蕊・墨石

３ｑ洞〉直線文、脚

躯外面）姫付鷺

脚と菌・霊母・表褐色粗

Iボヘラ剛)」

文《内外面）照斑あり。

GE

路Jｇ

外而は剛毛巨，内而はナテ

脚部似ナデ。（外面凱部～脚部）瓜斑Ｉ

【外面〉泣線文

(外面）刻み目．亜弧文、迩娘文

EJ8

(外面〉匝娘文．刻み【‐

５１４

外而】

(外面）

(外面】

内而

皿巽文

戯弧文（外面駅

刻み目．亜弧文一

内底面は竜ナデ

内而臆厩毛巨、ナテ石英・長石

石英、憂石・銭廻

石英・長石・角閃石・勤母

石英・長石

石英・長石・苅閃石・霊田

内而はナデ。

外而はナデ。内而胴部上邪はナテ、下甑は剛毛臣

外面はナデ胴壁。内面は刷毛目窮註．

外面は刷毛目。内面はナデ。

脇）Ⅲ斑１

副［

石英・長石・霊母・赤色酸化粒

賜整

胴壁 侭考

胎土 個考

踏土



壷

2区土器観察表

割【０

16,5～明赤拙2,5YR5/６明赤禍2.5YR5/６

(10.5）4.9～明赤禍5YR5J6明赤禍5YR5/６

６２～明菰禍10YR7/６浅黄2.5Y刀３

法且(師） １ １Ｅ１期

紐番 附制 器狸

64弥佳十器台付蕊SIO611Q40.17112.29‘０27.8にぶい樋7,5YR6ﾉ４にぶい鷲捜10YR7ﾉ４

底径ｌ器高
｡ ８．８

外面

灰黄2.5Y“

内面ｌ

にぶい謎樋１０YR6/４4３殊佳十采鉾 SIO４ＮＱ５１ 1３．５

－１６２－

8鷹

4４弥生＋翠蕊

4５弥捧十器聖

16.2～赤禍5YR4ﾉ６禍灰7‘5YR5ハSIO４Ｎｎｌ８・はＩ 【１８，４】

１４８～明赤禍5ＹＲ５/６にぶい赤褐5YR5/４SIO４Ila22 (22.01

ＳＸＯ１１１価eⅡ雛

台付室(脚台２4６弥律g＋謡
一
り 8.712.0～弱赤禍5YR副６黒揺７Ｓ104Ｎａ5０．１１９ ５ＹＲ３ハ

Nq２．２６．４４．６４．９５・一

括

恥４２．６‘１．６９．８１．９２

4７弥生土器台付喪〈脚台部）

4８高杯（脚部）

(８９）13.6～にぶい柵7.5YR7/３灰茂禍10YR6ﾉ２

【220）16.0～にぶい黄権fOYR刀３にぶい黄燈10YR派

S104

SIO4

30.9４．５１８Ｃ齢 洩翫2.5Ｙ刀３
浅黄2.5Y7/３，

照7.5Y2/１

4９弥生土器高杯（脚謡】 【23.5）11.0～にぶい黄侭10YR7尼にぶい黄握10YR7/２SIO４IIC3C

Ｂｒ

5０鯉弧文土器長頚醐 にぶい詞MY10YR6A1 慨7.5ＹＲ６/６Ｓ104ＩＩａ６ｇ 1０．４ １４５～

４３１３４～にぶい満掘１０ＹＲ７煙 灰鷲褐10YR6/２

にぷい褐7.5YR5/４
にぶい担7.5YR6ﾉ４

黒禍7.5YR3/１

5１弥俸÷器同感『蝉 ＳＩＯ４Ｎｄ２７

【24.4】

にぶい赤禍5YR5〃
24.3～

宗棚5YＲ４ｊ６5２、弧文土龍

5３亜弧文士器

型
型
悪

SIO４ＮＱ２４

Ｓ１０４１Wall． 6.7～にぶい黄撮10YR6ﾉ４

ＳＸＯ１１J｡了Ｃ

にぶい柵7.5YR6ﾉ４５８38.3～明渇7.5ＹＲ５/６SIO４ＮＱ５Ｅ＄ぜ

『ぬ１８．２０．２３．２４．２５．
ｓ１０５２５．０

２８．３０Ｄ４２
17.8～にぶい蝿7.5ＹＲ６ﾉ４にぶい樋7.5ＹＲ６Ｆ‘１蕊計；

5-4～鐙7.5YＲ６ｉ６

16.0～にぶい苅投１０ＹＲ油にぶい燈７５YＲ７７ｈｌ6０弥牛装器蔓 SIO６Ｎａｌ７４ｏ１７７ｏ１７２ 【21.4】

14.2～樋4ＹＲ６/６ 蝿5YR7だ躯 ＳＩＯ６Ｎａ１２７．１３１ 【1８０１制刈

二ぶい黄措10YR6咽

９１０ ＳＸＯ１ＮＱ５７ (34.8）

10.7～恒5YＲ6ﾉ６にぶい赤擢5YＲ５Ｍ6２論告十器理 邑佃引Ｎ０３１．３５．尾M3 【18-8

部
剖
僻
儒
杯
杯

一
局
一
愚

6３弥俸十鶏台付蝿 8.6１２５～明赤禍２５YR5/６棚5YR6/８ＳＩＯ６ＮＱ１７１

にぶい黄福10YR6湖

1２２９曇０２７．８にぶい棚7.5YR6ﾉ４にぶい潰捜10YR7脚6４魂佳十窯台付蕊 ＳＩＯ５’ぬ4０．１７１

嘘2.5YＲａ８6５粥生士器狸合口緑壷 6.0～栂２５ＹＲ６妃ＳｌＯ６ＮＱ１６１ 9Xe

福7.5ＹＲ４/４5.7～褐7.5ＹＲ４/４

8６弥生土器隣

6６弥牛十架長頚亜

6７弥生±器丸底形土器

6８敏弧文士器蕊

ＳＩＤＳＮｄ５ 【15.2］

SIO６Ｎｄｇ５

ＳＸＯ１IWa61

SIO６ＮＱ１３Ｇ

5.7～にぶい沈侭10ＹＲ７Ｂ灰白10ＹＲ副２璽頚文土認

亜弧文土器

壷 SIO６’ぬ３７０４３墾
加
別

ＳＸＯ１Ｎａ2３

掴 Ｒｎ～ｌこぶい

６一括 7.3～にぶい錨 IＢ１０ＹＲＷ３にぶい黄2.5Ｙ６/２

蛎生十器台付璽(脚台部】 ＳＸＯ１NQ262・間誰

8９磁麺文士器

6-5～明赤禍5ＹＲ５ﾉ６黒７５ＹＲ２ﾉ．砿弧文士器麹 ＢＩＯＳＩｆａ１６Ｃ

1０－４５９～にぶい胆７５YR7尼

費橿10YR773灰白クgY8ﾉ２

ＳＸＯ１ＮＱ６４

にぶい禍7.5YR5Jk6灰箭褐10YR5ﾉ２7３弥生士器ジョッキ罰粂塞 (15.51

８９

７９～ＳＸＯ１Ｉｈｌ９８

2９７灰YWt25Y7ﾉ２灰翫2.5Ｙ６ﾉ２台付典 ＳＸＯ１Ｎａ１６９．２６５．１７０、ＩＩｏ２６４２１.Ｅ7４

8８熊弧文士器強

25.4～明赤裡5YR5ﾉ６明赤禍5YR5M67５蹄生生翠堅 ＳＸＯ１『ね７．４８･５７ 曙搾脚『

SXO11VQ31・８１．１４８．１７８． 21..
１８０９２

13.0～にぶいｌｍ５ＹＲ６ﾉ４にぶい燈5YR6/‘１7６士腕器型

10.5～逮甜2.5Y7/４洩黄z5Y7/8１

L髄握10YR6/３

ＳＸＯ１Ｎｑ３Ｃ

と▲ｚ４ｒ淀ｆＲＩｎ上典
台付嘩(脚 に尻;し7７弥俸土器 吾W胃捌 SXO１Ｎａｌ５７ 1０．５１２－６

(8.7）１１．０～にぶい侭7.5YR6ﾉ４にぶい侭7.5YR6A17８魂生士器合付竪(脚台部）

ＳＸＯ１ＮQ３．５．１２１ 25-6～灰黄禍10YRY6/２灰競褐10YR5/２

1１３12.9～侭5YＲＷ６祁灰7.5YR4川

9.0～にぶい諭燈10YR6碑褐灰10YR5ﾉ．8７亜弦文土器壷

雁

副ざ

灰褐７５YR6ﾉ２

棚7.5YＦＷ４

8０碗生士器台付璽(脚台部】 ＳＸＯ１ＩＩＱ２５７

11.5～にぶい樋7.5YR7/４にぶい賀

1１．９１３．１～明赤隅5YR5ﾉ６弥佳十器台付璽(脚台部） ７ＳＸｍＩＩｄ７ｏ１Ｊ１．９Ｏ1１副
諺

(18.刺

7.95～樋5YR6J6にぶい燈7-5YR7/４弥生÷器複合ロ握壷 (14.41SＸｍＮｑ１３８

推定

(130】

百厘

6.833-2～明赤禍5YR5心にぶい涜憧10YR6J4

lE10YR7/３

可ｒ

､‘サ.』

8 ３弥生土器複合に 縁壷 SXO１Ｎａ1２

．;監

７

1８２

鉢

ＳＸＯ１Ⅱ１１０４．２６５・周2JZ

15.2～にぶい禍7.5YR5J3にぶい褐7.5YR6/３XmNQ263・に§



【外而）直線文．刻み園

内外面ともに横ナデ，

石英・長石・霊母

報悉

口緑I‘メナデ。外面は刷毛目。外底面はへう削り｡内面はナデ｡内底面は指啄粍著し<朋塑不明瞭。〈外面）蝋か黒斑４３
頭圧疲。器面が全体的に際粍している。

長石・蹴銭

－１６３－

石英 ■『』些聖目・跨睡 口縫は横ナデ｡ 外面は際聡の抱詞整不朗 内面はナデロ 外面I職毛の迩碩整不朗 4４

石英・畏霧 摩耗の為調茎不明、 唖蝉

g脇

畏石・鋸母 内外面ともにナデ露 ４６

外面は刷毛目後ナデ。内面はナデ。内底面は棚ナデ。胸台部外面は帆ナデ。
内面側ナデ．

石英多冠・塁石 ４７

口縁は帆ナデ。外面隅部上部はへう削り、下部は刷毛目。内而聴ナデ‘石英・長石・輝石

穿孔6カ所、外面は刷毛目｡内面は指ﾅデ、刷毛目｡脚端剖はナデ。
杯慾と調舗が剥龍していぞ

外面は工具ナデ。内面ばへラ削り。脚端部はナデｏ器而全体が犀花してい（脚部外面〉11M付蒲？るａ

長石・霊母・赤色酸化粒

赤褐色粒

Zに

▼

■

』

．

●

』

４ｑ

〔口鯉上部）蝋付蒼？

長石・霊鴎 ﾛ縁はナデ･内外面ともに囲毛目。頭溺内外面ナデｂ (外面）直鯉文 口綴記と隠部の接合面が瓢誕５咽

外面胴部上部は際粍の為澗幾不明、下部は刷毛目だが犀雁の為不明瞭。広
面は刷毛目。

長石 外面庶耗の為鯛整不明。〈外面胴部）黒斑？５１

(外面）直線文、霞弧文、刻み目。〈内外面胸５２
部)）煤？凧斑７

(外面）直鯉文、霊五文、５９

内外面ともにナテド。

頚部外面はへう畷き（刷毛目？>・外而飼部上面肱へラ磨きか工具ナデ、下
部は工具ナデか刷毛目。頚郁内面は柵耐圧痕。内而は刷毛目（工具ナデフ）

長石・赤禍色強

長石・霊母 外面は刷毛目。内面胴部上部ナデ、下郎は別垂目，

石英・長石・霊母

石英・長石・雲母 外面は刷毛目。外底面はナデ。 内面院刷毛目１蝉
－１

【胴部外面）照斑 5Ｚ丁

石英・長石・角閃石・霊母口綴は枇ナデ，内外面ともに刷毛目『 【外面胴部）照斑 518

9ｍ鰹き

口緑端記はナデ。内外面訊部上郡は刷毛目後ナデ。外面下記(さへラ削り、
長石・角閃石・雲岡 ６Ｃ

６１

６２

６３

(外面ロ緑～謁琵）媒付６４

６５

内面下部は刷毛目画

石英・長石

長石・赤色酸１

口緑蝋部はナテ内面口撤は横ナテ内外面ともに別毛昌

内面I‘ﾒヘラ

葛蔵 ロ緑はナデ向外面は廟乏目後ナデ。内面は副毛目。

長石多罰・石英 外面は嘩粍の為鯛強不明。内面は刷毛目、内底面はナデ。脚舘はナデ！（外面圏部）媒付着

外面はナデニ

焼き垂み、脚部砧付。
閥

石英・長石・雲母 ロ縁・外面蛙刷毛目径ナデ。内面はナデ曇脚部はナデ両

石英・長石・霊凹

脳ナデ。頚部は刷毛目、ナデ韻

7．

長石 ･赤色酸化粒■Ｆ宮司
資W望 家窪の為溺室不明。 ８１s

石英・昼石 内外面ともにナデ胴整『 底部と杯部貼付 Sﾔｈ

';１８(外面）重弧文、刻み目

長石多湿・石英 内外面ともにナデ鋼整。 (外面）直鵠文、刻み目、亜頭文． 郡8１

石英・長石

石英・霊母・赤色酸化粒

石英・長石。重田

内外面ともにナデ飼堅ｃ

外面はナデ調整。内面は刷毛目飯

内面はナテ調禁

(外而胴部）蝋付藷

罰ｅ

肩歳需卜蔀は刷毛目痕跡、下部はナデ．

３１鰯 (外而）直線文、重弧文 PKO

(外面）直抵文一刻み目一錘翌支 ７１

外面はナデ飼整。内面ggt蕊・g詞庶

韓毎・巽竜宮 タ｝面は刷毛目。外底面はナデ。 内面はナデ。内底面は横ナデ。 (外面）黒班布1４ 碓．

i8f8

石英・長石・霊母 口縫・脚部はナデ。内外面ともに刷毛目。 (阿部外面）似付落

内面他刷毛目。脚台部はナデヒ

(外面）直縄文、遁強文、刻み星外面はナデ。内面鯛部上部は刷毛目痩跡、下部はナデ，

!因英・鑑母

(外面）墾弧文、直線文。〈口総外面端部〉烈
斑？

口霜端郁はナデ。 内外面ともに刷毛目

韮
師

縄

解５

石英．長石多量、輝石・雲母．ロ緑は鵬ナデ。外面はナデ。内面はへう削り、ナデ‘赤色酸化粒 (内外面）全体的に盗涯 7６

口緑はナデ。内外而ともに刷毛目。

内外面ともにナデ鯛整観

石
石
長
畳
●
●
英
一
公
石

石
石
畏

(畏石、雲母．輝石》多風 外面は刷毛目後ナデと

';蒋

斑；

７７

外面は刷毛目。内面はナデＯ脚台部外面は尉毛目、内面はナデ。脚台謡と
の接合部分はナデ。

畏石・輝石・赤色酸化粒
PZg

1頭

(内外面）全休的に席石英・長石・赤色酸化粒内外面ともに副毛目‘

外面は刷毛目。内而はナデ。脚台部外面は指頭圧痕、指頭圧痕後ナデ。広
面はナデｃ脚端部は縦ナデ。

外面は損ナデ．内面はナデ。脚台部外面は模ナテ、内面はナデー脚端記は
横ナデ。

内外面ともにナデ。脚台部外面は摺ナデ･内面・脚鵡認はナデ。

外面は刷毛目。内面は指ナデ、ナデ。

長石〈大粒多迩）・石英・趨石

畏石〈大粒多量）・石英・赤色
倣化粒

畏石・謡母･赤色酸化粒

畏石多賀・赤色酸化粒

外面陣刷毛目＝内面は扇毛目、ナデー

;【０

君Ｚ

距
砺昌野墨

石英多量・塁石・鯉あき

土I官箇閏・長石‘ 外面は刷毛目。口撒内面’

価考鯛整胎土



内面

電灰黄2.5Y5p2

赤禍2‘5YR4/６

赤禍5ＹＲ４Ｊ６

》

謡

竪
怖
兜
嬰
奥
更
更
盛
握

杯高

ム
ロ

F鋤１世
Ili制

醐士他点 法風（c､】 色服
蝿涜 狸別 栽騨

112-とＮａ

グリッド１週鴨
包含

Ｅ､１

Ⅱ両ト帥侭

口径ｌ底径ｌ嗣高
(21.0）‐１５９～

１８３８．０28..＄

１１．７３９６．７

外面

にぶい褐7.5YR5ﾉ４

浅黄澄10YR8火＄

欄2.5Y6/８
鴨5ＹＲ団６

内面

にぶい褐7.5YR5淵

浅黄鐙10YＲ８Ｂ

9 ４葵

9５弥生十筆台付蔓

9６弥生十器小型鉢

Ⅱ⑬３．３７・‘M

Ifa35

包含Ｎｑｌｌ 樋2.5Ｙ６ﾉ８

－１６４－

【22,81

9７弥生韮器鉢 糾祁８J鞭 21肥 14.5～橿5ＹＲ６伯 燈5YR6/６

洩黄燈10YR8咽

摺7.5YＲＷ６
弥生十誤

弥生･ﾄ袈

弥坐十器

堕弧文士器

台(:i喪(脚台菌】

台付堅(脚台詞

壷

短頚蕊

蹴杯（脚認〉

雨杯（脚龍）

９８

９９

１００

１０１

１０２

１０２

Ｄ･Ｅ

Ｄ句

NQ8

一括

7-4７．５～ 蝿褐7.5YＦＷ２

26.5～にぶい柵5ＹＲ刀‘Ｉにぶい満ＩｍｌＯＹＲ６ｒｊｌ

4.754.0～喧5ＹＲ６Ｉ６にぶい黄淵１０YR5国

裾灰10YR4邦

にぷい樋7.5YR6ﾉ４，
里揺１０YR3ﾉ１

包含Ｎｑ８・１０

恥２３

包含恥８０

包含’ぬ６

にぶい黄投10ＹＲ７７３

にぶぃ黄撞10YR773

にぶい黄樋10YR6ﾉ３

にぶい黄禍10YIEI6個

にぶい黄櫨10YR7掴

灰黄2,5Y6尼

にぷい黄佃10YR6/３

にぶい黄禍10YR774

238

110.31

一
生
昨
罪

”
鰹
旧
旧

目･６

(16.41

１５Ｂ

6.5～にぶい褐7.5YR罪

19.1～にぶい堀7品ＹＲ“

135亜弧文土湘笠SIO５Ｉi蝿5175

,36璽弧責缶器壷ＳＩＯ５Ｉ(Q73.89.131.133.137

,3ア弥生十器蝿Ｇ,２ＳK誰281W●4.12．一括

癌杯（騨題】 包含艇107四
“
“
、
、

１
１
１
１
１

''9～明赤褐5YR5V6

5～燈5YR6/６

明赤褐5YR5'６

にぷい黄侭10YR7飼

灰褐7,5YR4ﾉ２

【13.4）１７９～

‘Ｏ～

霊頚文士器壷Ｅ･６ I計ｈ ざ

1０

璽弧文土器塑

里強文士蕊壷Ｅ､６

包含一括 ５５～肌褐7.5YR3ﾉ２

(3３７SIO５ＮＱ２８・郡

括 禍7.5YＩＷ６ 褐7,5YR4焔5.3～

褐灰10YFW1
a6～褐灰10YR4r

にぷい褐7.5YR5心
弥生十鶏壷 包含IJQ92

3区土器観察表

躯勝|“‘
１１３弥生土器

１１４弥生土器

１１５弥生土器

１１６弥生土器

１１７

１１８弥生土器

１１９弥生土器

１２０

１２１弥生土器

１２２弥生土罰

１２３誌拳壬器

目ＩｎｐｌＰ用ﾔ鹿 ６２～にぶい赤裡

【１４鼻】

由十仙占 法量（c､）

132±長毒Ｓ

１ｍ

5ＹＲ４掴

龍1ｍ

Ｕ０勺

グリッド|｜迫椙
ＳＩＯ１

ＳｌＯ１

ＳＩＯ２

ＳＩＯ２

ＳＩＯ２

Ｓ１０２

ＳＩＯ２

ＳＩO２

ＳＩＯ２

明赤禍5YR5ﾉ６

鴫毒裡5YR5j6

赤禍２５YR4l6、
にぶい檀７５YR6ﾉ‘１

口径Ｉ庵裡 認
一
昨
岬
群
峰

外面

暗灰黄２５Y5尼

赤褐2.5YRｨ$ｊ６

赤褐5YR4ﾉ６

2区土器観察頚

６２～

３６～

一括

Na１．－情

lIqlO1

Nch8・１２６．１６２．１０１

１ぬ６６．９０．１０１．１１６‘

１１７Ｃｌク、

３１．４

(22.01

(21.4】

【２００】

赤褐5YＩＷ６ 赤掲5YＦＷ６

19弧

１１１～赤褐5YR4'６ 赤褐5YR4‘'６

にぶい黄襖5YR5崎

にぶい赤縄5YR4脇

にぷい赤禍5YR‘Ｗ６

にぶぃ黄蝿10YR“

にぶい赤禍5YR4B

赤禍5YR妬

畷赤掲5YR5J6

にぶい赤禍5YR5ﾙ１

赤褐7陽5YR5/６

鯛赤描5YR5焔

にぶい赤禍5YR4ﾉ４にぶい柵7.5YR6ﾉ４

１畳蕊；

Na75

Nd75・１６５．１Ｒ月

蝿ｓＹＲ５ﾉ４22.8】 ８６～にぶい謎

にぶい赤禍5YR4脚

にぶい赤禍5YR4ﾉ４

明赤捲2.5YR5'６

120.61 １２，９～

１１．０～

４０～

鋤

Nｄｌ５９ 上3‘2】

砥Ⅷ【 8Ｎ５

浅黄投10YR8ﾉ４

黒褐7.5YR3ﾉ１

摸合口線

審

罰１０治

ＳＩＯ５

ＳＩＯ５

【11.21

弥生士器Ｒ延姫箇昧

1３１弥俸十器壷

豆
逓

SIO２lIQ1”・１５２ 【1２２１

にぶい栂7.5YR6ﾉ４

【19.0）（8,0）４２．０にぶい瞳7.5YR油

１３営‘；35.4～にぶい赤禍5YR4州

烏

2４弥拳圭器複合ロ

Ｉ０Ｆｇ

罰【､別ＩＪＥＷも 【１６２：

芯杯（脚部）1２５

１２６

１２７

SIO２Ｎ1Ｍ 3０．７４５～

127弥生土器高杯（杯部）

128弥生士論喪

129更

130鯉

NQ39・４３．７６．８２．１２０．

１２２．１６７．１６８．１７７

１１０５５．８０．１６３

１kk４２．８０．８３．８７．１２１

NQ３５．７０．７２．１３１．

１５９．一階

'ぬ１７．“・７１．７３．７８．

８２．１５８．１７３．１７４

１虹１８０．５８．５３．１５８．１８５

１１a５１．８２０１０４

８６～にぶい樋7.5ＹＲ刀４にぶいｌａ７５ＹＲ７/‘１

８．９～

１４‘2～

12.8～

SIO５

1M顕10 ４１～

にぶい黄撞10YR6園

樋2.5YR6・も

にぶい禍7.5YR5ﾉ４

Ｓｌ０５

ＳＩＯ５

ＳｌＯ５

(14.1）

(17.‘1）

(27,0）

５０～明赤描5ＹＲ５焔【29,2】

明赤褐5YR5J6

燈25YR6/６

褐7.5YR4/４



g官桓溜・長石 画

畏石・鰐g型

報瀞

口緑は横ナデ。内外面ともに刷毛目｡‘

口縁外面は横ナデごロ線内而はナデ。内外面は周毛目･内底面・脚記はナ
デ◎

外面腫雇毛目、外底面侭ナテ内面は摩尾の為謹亜不明

頚部と胴部接合面の剥離

焼き歪み。（外面）猟付繭

〈内面〉娯付鏑

(内面）蝶付賎

石英・長石・霊母・赤色峨化粒

霞母・赤色酸化粒

４
５
６
７
８
９
ｍ

９
９
９
９
９
９
Ｉ

星石

－１６５－

国握はナテ,、内 外面ともに周毛目｡外底面陰ナデ｡内底面はへう削り瞳長石・赤褐色粒

外面は刷毛目内面・脚台部はナデ。

外面は調塾不明。内底而・脚台部はナデ。

外面は損ナデ．内而は刷毛口後柚ナデ。内面頚謡はlji･デ、ナデ,）

口緑・内面はナデ。外面胴部上稲はへう磨き、下部は刷毛目後ナデだが一
部へラ磨き。外底而はナデ。

石英・長石・角閃石・霊母

長石多溌・石英・霊母

長石多量・石英(大粒）・溌田 (外面〉直線文5桑

〈ロ緑鎧部外面～胴部上面）照斑あり

穿孔３カ所向拝甑と脚認が剥建

1３７

石英（小独）多量・災石・餌
母・赤色酸化粒

１０１

内外面ともにナデー

長石・雲母・赤色酸化粒

(石英・長石）大粒・輝石・赤色
酸化粒

長石・角典石・霊母

外面は刷毛ヨ。内面はへう削り､‘諜端謡はナテ。

外面は剛毛目。内面は柵ナデ、刷毛目後ナデｃ闇鵡部憾ナデ。

外面は刷毛目。内面・脚端部はナデ･脚端謡はナテ

１０２

１０３

１０４杯部と調部が剥離

石英・長石・】霞石

睡覇・雲母

〔外種 ）漣綴文、刻み層石英・長石 内面 Iまナデ偏 110鷹

3条の直線文

(外面〉重弧文、刻み目

(外面）直線文

石英多濡 内外面ともにナテ 1０６

１０７

１０８

頚扇外面臆ﾅデ､刷毛自後ﾅデ｡内面は扇毛巨､樵ﾅデ｡剛園外面は扇毛；
目。内面飼罰上郵はナデ、下部憾周毛目画

文

(外面）寵弧文、直棉文

供面屈曲部上記は刷毛目、下部はナデ調整。石英・長階

石英・長石・輝石・雪母外面は届|毛巨、ヘラ削り内面【よナデ『

》
唖
一 ■

口醒はナテ”

報諦

内外面ともにナデ。刻目突紳

化ロ録端部はナデ。外面は刷毛目後ナデ・内面屈曲部上部は刷毛目後ナデ・刻目突紳ｃ突排貼付。杯部．脚部貼付フ
下記はナデ。

ロ提・内面はナデ外面は刷毛目後ナデ。

回

1１３

１１４

１１５

１１６

１１７

内外面ともに刷毛目．石英・長謁

長石・角閃石・雲母・赤
粒

魚溌

長石・雲母

銘はナデ、内外面ともに刷毛目［

患外面は横ナデ内外而ともに刷毛目。

長石・雲母・赤色酸化粒口録 ･内面はナデ。外面Iil刷毛目。口録禦認貼付

面ともにナデ。脚嬉龍1機似ナデ｡

±刷毛目。内面はナデ。（外面）媒付箭。〈外而）画線文、揮描波状文

岩部はナデ･外面屈曲部より上部は刷毛目、下部はナデ・内而は刷毛ロ撮部と杯部の控合漉

ロ緑端扇はナデ。内外面ともに刷毛目

ロ緑は損ナデ。外面は刷毛目。内面はナデ。

口緑はナデ。内外面ともに刷毛目。

口緑は椎ナデ。内外面ともに刷毛目。

内面はナデｎ脚台部外而はナデ．内面は刷昌

憂石・角閃石・雲母

長石･赤色酸化粒

長石多量・石英・角閃石

石英・長石・赤色酸化粒

畏石・雲母

肥
相
即
副
塑
銅
劉
鎚
鎚
”

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

(外面）一部剛付齢

ロ掘蛸

緑は椎ナデ。内外面ともに刷毛目。

面はナデ。脚台部外面はナデ，内面は刷毛目後ナデ。

縁はナデ。頭部外面は刷毛目。頚甑内面はナデ、指ナデ。

縁外面はナデ。外面は刷毛目。ロ緑内面Iま扇毛目、内面はナデ

脚部は貼付フ

石英・長石・霊母

長石・雲

長石・雲母・赤色酸化咽 侭はナテロ内外面ともに刷毛目

縁はナデ･胴部外面上稲は刷毛目、下部は工具ナデ｡外底面はナデ･内内面、底面に煤付随
は観察不能。

線はナデ。内外面ともに刷毛Ⅱ。

長石・雲母 口綴外面はナデ銅

ロ緑はナデー

石英・長石ロ鯉外面唯横ナデ。外器而帥刷毛目１内面は刷毛目。

石英・長石・雲母・赤色酸化粒ロ掻甥蔀はナデ皇内外面ともに廟毛目。 【外面】照諏あり

雲理多景・石室・暴露 内外面ともにナデー

石英・長石・理臼

旅
画、底面に煤付蒲１３２

１３３

１３４

Ｉ面）戴弦文、直線文１３５

患部と頚部の接合痕跡。〈頚蕊外面）照斑フ
部の接合痩跡。（外面）直線文、刻目、重弦１３６

外面は刷毛且長石・雲濁

口縁端部はナデｃ
自侭

侭石多湿・雲母

長石

口緑端部はナデ。外面則
目.、

部は刷毛目後ナデ・外器面は刷毛目。内面は刷毛（内外面〉蝶付幾長石・雲母 1２８

１２９

１３０

１３１

胎土 鯛整

醐整胎土 側考

伽考



こぶい樋７､5ＹＲＷｂｌ

3区土器観察頚

翻祷|"”｜
潤月

ごぷいⅧ

内面

旧7.5YR6妃

醐十俄占 法湿（c､】 :’色服
祁脚 磯秘

ー｜グリッド｜週Mリ
鉢SIO７

鉢Ｈ･1７Ｓ'0５５号佳但十内一括

取上No. 口径｜底径｜器弼
1５．２－７．７～

外面ｌ内面’｜
明赤禍5YR5心明赤禍5YR5/６Ｎａ1８．３５

小珊瑚副3

にぶい黄樋

【19.0）３．０２７．８１０YR狐、にぶい黄梱10YR刀２
既赤湘5YR5/８

鹿Ｅ･1３ＳＩi寝憧 Na４．－活0m

179鉢Ｈ･1７Ｓ'0５５号住埋土内一括（11.6）ａ６欄7.5YR7崎

140弥牛土器台付鹿(脚台部） SIO７Ndlq 9‘５８‘3～明渇7.5YR5/６明渦7.5ＹＲ５/６

4.9～

１７１土踊謡提SIO５冊却800１６，０１６．５にぶい焚担10YR773にぶい茄嘘10YR油

141弥生9f今貌 台付狸(脚台罰】 SIO７一括 9,95.0～にぶい禍7,5YFI5ﾉ４ 畠ぶい禍7.5YR5川

棚2.5YR6/6、
明赤禍2.5YR5/Ｃ

1,2.5YR6/8、

明赤捌2.5YR5肥
142土師柵揃杯 SIO７炉内出土 (29.6）（18.9）２２．２

SlO5（14.7）８．８１８，０明赤澗5YR5ﾉ６赤澗5YR‘ﾘﾉ６１６７弥生土調台付小型蔓

IH75YR6/６，

照捌Z5YR3ハ
143璽弧文土器畏馴壷 SIO７ⅡQ３．１１．２１．２２．３７（10.9】 18.7～にぶい柵７５ＹＲ７７４

1“璽張文士器壷 SIO７’ぬ1４．１７．３１．３２ 17.0～蝿7.5ＹＲ４ｎ 禍7.5YR4園

165更SIO５Ｎ割863（22.5）18.0～明凋7.5YR5崎にぶい黄担IOYRg3

161弥生十躯ＮI合口緑型SIO４NcL12（13′2）５‘5～にぶい侭7.5YR6/４ln7‘5YR6/６

(8.2）５‘8～洩批2‘5Y7/３側灰２５Y6/１

146詠牛十鯛 更 ＳＫ２７・ｚＥ 価ら細・３３．９粥 13‘5～にぶい担7.5YR6JX＄にぶい賀掘10YRZ妃【19,9】

台付堅CUI台謹１1且７ SＫ２７．２８Ｎ933 7.07.6～栂2.5YR6/６にぶい澗梱10YR772

－１６６－

1６４５罰【O周ＩＷａ１８７８

148土鰯器祷塀（脚瑚１ 罰【6酌１．２８ NQ５．１０．３９ 1４．６１１．２～にぶい畑7.5ＹＲ刀３にぶい１Ｂ７５ＹＲ７刺

８０～Ｉａ７５ＹＲ６'６にぶい測柵１０ＹＲ７/４

149弥生．+･躯典

150弥俸十銭型

SＫ２９ＮＱ２ｇ 5.7～にぶい闘縄10YＲ４Ｂ灰髄拙１０YR4ﾉ２

にぶい赤氾5YR4/４

180弥生÷巽鉾

ＳＫ２９Nｍ１ 5.6～渓澗投7.5YR“ にぶい岨7.5ＹＲ７７４

151弥生圭蕊奥

152弥生士茜台付更“台詞

ＳＫ２９Ｎａ１ 5.2～にぶい褐7.5ＹＲ蟹４にぶい禍7.5ＹＲ７/４

(11.6】

gK29Ｎｏ．？・一括 (7.3）15.6～にぶい潔担10YR6B里揺7.5YR型１

4区土器肌蛎設

躯謡｜糎別

(11,4】ＳｌＯ５Ｎｑ１８６Ｃ 19,0にぶい髄檀10YR7/２にぶい髄枇10YR刀２

法風（c､】 '劉噌瞳司もh二ｍ呈呈1

狐別 器籾

‐一｜グリッドｌ
高杯（杯記）Ｎ･1８

１７７土師器班

郷
諏

取上Ｎａ 口径ｌ底径｜闘高
27.5－１１．１～

外面

鯉7.5ＹＲ６ﾉ６

鯉合口掘壷

1５７ NQ1a5詞Nfbﾜ月ｑ

1７９

37,3～棚2‘5ＹＲ６畑明赤禍z5YR5ﾉ６

lm2o5YR6/6.
8‘６欄7.5YR7佑

明赤撚2.5YR劃６

１３．０～柵5ＹＲ６/６にぶい蝿7.5ＹＲ５畑S105NOL1８０１．１８０５．１８９０（10.2】

剖価

咽1７６

２.牌

罰【0回ｆね1８０９

７．5ＹＲ刀４

160弥生土器台ftI姪(鵬台舗） SIO３Ｐ１ 7.53.7～明赤縄5YR5ﾉ６明赤肥5YR5妬

7.0‘1,5～明赤禍5YR5焔

161弥生土器ＮI合口縄迩 SIO４ＮＱ１２ 5.5～にぶい栂7-5ＹＲ６/４、7.5ＹＲ６/Ｇ【132）

趣（庇部）Ｈ､1７ＳｌＯｄ1６２

1呼届

台付聖瞬台93】

163堕弧文土総短馴壷 SIO４ＮQ１．１７８０ 園ぷい赤禍5ＹＲ４ﾉ４

洩測IalOYR8脚
,O‘２４１３２１９にぶい黄侭10ＹＦＷ１にぷぃ'岱棚10YR油

【6.8】 １２９～

SIO５ＮQ１８１１．１８７５，１８７９． （25.2）１ＲＲ１
図1６４ 16.4～にぶい赤拙5YR‘1/４にぶい赤褐5YＦＷ４

冠

更雨郡５ SIO５’ぬ1863 18.0～明凋7.5YR5f6にぶい黄姻IＯＹＲｇ３【22.5】

166弥隼十器台付塵 SIO５Ｎａ1８１７．１８６５ 10.85１６．２～にぶい掴7.5YＲａ４にぶい瀧禍10YR5用

16.5にぶい焚担10YＲ７７３にぶい両嘘10YR油

167弥生士盟台付小型竪 SIO５ (14.7）８．８１８，０明赤澗5YR5/６赤禍5ＹＲ４１/６

168弥生土器台付墜幽台剖１ ９１０５Ｎ胡

明赤禍5YR5J6

侭7.5YR6/６

１５ＣＳｌＯ５ＩＩｑ１８０ｇ

169弥生十銀

SIO５Ｉｈｌ７ｇ９－ＩＶＦ砲1６５１

8.53,95～にぶい賢姫１０ＹＲ油ＳｌＯ５lWu1836 二ぷい批掻１０ＹＲ７ﾉ３

21.6にぶい災担1OYR7尼にぶい黄柾10YR7凋
掘7.5YＲａ６

170誇俸÷器宴 SIO５Ｈ１1８６１．１８６２．１８６５１７．４

欄a5YR6/６

１H5YR6/６
(邪彩部）赤7.5R4/８

171土扇詮癌 ＳｌＯ５冊却３ｍ

広口口縄迩

|砺質U’

明赤褐5YR5h6

lR75YR6/６

1刑６

１７２諾牛十鋸翌

Ｓ1０５Ｎａ1８６７．１８７６

４１３１．０～

1７８

ｑ;W８
、2.5YR6i6・

lR5YR6ﾉ６

にぶい樋7.5YR7/４

にぷい此樋10YR774
にぶい黄1H10YR6ﾉ４

SIO５’ぬ1８６６．１８６５．１８６１（1２４１

(16.4】

1７４弥生十鰹強

にぶい黄掘10YR7/３

にぶいjWMmlOYR7/４
にぷい蝿7.5ＹＲ７/４

３０３～



口繰と卵

Ｉ

部の接合部分刑淑？

口棚蝋部肱揃ナデ。外面他刷毛目後ナデ。頚部内面は横ナデ、内面はナデ（ロ緑蛸稲～胴部外而）肌斑あり７

鯉呑

内外面ともにナデ。

ロ縄外面はナデ訓臨外面は刷毛目薩ナデ・内外面飼蕊上弼は刷毛目、下〈鯛部外面）一部煤付髄
部はナデ。ロ栂内面は槻ナデ。

内外面ともに刷毛日脚台部外mlIiKナデ。内而はナデ、刷毛目痕跡ｃ脚部貼付

石英・長石

長石多量・石英・繁田

石英・長石・鰍母

石英・畏石・霊母

1３８

１３９

１４０

－１６７－

１７Ｅ

１８Ｃ

内面他へラ秋工具ナデ。脚台部内外面ともにナデ。 1４１

器而が全体的に庶粍の為鯛整不明。脚部内面の杯部との接合瓢分に棚耐圧（外而〉川斑ありｖ（内而）川かj恥ｌ
猟。

長石多量・赤色酸化粒 Ｉｑフ

長石

冨婁・座右・霊園

ﾛ職･外面はナデ瀬麗内面は刷遷目､ﾅデ､癖さえ直､内函陰ﾅデ。駕溺謡瀞総j瀦剛畷分的に'網石英・長石

3個体の破片を図面上で復元〈外面）直線文、１４４１
刻冒．縦弧立

外而I‘t刷毛目。内而はナデ、函部屈曲詔は刷毛目。石英・長石・獣W必

ＩＷＳ憂石・赤褐色並

塁 内外 ;耐呂も《ﾆナ デ 剣 目巽輔霜 1４６

１４７聖君・霊霊・赤色版化粒内面陸ナデ。隣台舘外面は模ナデ、内面鮭ナテ

ロ緑端部はナデ｡外面は刷毛目。内面飼部上甑は刷毛巨、下温は周毛目彼〈外面）里斑あ0J
ナデ内面朋翫lQ市は刷毛目、下趨はナデ。

ﾛ蝿蛸郎と内面はﾅデ｡外面は刷毛目｡（外面〉肌班

口想はナデ内外面ともに尉毛目掻ナデ外面底罰はナテ（外面）型迦あI」

177

外面は刷毛目。 内而はナデ。I詫因 瞳18

長石

ロ択鈎鵬・外面は柵ナデ内面はナデ 1口抵調外面）訓目突僻。（羽認）沈眼1条１４９石英・霊母

口録はナデ･外面胴郡上罰は刷毛目、下部はへう削り後ナデだが犀窮して（外面）１Ｍ斑
いる。内面は刷毛目。

1７６

墓石・角閃石・鋸騨 ロ偲鎧畠は槻ナデ。内外面ともにナデー 【ロ緑謡釧 鰭 》刻目翼羅ｂ（勇露）沈捉1条１５０

石英･畏石・阿閃石・霊母

石英多且・長石・角閃石・蝉
石・赤色購化的

内外而ともにナデ

外面は刷毛目今脚台詫外面は綴ナデ⑤内面・巽台室内面はナデ

(ロ緑部外面〉刻目突榊。（羽記）沈線1条１５１

１５２

【外面）瓜斑あり。赤彩？頚部に貼付突瀞１酒

内外面ともに廟毛目

口鰍潮嗣はナデ。外面は刷毛目内面願望卜弱は劃毛目、下部は刷毛目彼
ナデ燭

外面!ｆ剛毛目外面飼飼下扇から底部は工具ナテ。内面除調覇上記豚ナテ、
下部は刷毛目。内底面【ユナデ。

口IRijM4I部は‘ナデ。外面は刷毛目だが、頚葛の突帝貼付記分は工具ナデ。内
函頚葛は刷毛目。内面既部は蓋種形により謂整不明｡

口癒はナデ頭部外面は刷毛目後ナテ。胴詞上稲は刷毛目。胴郎中から下
郎はエJ1ナデ７のようなへラ削り!’胴部上部のロ緑邪接合朗分は指頭圧猟、
朋龍内面は刷毛目だが膿雁している

石・角閃石

阻整 報雷

石英・畏石多係 ロ認記は柵ナデ。外而は周毛目捜ナデ内面憾柵ナデー 杯部と脚部の接合部分が剥滝 1男７

石英・是鱈

1i権口無いナデ･外面刷砺上部はは別毛目､下罰は工具ナデ7のようなへﾗ刑（外面）Ⅲ斑長石．角閃石・茶棚色粒リ。内面隙刷毛目。

長石・鍍母・赤色殿化粒内外濁面１１１州ナデ。内外底面はナデ。

石英・長石

石英・昼石・霊母

口抵外面1.84ハナデ、

ロ緑外面憾柵ナデ.

ll61g

1７４

長石多量・石英・罰母・赤色ｉＷ内外而ともにナデ･脚台部外面は棚ナデ、ナデ｡脚台部内面はへう状エ只（脚記内外底面）瓜斑‘馴
化粒ナデ

'1叙０

(外面ｊ卿付鰻

石英．角閃石・識母・赤色敗化口緑細IMAナデ。内外而ともに刷毛目。
粒

1６１

石英・長石 内外面ともにｰヂ。 １６２

〈外而底部）瓜斑あり。〈外面）ｍ弧文12本１６３口

（外面）ナM【付繭１６４

内面Iﾒナ（銅部外而）拠付論。（口抵部外面）瓜斑あり１６５

長石・赤拙色粒

1７２

外面口簿から頚函ははナデ。外器而は刷毛巨後ナデ外面騨罰陰付冨分は
ナデ内而は刷毛目筏ナデ蝉端部は鯛ナデ型識麗内面はナデ．

ロ源石英・長 部はナデ外面上邸と内面はナデ外面下部脇工具によるナデ。〈外而庇部】

外面1.8柵ナデ、内面はナデ。内外器面は刷毛目。（外面）似１

外面(ま柵ナデ。外面棒記上面はナテ、汽苗に副毛呂狸ナテ内而憾ナ‘面一今,一、

石英・畏石・認側

受然による劣化が澱しい（内外而〃鯛付藩１７Ｃ長石

長石

長石・衰裡角殿

長石・霊母

デ”

外面Iま刷毛目後ナデ内砺はナデ脚艶は柵ナデ『 1６６

１８７

161ｑ

煤付麓亜みがひどく眼大頚罰を実”１

石英・長石・赤色臆化独 【外面ロ録麗～脚謡）瓜班あり

石英・長跨 外面雌工具によるナデ脚端記は柵ｿ･デ。内面陣ナデ｡

外面は似ツ

(内外面）媒(;；

海。

【外面）雌付眠

･デ内面は工具によるナう冨英・憂石 iI81g

個孝胎土 ’

鯛堅 倒考鵬土



趣
率
癌
唾
噸

８１ ６

１

4区土器剛寮棄

報瀞｜狸別:１

５７

(１８０】

磁十舶占 法亜【q､】 色函
狸別 器１ｍ

if頃色

グリッド｜迦鵬 収上ＮＣ， 口径,||・庇径｜器商

(10,0）6.8～

(14.6）９３～

１５．２１１．２～

７５～

24.3～

外面

にぶい澱ｌｍ
ｌＯＹＲ７尼、

にぶい荷役10YR7/３

明旅榔5YR5/６

明赤禍5YR5ﾉ６

赤禍5YR‘Ｖ６

にぶい蝿mlOYR7/２

にぶい棚5YR刀４

明赤禍5YR5/６

内面

にぷい黄棚
１０YR772、

にぶい胆7.5YR加

禍7.5YR4m

lfI5YR6'６

赤禍5YR4ﾉ６

明赤褐5YR5/６
にぶい黄褐10YR7ﾉ３

にぶい黄橿10YR6ﾉ３

1８１土悶器台付隣 SIO５ｌＩＱ１８５５

台付蝋．

惑呼（脚稲】

182弥捧･Ｉ蝿

183弥生十器

SIO5

SIO5

SIO5

SlO5

Nql824

NQ1867・１８７７

Nq1８４０．１８７７

－１６８－

184匝弧文土器小皿鰯

185皿弧文土稲異訓慰

187通 ＳｌＯ８ＮＱ２５・一括 １２．４～

学君

1 88郷

,8９高杯

190蜜

191璽豆文士蓋壷

192塑弧文土器型

193更

１９４更

195弥生十躯壷

,9６台付奨(脚台詞

,9７台付蝿0脚台部）

198弥生＋観畏甑笠

199頭弧文土柵斑

200亜鼠文土器異訓煙

203鉢

204帥．

205弥生小蝋蝿

206手捉ね土器齢

209鉢

2,,変

212奥

213弥生企器長馴蛮

214土障鴎型

215土踊鮒壷

216士製品不明

SIO８NQ4（20.2）５－１１３２にぶい鋤佃10YR7/２にぷい災樋10YR7/３

SIO８ＮＱ２２（35.0）７４～棚5YR6個樋5YR6ﾉ８

SIO８Ｎ志１７．４30.7～明赤禍5YR5ﾉ８明赤褐5YR5'８

SIO９一括3.0～にぶい樋75YR6郷灰褐7L5YR4嬉

明赤禍5YR5崎
SI10Ilql976・一括4.0～撫灰75YR4'１

明赤禍10YR3ﾉ１

S111１１Q9１．９２．１０２（謡.9）１１．３～に･漂い黄担10YR“明赤福5YRs8

SI1116a97・９８．９９．１００．１０１（15,2）２１８にぶい黄侃10YR6J3にぶい黄細10YR6ﾉ３

【２２４、

PNWざ

柵7.5YR釘６にぶい黄撞10YR774

SlllN鞭６１３．９６．４３６‘５にぶい黄侃1OYR認にぶい黄櫨10YR6j4

SI11ＩｈｌＯ７１０４５６～明赤禍5YR5'６明春褐5YR5ﾉ６

SI11IlQ87１０，６11.4～侭5YR6ﾉ６にぶい祖7.5YR5ﾉ３

SI11胸7５１４．６１５‘8～棚2‘5YＲａ６梱2.5YR6j6

SI11NoL56６３～剛赤禍5YR5/６照5YＲ１７７１

１１．５～にぶい沿柵１０ＹＲ刀３浬藍2.5Ｗ掴ＳｌｌｌｌｌＱ１１１・１１３

７．１～

4.9～

13.3～

５８～

SIO６Ilcl3・１２，１４１２．１８．１にぶい禍7.5YR5/３澱灰2‘5Y6ﾉ１

SlO6『ぬ７．９．１０４３．１４６２° １４２６５６６にぶい赤棚5YR5狐明赤禍5YR5婚
１７６４

噴
酋
曇
添
画
一
さ

噸
函
Ｊ
４
ｏ
４
ｆ

Ⅲ
Ⅲ
帥
冊
．
一
一

にぶい侭7.5YR6ﾉ４

明赤禍5YR5ﾉ６

棚７５YR6/６

柵5YR7j8、

にぶい1a75YRWh1

灰諏禍10YR4垣

にぷぃ赤榔5YR‘"４

にぶい担7.5YR6縄

佃7.5YR6焔

にぷい棚5YR6侭

にぷい鯉7.5ＹＲ７隅

明赤禍5YR5/６

笹7.5ＹＲａ６

姻5YR6も

灰黄褐10YR4瞳

にぶい赤禍5YR“

la5YR6j6、

灰褐7.5YR5ﾉ２

にぷい瞳5YR副４

渡篭喧7.5ＹＲ印‘＄

Ｓ106ＩＩＱ９

Ｓ１０６ＮＱ１８

ＳＩ１２Ｉｈ１

ＳＤＯ２IkL1167

SDO2Ｖ府A3翌

NQ1496

IIQ1157

包含１周NCL１０．１３．１４．３９

Ｖ廓上恥148

７

8.15～

２５～

９．５

8.0～

22.9～

１８４～

１５．４

３３１

３f郡

柵皿

咽

灰批2.5ＹＷ２

にぷいlfi7､5YR副４

赤禍5YR4/８

にぷぃ課禍5YＩＷ４

【１８９】

2.7～明赤禍2.5YR副６明赤禍2.5YR5肥Ｈｐ１Ｂ

5区÷器眼蛎表

i型
S１０１

ＳｌＯ２

ＳＩＯ２

ＳＩＯ２

グリッド’

7.7～咽

法量（c､） 色朋
rI廿一I-pIL-聖

細湿 狐別

7‘5ＹＲ６ﾉ６

内面

樋5YR5'８

明褐7.5YR5ﾉ６

赤禍5YR4/６

にぷい侭7.5YR5ﾉ４

赤褐5YR4/８

幅5YR副８

｝

220亜蕊文士鮒

221

222弥生士蝋

223弥生士魂

空５

２２６詫俸弗踊

1耐lQIWR
口径｜底径Ｉ器高
一－４．６～

外面

IR5YR6肥

蝿

迩
帥
典
付
喪
樫

ハ
ロ

雌
雌



(底部外面ノ黒斑あり

(内外面）媒付前

(外面）煤付諭

(外面）直線文7条確関

I外面》直鵠文、刻み目、勉強文

母
毒
云

石
石
石
石
石
母

長
畏
長
長
長
霊

◆
●
●
■
。
■

英
英
英
英
英
石

石
石
石
石
石
長

到蕃蝦躍

(外而）黒斑

脚台部貼付

内外面ともにナデ｡長陪
４，

挺

Ｕ

『

■

８

内外面ともにナデ。脚台部はへう状工具によるナデ後ナデ．

内外面ともに刷毛目後ナデ。脚端部は横ナデ。

外面下部Iまへラ画き。内面はナデ。

頭部外面けナデ。頚部内面はナデ、頚部と胴部接合部分に柑餌圧痕。外面
は仙ナデ。内面はナデだが摩耗している。

外而頚部は刷毛目後柵ナデ、胴部上部は刷毛目、下部はナデ。内面はナデ･

ロ緑は損ナデ内外器面は工具によるナデ内外底而はｰﾃﾞ

長石多通・赤色酸化粒

艮石多風・石英

石英・長石・裳母

癌石・石英・零母

２
３
４
５
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１

１
１
１
１
１
ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

画
一

(外面）直線文3条、重弧文3～4本、直鰻文2条

(外面）直纏文、刻み目、並頚文

(胴部）一部凧斑あり？石英多型・長石・設母

角閃石・輝石

石英・畏石・霊母

石英・長石・角閃石

石英・長石・霊母

石英・長石・霊母

石英・長石・赤色酸化粒

石英・畏石・雲母

畏石・霊母・赤褐色独

デ凶

ロ縄端部はナテ １，外面杯部l苗曲調J： リ上は刷毛目、 下はナデα、内面は刷毛

目。

口緑娃部はナデ。内外面ともに劇毛目。

内而はナデｏ

外而はナテー内面はナテ、震毛目

口織外面は柵ナデ｡、内面はナデ。内外器面ともに刷毛目後ナデ。

ロ縄部は禍ナデ。外面は刷毛目（摩滅あり)“内面は刷毛目。内面底部憾術

頭圧痕あり。

口挺は摩耗の為調整不明1．内外面ともに矧毛目．内底面はナデ。

ロ縄内面はナデ。外面は際粍の為鯛整不明。内面は工具ナデのようだが際
罵の為不明聴。内底面は撮頭圧痕一

内外面ともに刷毛目。

口緑外面は伽ナデ、内面は刷毛目。外器而は刷毛目。頚部内面は横ナデ、
弱部上部はナデ、下部Iさへラ削り。

外面頚部上部は耀粍の為鋼製不明、下部は刷毛目だが膳きのようでもある
内面頚部上面は副毛目．下部(まナデ

内外面ともに刷毛目。内面調罰から底部は棚･テ・

口撤・外面はI‘lナデ。ただ内外面ともに庫庇の為調整が不明

内外面ともにナデ側而は擬ナデ

(圏部外面）一甑煤付鋪

緑端部貼付

－１６９－

ロ織部は横ナデ、内面はナデ。外而は刷毛目後横ナ

外面鮭刷毛目‘･内面肺ナデヘ脚台部外面ktl#Iナテ測台部内面はナテ、刷
毛目

内外面ともに刷毛目。内底面は州頭圧猿。脚台部貼付部は横ナデ｡脚台部
外而は刷毛目。闇端郎・内面は槻ナデ。

母
母
雰
霊
石
石
畏
長

英
一
央

石
石 (内面）照斑あり１９７

(内面口耀罰）瓜斑あり１９８

(外而）直線文20条確認、刻み目、腫弧文4木，９９
確認

ｲ外面）直線文12条舗認、刻み目、直線文3象２００

(口握）２箇所雰孔あり、焼成前に付けた恩わ２０３
れるK１

杯部と底謡貼付か。（底部外面）烈斑あり２０４

２０５

<外面》一雷黒斑ありフ２０６

(外面）煤付謹２０９

貼付突榊２１１

口損銘と頚蕊の接合痘訪２１２

０
１
２
３
５
６

翠
聖
型
空
詑
哩

長石・角閃石・霊母口縄端葛は棚ナデ。外面脇刷毛目。内面上罰は周毛呂、下部はナデョ

石英・畏石・雲母内面はナデロ

石英長石･雲罰･赤色酸化徽蛎阜上綴蝿刷毛目下鶴１４ﾅデ･幽而鋼瀧上節偲ﾅデ｡下繍臆蔵毛園
長石・溌母口縄は損ナデ内外面ともにナデ。

石英・長石・赤色敗化粒ロ縁・内面はナデ。外而と外底面は刷毛目後ナデ。

長石多量・石英口緑外面はｲﾊ･デ。外面は刷毛目後ナデ。ロ操内面はナデ眉内面は刷毛目。

長石・霊母・赤色股化粒内面憾横ナデ外面はナテ，

内外面ともにナデ。（外面）亜弧文

口縄内面はナデ、外面は刷毛目。内面は刷毛目後ナデ。

ロ鍬外面は険ナデ。外器面は周毛目後ナテ内面畦窟毛目後ナテ（内面焼きムラ

内外面ともにナデ調整。脚部外而はナデ閣塾。脚台部内面は州ナデ、松ナ（底部外面）媒ｲﾘ閥
デ鯛幾。

口抵は損ナデ外面は副毛目内面陣躍粍の為躯整不明

【内外d､］煤付砧

長石・赤禍色粒

畏石多湿・石英

石英・長石・雲母

石英・長石・赤褐色粒

長石・石英

石英・刈閃石・謹母・赤褐色粒

石英・長石・霊母・赤色酸化粒

ク１ａ

214

215

２拍

報蕃備考飼整

胎土

胎土

燭考



243

244

6区ナ器皿察表

ＳＩＯ１

ＳＩＯ１

ＳＩＯ１

ＳＫ１Ｃ

誼

Ｉ 法量価）。’醐十仙占 画増
躯番 馴脚 紫姉〈

３．９～

|グリッド｜迦捌 取上Ｎｏ． 口径’１，５径Ｉ器簡

37.35－１６１～

外面

櫓7-5YR6/６

内面

婚7△5ＹＲ６ﾉ６227誌雀十采まち IIQ442

祖2.5YR6ﾉ８掻a5YR6/８
２５８土師器狸ＳＫ１０Nol32１８．２２９‘０橿5YR6/８掴5YR6/８

228弥搾･卜翠 弓鰯害 35.8～９‘8～にぶい栂7,5YR6脚 にぶい侭7.5ＹＲ７７４NfW21弱

灰臼10YR8/２灰臼10ＹＲ８ﾉ2
26.3～

灘諾摺１０YR8咽にぶい黄極10YR772
229弥雀･ﾄ翠富源 ＳＤ１４ＩＩａ４１０・５０９・咋脂 ４７鵬

にぶい褐7‘5YR5刺

明赤禍5YR5/6
33.6～禍7.5YR4ﾉ４

黒褐10YR3ﾉ１
230璽弧文士器長頚型 淡採３．一括

231弥俸十器

232

233士卿品

裏
壷
調

包含 赤褐5YR‘Ｗ６

樋5YR6畑

明赤褐5YR5/６

赤褐5YR4応

掻7.5YR側６

明売擢5YR5'６

｢ぬ812

NQ４３８．５５８．５９７．７６ｅ

一階

1噸２

へ
へ
へ

も
Ｉ
ｎ
ｕ
、
塚

８
８
力
軸J･２１

230璽弧文士器長頚型淡採３．一括33.6～禍7.5YR4川

20.1９‘１２９．３明赤掲5YR5/６赤褐5YR4/６234弥生圭器蕊 I小nqp

12.7～明赤褐２５YR5/６明赤褐2.5YR5/６235通弧文土器長頚蕊 (１１６】NQ6E

247士鮪器小郡糊

236麺強文士器長頚壷 14.2～明赤掲2.5YR5焔明赤裡2.5YR5/６'ぬ６５．６Ｅ

237弥生十窯高杯 ５４～樋7.5ＹＲ６/６明赤禍5YR5/６Ｉ研GEIS ＧＩ0彫

MEW＊

批定
(17,0）

240須迩器樽型恥 包含ＩＩｏ２７・ｇＥ

7区土器観察表

綱羅'1噸，
２４１

１０．９～にぶい表氾5ＹＲ５隅にぶい縄7.5ＹＲ６/３

1８２ＳＫ･1０ＮＱ８２

~’法、（c､】朋十fjh占 ｢雪と

和別 器jIm

258士鯖器砥

内面｜

醜裡２５YR3J1

~…ー｜グリッドｌ辿描

小型鼓ＳＤＯ５

口掻｜底怪｜器高

■ ．１２．１～

外面

にぶい黄投10YR液
橿5YR6/６

取上Ｎ､‘

Na７

にぶい翫価１０ＹＲ６隅
侭7.5ＹＲ団6,

256土師器奥SK10IkL19（16‘O）３２．０にぶい燈7.5YR7ﾉ４

２４８土箭器小副審ＳＫ１０Ｎａ2５７‘３９．０にぶい橿７５YR6縄にぶい但7‘5YR刀４

一括 二ぷい赤禍5YR5J4 明赤禍242土砺器

259弥生十器蕊

(21.8】 5ＹＲＲﾉＦ引例0時

掴2.5YR6/８
柾5YR6/８

赤裾5YＲ４ｆ８赤褐5YR4J8復合口蝉壷

台付蕊(脚台部）

担2.5YR6ﾉ8
29‘Ｏ

橿5YR6/８

ＳＫ１０Ｎａ1８

Ｎａ１

一括

NQ6

1４－７ １１．４～

5.5～

３．３～

批定
240痢恵器樽型駆包含Ⅱ０２７．９９

（17.0）～

５３～赤褐5ＹＲ４ﾉ

明禍7.5YR5/６５９

７４

236皿強文士器長諏壷１１Q6５．６６14.2～明赤掲2.5YR5焔明赤揺2.5YR5/６

234弥牛圭器蕊Ⅱ蝉9２２０．１９‘１２９．３明赤掲5YR5/６赤謁5YR4/６

明赤褐2.5YR5/６明赤褐2.5YR5/６245台付吏卿台舗】

246土肺器典

l３ＫＩ

34.2明赤褐2.5YR5/８明赤禍5YR5/６

23.8にぶい握7.5YR5叫にぶい鴨7.5YR5咽

【1６２１

句金ＮＱ１５

９６掴7.5ＹＲ６ﾉ６にぶい燈7.5ＹＲ７/４ＳＫｍＮｄ２々 ’8に

252土師器高杯

ｇｏにぶい栂７５ＹＲ６縄にぶい柵７５ＹＲ刀４248土箭器小副職 SＫ１０Ｎａ2５ 7.ｅ

249土陶器鉢 4３にぶい栂7.5ＹＲ６崎にぶい祖7.5ＹＲ６/４ＳＫ１０ｌＶｏ２６ｏ３Ｅ 1３．３

－１７０－

4.5～明赤褐5YR5/６明赤禍5YR5/６2 50鉢

251士踊器鉾

(14.51ＳＫ１０ＮＱ２３

赤褐5YR4/６

樋7.5YR6ﾉ６

ＳＫ１０１１鴎罵

ＳＫ１ＣＫ1０’ぬ３６

Ｋ1０Ｎq2６．２９．３．

257土鰯器聖 【１５６）

句会’ぬ1８

1７５（13,3）１２．８にぶい桶7.5YR6/４

にぶい黄禍10YR5/４黒10YR2/１
９２～

幅5ＹＲ母６にぶい黄婚10YR7Yh1

＆

260弥生土器蕊 ､5ＹＲ６ﾉⅦ4.7～灰掲5YR4/２にぶい栂２

【17.6】

(173）１４４１４．５明赤褐2.5YR5/６明赤禍5YR5焔253士踊器高杯

1８．３明赤褐2.5YR5/８明赤禍2,5ＹＲ５/８255土師器狸Ｅ･７ＳＫ１０ⅡQ2‘

ＳＫ１０Ｉｈ１Ｅ256土師器蕊

小副蓉 副K1nMdク、２５４

【１６‘０１

12..

役7.5YR団6､

にぶい役7.5YR7/４にぶい茨MI10YR6劇32.0



鯛型

にナデの

飼霊外面上雪雌刷毛目．下記は刷毛目綾ナデ内面はナデ

報爵

ロ縄はナデ・後で貼り付けた杯蕊７内函はへう磨き痕跡があるが、漂垢の（口録部上面％瓜斑あり。（ロ緑部上而）‘1箇所２２７
通胴墜不明麺,､鍔詰７外亜は刷毛目後ナテ脚墓７内面はナデ。円形浮文あり、３箇所残存一

石英多量・長石・霊母

内外面ともにナデ

口輝・興霊陰付墨《嗣舗外面）鯉付碗２３島

内外函ともに刷毛目挫ナデ溌鎧部はｲハナデ〈脚論）１箇所穿孔懐腿石英多湿・畏石・霊母 啓到；

縄露は綴ナテ胴墜『

ロ緑祁はナデ、杯稲外面は剛毛目鯛蝕,,杯郁内面憾脇さ隅駐ｏ脚誘は厚粍（脚部〉４箇所誹孔あり、３箇所奴存。帆に等間２２９
の為脚整ｲ､明‘,隅に穿孔してある｡

石英・長石・溌氏

竹管文

〔飼郎外面）直線文、幽孤文、直想文ｏ内面頭２３０
鮒を腕に遇完訳雌が辺う。

内外面頚記は刷毛目鯛整だが際粍あり飼闘は踊毛目瞬璽1,＄二程雰.Ｉ

ロ扱謡は境ナデ鱈墜内外面ともに刷毛目興亜 ‘1外面）媒侭謂石英・塁石・霊田 層騰１１

I設損ナデ、刷毛目の蛇ナデ、ナデ鯛整。内壷は厩毛呂狸ナデ、ナデ鯛

外面帥は横ナデ、下郎はナデ。頚部内面はナデ。内面は刷毛目筏ナデも訓部貼付一
宿 英・憂石・胤池‘ 紫児

内外面ともにナデ， 煤付騎？石英・長石・蟹田 ｐ３回

口緑部・例

外而は損ナデ、刷毛目の蛇ナデ、ナデ鯛塗。内壷は厩毛呂紐ナデ、ナデ飼口蝿．娯謬賎付。〈飼誘外面）鯉付鶏石英・長石・刈閃石・溌母
整皇瞬苗は損ナデ胴墜‘

23目

石英・畏石．刈閃石・溌母．赤外面は刷毛目。内面はナデ。
色酸化粒

Ek弾

外面
石英・長石・刈閃石・霊母

整ｅ

石英．畏石・刈閃石,需母・赤内外而ともにナデだが際粍の為調整不明鯉９
世酸ｲﾋ粒

【外面）直経文、皿蕊文、刻み目

(卯罰ロ線）黒斑あり

５
７
零
四石英・長石・赤色駿化粒口抵砿は痕ナデ。内外面ともに･デ。

石英・畏石

(外面）波状文あり、悲本は7本のようだが、６２４０
水の箇所あり。

内外面ともにナデ

ﾛ緯魁ナデ。胴那外面上瓢は刷毛目、下郁はナデ。内面はへう削り後ナデ。

口緑蝋部はナデ。凱部外而は刷毛目後ナデ。外面胴部は刷毛目、外底而雌
ナデ内面鮭へラ削り捜ナデコ

ロ緑外面にナデ、頭駆外面は刷毛目後ナデ、外面調罰上面は刷毛目、下離
はナテ。ロ緑内面は刷毛目後ナデ、内而Iゴヘラ削り後ナデ

ロ睡謡帥横ナテ外而顕開は磯ナテ、胴罷は刷毛巨後ナテ内面はナテ。

（飼郎外面）直線文、幽孤文、直線文。内面頭２３０長石多量内外面頚記は刷毛目鯛整だが際袴あり飼闘は踊毛目腕整。砿を腕に遇完訳雌が辺う。

外面は偶ナデ。内面lユナデ。

口縄剣罷はナデだが犀雁の亀不明悪外面健副毛呂。外底面はナデ管内
は観爾不廃ご

外面口縄端部I‘t刷毛日後枇ナデ。外而｢】緑は刷毛自後ナデ。外面頚部他
ナデ。倒都外砿惟Iハナデ、外底面はナデ。口蝋内面は槻ナデ詞部内面
澗い工奥ナテ

癌
一
一
羽

石英・長石
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熊本県、西片百田遺跡における自然科学分析

株式会社古顔境研究所

1．西片百田遺跡におけるプラント・オパール分析

１．はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸（SiO2）が蓄稲したものであり、植物が枯れ

たあとも微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。プラント・オパール分

析は、この微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定通する方法であり、イネの消長を検討することで

埋蔵水田跡の検証や探査が可能である（杉山，2000)。

2．試料

試料は、Ａ地点（調査区北東壁面>、Ｂ地点（調査区中央付近、住居跡の西側)、Ｃ地点から採取された

計27点である。試料採取箇所を分析結果図に示す。

3．分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、プラント・オパール定髄分析法（藤原，1976）をもとに、次の手

順で行った。

1）試料を105℃で24時間乾燥（絶乾）

2）試料約19に対し直径約40浬ｍのガラスビーズを約0.029添加（電子分析天秤により0.1ｍｇの精度で秤冠）

3）電気炉灰化法（550℃・６時間）による脱有機物処理

4）超音波水中照射（300Ｗ・４２KＨｚ・１０分間）による分散

5）沈底法による20〆、以下の微粒子除去

6）封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成

7）検鏡・計数

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来するプラント・オパールをおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下

で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の澗査

に相当する。試料１９あたりのガラスビーズ個数に、計数されたプラント・オパールとガラスビーズ個数の

比率をかけて、試料19中のプラント・オパール個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体1個あたりの

植物体乾璽、単位：10-59）をかけて、単位面稲で層厚1ｃｍあたりの植物体生産凪を算出した。イネ（赤

米）の換算係数は2.94（種実重は1.03)、ヒエ属（ヒエ）は8.40、ヨシ属（ヨシ）は6.31、ススキ属（スス

キ）は1.24、タケ亜科（ネザサ節）は0.48である。

4．分析結果

水田跡（稲作跡）の検討が主目的であることから、同定および定賦はイネ、ヒエ属型、ヨシ属、ススキ

属型、タケ亜科の主要な5分類群に限定した。これらの分類群について定量を行い、その結果を表1および

図1に示した。写真図版に主要な分類群の顕微鏡写真を示す。

－１７５－



5．考察

(1)水田跡の検討

水田跡（稲作跡）の検証や探査を行う場合、一般にイネのプラント・オパールが賦料19あたり5,000個以

上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している。ただし、密

度が3,000個/g程度でも水田過柵が検出される事例があることから、ここでは判断の基準を3,000個/gとして

検討を行った。

1）Ａ地点

弥生時代後期とされる5厨（試料1）から10層（試料8）までの層準について分析を行った。その結果、５

層（試料1～3）およびその下位の6層（試料4）からイネが検出された。このうち、５厨（賦料1～3）では密

度が1,500～2,200個/gと比較的低い値であり、６届（試料4）でも800個/gと低い値である。イネの密度が低

い原因としては、稲作が行われていた期間が短かったこと、土届の堆稲速度が速かったこと、洪水によっ

て耕作土が流出したこと、採取地点が畦畔など耕作面以外であったこと、および上届や他所からの混入な

どが考えられるが、ここでの原因は現時点では不明である。

2）Ｂ地点

弥生時代後期とされる5届（試料1）から10層（試料8）までの層準について分析を行った。その結果、６

層（試料4）からイネが検出された。密度は800個/gと低い値である。イネの密度が低い原因としては、前

述のようなことが考えられる。

3）Ｃ地点

試料1～試料11について分析を行った。その結果、イネはいずれの試料からも検出されなかった。

(2)堆澗環境の推定

イネ以外の分類群では、ススキ属型やタケ亜科などが検出されたが、いずれも少避である。なお、定過

は行わなかったが、下位届準を中心にブナ科（シイ属)、クスノキ科、マンサク科（イスノキ属）などの照

葉樹起源の植物珪酸体（顕微鏡写真参照）が検出された。樹木は一般に植物珪酸体の生産量が低いことか

ら、少鼠が検出された場合でもかなり過大に評価する必要がある。

以上のことから、鯛査区周辺は河川の影蒋など何らかの原因でイネ科植物の生育にはあまり適さない環

境であったと考えられ、弥生時代後期には鯛査区の一部で稲作が開始されていたと推定される。また、当

時の遺跡周辺にはシイ属やクスノキ科、イスノキ属などの照葉樹林が分布していたと推定される。

６．まとめ

プラント・オパール分析の結果、Ａ地点では弥生時代後期とされる5届とその下位の6届、Ｂ地点では6両

からイネが検出され、鯛査地点もしくはその近辺で稲作が行われていた可能性が昭められた。

鯛査区周辺は、河川の影響など何らかの原因でイネ科植物の生育にはあまり適さない環境であったと考

えられ、弥生時代後期には鯛査区の一部で稲作が開始されていたと推定される。また、当時の遺跡周辺に

はシイ風やクスノキ科などの照葉樹林が分布していたと推定される。
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11．西片百田遺跡における放射性炭素年代測定

1．試料と方法

試料名地点・届準稲類 前処理・調整 測定法

NQ1Ａ地点，９層炭化材酸-ｱﾙｶﾘ･酸洗浄、石圏覗整加速器質凪分析（AMS）法

2．測定結果

試料名

NcL1

'℃年代

(年BP）

６１℃

(％）

補正１℃年代暦年代（西暦）

(年BP）

1940±4０‐25.81930±4０ 交点：calAD70

１｡：calAD40～１１０

２｡：ｃａＩＢＣ１０～ＡＤ１４０

測定ＮＱ

(Beta-）

150397

1）ＭＣ年代測定値

賦料の'℃/ｌ２Ｃ比から、単純に現在（1950年AD）から何年前かを計算した値。’‘Ｃの半減期は、国際慣例

に従って5,568年を用いた。

2）８１３Ｃ測定値

試料の測定'‘Ｃ/'2Ｃ比を補正するための炭素安定同位体比（'3Ｃ/'2Ｃ)。この値は概準物闘（PDB）の同位

体比からの千分幅差（％）で表す。

3）補正'４Ｃ年代値

６'，Ｃ測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、１℃/i2Cの測定値に補正値を加えた上で算出した年代。

4）暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中'‘Ｃ濃度の変動を較正することにより疎出した年代（西暦)。較正

には、年代既知の樹木年轄のＭＣの詳細な測定値、およびサンゴのU･Th年代と!‘Ｃ年代の比較により作成さ

れた較正曲線を使用した。最新のデータベース（"INTCAL98RadiocarbonAgeCalibration”StuiveretaI，

1998,Radiocarbon40(3)）により、約19,000年BPまでの換算が可能となっている。

暦年代の交点とは、較正i‘Ｃ年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。１ぴ（68％確

率）・２ぴ（95％確率）は、較正'‘Ｃ年代価の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがっ

て、複数の交点が表肥される場合や、複数の1び・２｡値が表記される場合もある。
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第Ｖ章まとめ

今回の調査では、主に弥生時代後期初頭の竪穴式住居跡群、古墳時代初頭の土器埋納土坑、時期は不確定

ではあるが畠に関連する小溝状遺栂群が検出されている。以下、所見を述べることとする。

住居跡について

本事業に伴う調査区からは、弥生時代後期に比定される竪穴式住居跡が2区（8軒)、３区（10軒)、４区

(12軒)、５区（2軒)、６区（6軒)、７区（1軒）の合計39軒が検出された。

検出された住居跡の分布を概観すると、２区～5区に住居跡の大半が集中して検出されていることが分か

る。また、本遺跡より北に位置する上日極女夫木週跡'からは時期はやや新しくなるが、当週跡をはるかに

上回る住居跡群が検出されており、集落が存在できるだけの微高地が平野上にあったものと考えられる。こ

のことから、弥生後期の集落が2区～5区を中心に立地し、６．７区は集落に隣接する地域であったものと考

えられる。

本遺跡で検出された住居跡は、いずれも夏は水田、冬は井草という、年中作付けを行う八代特有の水田に

よる影響と、沖稲平野に特徴的な粘質士のために、地山層と遺栂埋土の色調・質感の差異が僅かである。そ

のため、遺櫛検出は平面プランと適宜設定するトレンチによる土層断面観察の両面から行った。

住居跡の平面形態は、円形、柵円形、隅丸方形の3種類が検出された。長軸・短軸による構成比計測の結

果、大半の住居跡が長軸は3.6～5.6ｍ、短軸が3.4～4.2ｍの間に収まることが分かった。また、住居跡内の

付帯施設には、炉跡、土坑、柱穴が挙げられるが、本遺跡では、これら全てが検出された住居跡は少なかっ

た。

炉跡は径平均85ｃｍ程度を測り、大半が円形を呈し、浅く摺鉢状に掘り込まれている。埋土は炭化物と焼

土で構成され、一部は粘土質の土を最下層に敷くことで地山からの湿気を防ぐ栂造を示している。これは地

山が砂層など湿気を通しやすい土壊であったことへの適応であることが考えられる。また、灰を掻き出した

であろう痕跡が浅い掘り込みになって確認された例も認められた。土坑は様々な大きさを呈し、平面形状に

も規格性は認められなかった。埋土についても特班すべき事象はない。出土遺物も少量であった。住居跡床

面からの掘り込みであることから付帯施設として捉え、一部は貯蔵穴であると考えられる。柱穴については、

規模は小さく、床面からの深度も深くない。しかし、土届断面観察より、柱穴下層に粘土を敷き、その上に

柱材を据えた状態が認められることから、地山が砂層であるような脆弱な地盤に適応した構造をもっていた

ことが考えられる。床面は明確に硬化した部分の検出は少なかったが、粘質±を敷いて下からの湿気を防い

でいた住居跡が数軒認められている。

それぞれ切り合い関係や未検出など不安定な要素はあるが、基本的には炉跡、柱穴・土坑を備えていたよ

うである。なかでも炉跡を住居跡のほぼ中央部に設置し、それを挟むように2本の主柱穴が立ち、貯蔵穴を

有する住居跡が一般的であったと考えられる。それらの住居跡は炉跡を住居内に設置することで、湿度が多

く土壌が脆弱な地盤であった本遺跡一帯に適応していた形態であったと考えられる。

土器埋納遺栂（SK10）（Fig.109）

７区の南東端で検出された長楕円形の土坑である。本土坑内からは古墳時代初頭の土師器が13個体出土し

た。内訳は変形土器5点、高杯形土器2点、鉢形土器3点、小型丸底壷形土器3点である。そのうち、窺形土

器（246）の内部に小型丸底壷形土器（247.248）が内包された状態で出土している。出土状況から琵形

１熊本県教育委員会「島田遺跡上日圃女夫木遺跡西片百田過跡」鮪本県文化財調査報告第236集２００６
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土器中に意図を持って納められていたものと考えられ、土器埋納土坑と判断した。喪形土器および小型丸底

壷形土器は、布留式併行期の所産であり、いずれの土師器も古塘時代初頭に比定される。本週栂は八代地域

での当骸時期における一括性の高い資料である。

また、７区で当該時期に比定されうる過柵は他に満状遺栂が認められるのみである。本遺椴は遺櫛密度の

非常に薄い箇所に位通していることから、集落域とは異なり、何らかの祭記に関する週構であると考えられ

る。

小満状遺栂群について

７区全面に渡って浅い小澗状遺梱群（Fig.104）が検出された。これらは後世の削平により残存状況は非常

に悪い。しかし、７区を縦断する二つの潤状遺樹（SD０１．０２）と検出面を同一にはするが、二つの満状週

構（SD０１．０２）より新しい時期の遺樹であることが切り合い関係より把握される。そして検出された小満

状遺栂群は無作為に掘削された溝状遺構群ではなく、規格性を伴った澗状遺栂群であることが調査時から推

察された。

小満状遺栂群は概ね東西方向に軸をもって掘削されているようである。それらは大別すると7区南端で検

出された東西軸をもつ一群（A群）と、７区中央で検出された、やや南に軸を移した東西方向の一群（B群）

の2群に分けられる。

Ａ群は、幅24～40ｃｍ、検出面からの深さ１～4ｃｍの小満状週摘群であり、近接したものの間隔幅（中心

線間隔幅）は殆どが1.5～1.7ｍの間で平行して検出された。また、７区南西端では、これらの小満状遺構群

に直交するように幅25ｃｍ、検出面からの深さ3cm程度の小溝が検出されていた。

Ｂ群は、幅25ｃｍ～40ｃｍ、検出面からの深さ1～4ｃｍの小溝状遺楢群であり、近接したものの間隔幅（中

心線間隔幅）は1.2～1.9ｍの間で平行して検出されていた。

これらの2群は掘削軸と間隔幅は異なるが、最小単位は近似した数値を示しており、検出段階での埋土も

同様であったことから、これらが同時期に掘削されたものであると考えられる。

また小満状遺樹群の底面は平坦ではなく凹凸を呈し、幾つかの底面からは幅およそ5ｃｍ、深さ1ｃｍほどの

長方形の掘り込みが小溝状遺栂に直行して確認されていることから、工具痕跡であることが予想される。

そして、７区は1～5区までと比べて竪穴式住居跡などの遺構がほとんど確認されていないことや、出土遺

物が極端に少ないこと等から、小溝状週栂群と周辺の空間を含めて畠跡2などの生産に関する遺樹であるこ

とが考えられる。

ところで、日本考古学協会では2000年に全国の「はたけ」の資料集成を行い3、「はたけ」に対する活発

な論鍛が行われ、多くの資料や考察が提示された。そこで、佐藤甲二氏による畑跡の耕作痕に関する興味深

い指摘がある。４「耕作痕の特徴とは、耕作土直下層上面に小規模な満が、一定間隔をもって、同一方向へ

平行する満群である｡」とし、以下の特徴を提示されている。

①幅50ｃｍ前後の溝が群をなし、等間隔に平行する。その間隔は、５０ｃｍ前後のものから2ｍ以上

のものまでの多岐にわたる。

②深さは、５ｃｍ以下の浅いものから、５０cm以上の深いものまで認められるが、同一群に関して

は、各満の深さは、ほぼ均一である。

２「畠」と「畑」の衷記については、「畑」は主に焼畑を意味し近世以降のもの、「畠」は水田に対する白田（乾いた耕作地）
を意味し古代～中世のものに使用することを概念とするが、今回は「圏」で統一して妃述する。また、後述する佐藤氏の

輪文については原文のままの「畑」を使用している。

３日本考古学協会「はたけの考古学」日本考古学協会2000年度鹿児島大会資料鯉第一薬２０００

４佐藤甲二２０００「畑跡の粉作痕に関する問題点と今後の課題一仙台市域の胴査串例をとおして一」「はたけの考古学』
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③上端・下端とも出入りが激しく、整然としていないものが多い。また、連続せず、断片的なも

のもある。

④ほぼ直線的に延びるものが多いが、弱い弧状を描くものもある。

⑤東西方向や南北方向をとるものが多く、また、傾斜地の喝合、傾斜方向と平行または直行する

ものが多い。

⑥堆澗土は、単一府のものが多く、掘り込み層の小ブロックを多量に含む。また水を湛えた痕跡

はない。

⑦底面は、凹凸が顕著なものが多く、内には、鋤先状の工具痕が認められるものもある。

⑧各満間は平坦で、凸状を呈してない。

⑨一方向の単一群のみの他、複数方向の群からなるものもある。その場合には、直交方向をとる

ものが多いが、斜行方向、同一方向の複数群のものもある。

’⑩複数群の嶋合、璽複関係が明確なものもあるが、多くは、璽複関係が不明確である。

⑪同一群の場合、各澗の始まりと終わりは、同一位迩をとる場合が多い。

ｑ２同一群は、その途中で方向を若干変化させるものがある。その際、各澗は一旦途切れ、それを

さらに繋ぐ状態のものや､全く位通がずれ、それまでのラインを踏関しないものが認められる。

⑬出土過物は極端に少なく、時期決定資料を殆ど含まない。

以上のことを踏まえて、本遺跡で検出された小溝状遺栂群を見直してみると、東西方向軸をもった幅

30ｃｍ前後の澗状過梱が群をなしてほぼ等間隔に平行して直線的に延びている。検出面からの深さはおよそ

5ｃｍ以下の規模を有している。そして、その底面には凹凸が認められ工具痕と思われる痕跡が閉められる。

これらのことから小澗状遺梱群は、上述した文献等から畠に関する遺栂であることが考えられる。その中

でも畝・畝間と耕作痕の可能性も想定されるが、ここでは耕作痕の可能性がより妥当であると考えられる。

しかし、後世の削平により検出された小溝状週柵群は全体の僅かな部分であり、全体像を提示するには至ら

なかった。

また、これらの過栂の時期であるが、小潤状遺栂群に確実に伴う過物は閉められていない。しかし、切り

あい関係にあるＳD０１．０２から古墳時代初頭の遺物が出土していることから、下限が少なくとも古埴時代初

頭である遺梱群であるとして報告するに留めざるを得ない。

出土遺物について

本週跡出土遺物の大半が弥生時代後期に比定される遺物であった。出土した土器の胎土は大きく２つに分

類されることが明らかとなった。一方は赤褐色を呈して直径5ｍｍ程度の長石を非常に多く含み、それらが

器壁に明らかに露出しており、胎土の粗い印象を受ける1群を指す。「以下1類とする｣。もう一方は灰白色

を呈して非常に肌理細かい胎土を有し、色調・胎土の違いが一見して分かる1群を指す。「以下2類とする｣。

また2類については多くの細分が可能であった。

出土土器の大半は1類によって製作されているが、２類では壷形土器が多く製作されている。

１類の器壁に蝿められる長石は、宮原花嵩岩，であることが肉眼観察より明らかになっている。この宮原花

同岩は八代市北部の髄峰山付近から氷川流域（氷川町）において容易に採取が可能であることから、，類の

土器は本遺跡を含む八代平野中において製作されたことが考えられる。そして明らかに胎土の異なる2類に

ついては、他地域からの搬入品の可能性が考えられる。これは煮沸具や供脳具等といった極めて損偶および

破砕の可能性の高い器群と、貯蔵用もしくは祭記用としての機能を有する壷形土器との用途．機能差が大き

５馬埋正弘氏（熊本県教育庁文化課）の御教示による。
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本報告の遺物は、大半が所謂「床直」として腿職したものを中心に図示している。

熊本県教育委員会「夏女遺跡」鯛本県文化財明査報告第128薬１９９３

八代市教育委員会「下堀切通跡Ｉ」八代市文化財鯛査報告香第３典１９８８

八代市教育委員会「下堀切過跡Ilj八代市文化財鯛査報告害魂4典１９８９

噸本県教育委員会「古保山打越遇跡』伽本県文化財調査報告第93典１９８７

石橋新次２００５「肥前（佐賀県）・筑彼地方の弥生時代の楳相」「平成17年度長崎県考古学会秋季大会発衷資料」
長崎県考古学会

本報告では、図示せず写真での報告のみに岡めているｃ

宮崎敬士２００５「伽本県地域の梯相」「平成17年度長崎県考古学会秋季大会発表資料」長崎県考古学会

熊本県教育委員会「西片百田遺跡・西片回田過跡」熊本県文化財凹査報告第234典２００５
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７
８

９

１０

１１

１２

１３

〈関与していることが推察される。

また、検出された竪穴式住居跡の床面‘からは壷形土器、壷形土器、高杯形土器、鉢形土器などが、それ

ぞれに共伴して出土している。

霊形土器は口縁部が「〈」の字に屈曲し、最大径を胴部上位～中位にかけて持つ。脚台は緩やかに外反し

ながら短く開き、器面調整は口縁部及び脚台部はナデ調整が魂められ、胴部を中心として刷毛目調整痕が関

められるものが大半を占めている。壷形土器は広口壷形土器、画口壷形土器、長頚壷形土器、短頚壷形土器、

複合ロ縁壷形土器、小型丸底壷形土器など多種多様な器形を有している。口縁部は様々な形態を有している

が、器形については多くが概して長胴化が進み、凸レンズ状の底部を有している。また、堕弧文長頚壷形土

器は肩部の施文方法から階段状の条線を巡らすものと横位沈線を施すものに分類され、胴部屈曲部形態から

直角よりやや広いものと緩い屈曲部をもつものに分類される。簡杯形土器は、完形は少ないが、浅い杯部が

体部中位で屈曲した後口縁部は外湾しながら大きく開き、脚部は下方に向かって綴やかに外反して裾部は強

く外湾するもの（19)、浅い杯部を呈し体部で短く直立して口縁部に至り、屈曲部上位に断面三角形の凸帯

が巡るもの（20)、杯部は深く椀状を呈し、口縁部は肥厚して斜め上方へやや外反して開き、脚部はわずか

に内反しながら下方に向かい、裾部で大きく外反して広がるもの（142）などが出土している。

壷形土器や高杯形土器等の出土遺物については球磨郡錦町『夏女週跡'』や八代市「下堀切遺跡8』、宇土

市『古保山打越過跡,」など球磨川流域や熊本県央域の過跡に類例を求めることが可能である。これらのこ

とから、同一水系である球磨川上流域や下流域との小地域間交流や、他水系である緑川流域や白川流域等と

のさらに広い範囲での交流が盛んに行われていた可能性が推察される。

さらに6区からは、あまり類例の魂められない器台形土器（Fi999）や高杯形土器（Fig.100）が共伴して

出土した。検出された週柵は多くの切り合い関係にあり、過桐を把握出来なかったため、他の遺物との共伴

関係は不明である。高杯形土器の形態は本過跡内には類例が閲められず、胎土も異なることから、他地域の

影響を受けて製作されたことが予想される。器台形土器についても口縁部の形態や仕切り板、円形浮文など

の特徴を有し、共伴関係にある高杯形土器と胎土も同様である。さらに、他地域においても類例を見出すこ

とが出来なかった。ただ形態的には異なるが、遇有明海に分布が潤められる所謂「透かしのある器台」１０と

の関連を考えなければならないだろう。しかし、高杯形土器の口縁部形態の特徴と、円形浮文を有する遺物

の多くが弥生時代終末期から古墳時代初頭に比定されていることから、これらの遺物は弥生時代終末期から

古埴時代初頭の所産であると考えられる。

他の住居跡内出土過物としては、多くの敵石や磨石、台石等の畷石器が挙げられる。顕著な使用痕が露め

られることから、本道跡が形成されていた時期にも植物質食料が璽要な食料源であったことが窺える。また、

住居跡内の埋土洗浄の結果、幾つものガラス玉"が検出されたことも併せて報告しておく。

本遺跡は標高6ｍほどの八代平野に位通しており、これまで熊本県では椴高3ｍ以下の低平地には週跡は存

在しないとの認織が一般的であった１２立地唄境から確認された遺跡である。本過跡を始め、西片園田遺跡１，、



西片稲村過跡'‘、上日通女夫木遺跡、島田遺跡喝等はいずれも八代平野に位圃し弥生時代の過桐が確認され

ており、これまでの県内における弥生時代観に一石を投じたものといえよう。そして、これまで熊本の当概

期の編年研究において最も後進地域であった球磨川下流域において、良好な一括資料を続々提示している。

（上高原聡）
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